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グローバルキッズメソッド001岩曽店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 遊具等の充実などを行いたい

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 13% 88% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド002御幸店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%
パソコン等もあるのでかなり狭い。

相談室　クールダウンの部屋を設けている。

広すぎず、スタッフの目の届く範囲に児童がいられるスペースである。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 20% 80%
放デイ帰りの送迎人員が不足している。

障害重度に応じて、人員を増やしたい。

マンツーマン対応が必要な児童に手一杯で、ある程度自立している児童まで手が回らない状況になっている時がある。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
基本的に狭いので家具の配置など色々変えている。

絵カードによる、片付け。注意がそれないよう、支援室はできる限り、物を置かない。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20%
児童15人の時など机を3列にずらしている。
毎日の清掃、アイドリングタイムの消毒。唾液の着いた玩具の毎回の消毒。

こまめに消毒や換気、児童送迎後の掃除を行っている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  40% 60%
個別の部屋の存在は放デイには無い

クールダウンできる、部屋、相談室がない。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 80% 20% 職員会議での、児童の話し合い。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 40% 60% モニタリング等で頂いた、ご意見を従業員にLINEで知らせる。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
プチミーティングを行っている

職員会議等での意見聴取。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 80% 20% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 80% 20% もっと、職員の研修機会を設ける。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 月〜金　を、5領域で分け、目的に沿ってレクを行う。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 職員会議での意見交換。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% LINEにて、モニタリング、個別支援計画書の共有。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 60% 40% 標準化された、アセスメントツールを使用していないため、標準化されたアセスメントツールが必要。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20% レクのカレンダーは、ローテーションで行い、日々のレクは、担当者が、行っている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 80% 20% 職員研修で、レクの内容種類を増やす必要がある。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% SSTでは、就労とSSTに別れ、発達の段階で、分けて行なっている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 40% 60% 前日のレク案にて確認。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 40% 60% 朝礼、終礼、支援確認の時間を設けていない。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 児発管が参加している。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 相談支援専門員と、密に連絡をとる。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 80% 20% 連携が必要であり、行わなければならない。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 地域連携ができていないため工夫が必要。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 日々のフィードバックを行なっている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  60% 40% ペアレントトレーニングが必要。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ママカフェなどが行えると、よい。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 60% 40% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 20% 80% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド003犬塚店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 50% 50%
落ち着かない児童を一時的に避難させるスペースが必要だと思われる。他児に被害が出る可能性がある為。

小学校低学年から高校生まで15人いるとさすがに密度が濃いと感じる
15人MAXだと狭いため、使う時の工夫が必要

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 25% 75%

タッチにつかなくてはいけない児童が複数いる場合、職員の人数が足りず、事故が発生しかねない為、人員を増やす必要があると思われる。

単純に利用者でスタッフの人数を決めず、他害行為のある児童が多くマンツーマンで支援しなければならない所はスタッフの人数を増やし安全確保が必要と思われます

手薄で療育どころでない事があるのでスタッフを増やして欲しい

人数がもう少し少ないと感じる場面がある。

重度児が多いので、日によっては人数が足りない

重度の利用者が多い店舗の場合、職員の配置を増やしてほしい。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 88% 13%
児童を安全に支援するために、他害のある児童を一時的に避難させる部屋がない。

支援室におもちゃなど配置していない為、子ども達の気が散ることなく療育に参加でき、遊びとの区切りがきちんとできる。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 物を置かないことによって、事故を防いでいる点

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  38% 63% 部屋がないため、使い方を工夫する

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 75% 25%
都度、情報共有が行われている点

非常勤の参加が難しく、意見等ひろうのに時間を要する

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 都度、情報共有が行われている点

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 都度、情報共有が行われている点

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 63% 38% 外部評価を行っている場面を見たことがない。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
行ってはいるが、個々の改善する気がない

非常勤も毎月研修動画を見ています

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 都度、情報共有が行われている点

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
都度、情報共有が行われている点

毎日、数人の利用者の話し合いを行い、現状の把握や支援の内容を話し合い、全てのスタッフに共有している

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 都度、情報共有が行われている点

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 都度、情報共有が行われている点

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 都度、情報共有が行われている点

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 都度、情報共有が行われている点

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 情報共有、意見交換を行っている点

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 88% 13% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 非常勤なので実施の有無がわかりませんがおそらく実施しているのではないかと

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 25% 75% 保護者会は行っていない

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 対応はしています。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 以前はブログをしていましたが今はしていないと思います

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 非常勤なのでわかりませんが常勤がしているのではないかと思っています

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド004上戸祭店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 91% 9%

学習室など少人数で落ち着くことが出来るスペースがある・体を動かせるスペースと落ち着いて活動できるスペースを明確に分ける。

メインのフロアだけでなく、学習室や相談室もあり個別に対応できるところがいいと思う。

毎日のレクを色々と考えて、組み合わせている。

児童が清潔であると感じるような状況を作れるよう努力している

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 82% 18%
得に支援が必要な女児が数人居る時には、女性スタッフが適切に配置されている。

随時、管理者が人員の出勤状態を調整している。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 64% 36%
ルールや約束事を短い文章でまとめ貼り出している。

店舗内の扉の鍵、扉の開け閉めの際のレールの破損と店舗開設から年月が経っているため、修繕の必要がある

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
子供達が帰った後清掃、消毒を行っている。

職員間での過ごしやすい環境の実現に対する共通理解はある。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  91% 9% 学習室がある・学習室を使うためのルールを子供達に理解してもらう事。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 73% 27%
月1で全体会議の時間が設けられ、職員・パート全員が内容を把握出来るよう取り組んでいる
月に1回常勤+非常勤全員での問題点共有、またその対応の会議、さらに月一回の常勤職員による職員会議によって、問題点とそれに対する対応について話し合い、さらに実行に移し、うまくいかない点はまた相談をしている状況である

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 64% 36% 今後、業務改善に繋げたい。また、会社として保護者向け評価がいつ掲示され、どこに掲示されているかとのアナウンスを明確にしていただきたい。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 73% 27% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 82% 18% できるだけ常勤職員と非常勤職員が一同に対してビデオを視聴し、さらにその時の感想等を共有できるように努めている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  82% 18% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 82% 18% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  73% 27% 児童発達支援管理責任者からの情報提供はやや少ない。管理者としてはその点を改善していかなければならないと考えている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 73% 27% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 64% 36% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
82% 18% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 73% 27% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 73% 27% 各々では行なえている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 64% 36% 支援の振り返りについて毎日行ってはいないが、職員会員において確認はしている。しかし、できるだけ毎日行えるようなシステムを構築できると良いと考えている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 73% 27% HUG の保護者への連絡にはできるだけ詳しく記入をしているが、特に保護者には伝えずに、店舗内で共有する情報欄への良かった点問題、記入を充実させていきたい。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 82% 18% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 64% 36% 4つの基本活動に対しての認識が不足している

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 91% 9% 毎日の実施プログラムを円滑に実施することに注力する。あまり、自己決定や自己選択の場としての捉えが不足している

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 91% 9% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 73% 27% 必要に応じて連絡を取り合っている

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 82% 18% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 64% 36% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 64% 36% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 55% 45% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 36% 64% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 36% 64% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%
子供を自宅に送り届けた時に、当日の樣子などできるだけ詳しく伝えるようにしている。

大きな問題が起こってから保護者への連絡をするのではなく、日常的に心配な点は保護者へ伝えるよう努めている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  36% 64% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  91% 9% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 家族からの相談に電話などで対応している。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 36% 64% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 基本的職員には全て情報を共有するようにしている。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 55% 45% 長期休みに入る時など、事前に準備や用意、心構え等などをプリントにし配布している

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 18% 82% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 91% 9% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 91% 9% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 職員全員で共有している。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% アレルギーのある子供のおやつ等は、必ず確認しながら用意している。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 64% 36% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド005東城南店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
おもちゃの部屋の整理整頓が児童にとってわかりやすく管理されている。

ドアの開けしめが大変。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 90% 10%
重度さんが来た時の職員の配置。

必要に応じて支援員が多く必要かと思う

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 90% 10% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 90% 10% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% 管理者が全てのことを決定していることが多い。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 90% 10% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  90% 10% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
80% 20% 本人支援が中心になっている。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 90% 10% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 60% 40%
支援終了後にみんなで打ち合わせや振り返りをしていない

共有事項がいち早く全職員へ行き渡ることがないため、改善が必要。

振り返りまでは出来ていないと思うので、改善が必要

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 90% 10% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 90% 10% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 90% 10% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 80% 20% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 70% 30% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  70% 30% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 90% 10% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 90% 10% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 90% 10% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 90% 10% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド006間々田店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33%
スペースが狭い

狭い

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 67% 33% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  67% 33% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 83% 17% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 67% 33% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  67% 33% ファイルにまとめている

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 50% 50% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  67% 33% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 50% 50% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 67% 33% エクセルでまとめている

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
67% 33% 児童発達管理責任者が実施している

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 67% 33% 話し合いの機会を設けるべき

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 毎日別なレクの提案と実施を行なっている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 67% 33% エクセルでまとめている

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33% 毎日は行っていない

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 83% 17% 毎日は行っていない

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 83% 17% ハグを使用して記録している

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 児童発達管理責任者が行なっている

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 67% 33% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 83% 17% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 83% 17% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 67% 33% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 50% 50% 管理者がLINEで情報を流してくれる

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 17% 83% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% たまに合同レクがある

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 67% 33% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  33% 67% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 67% 33% 表を用いて行なっている

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  67% 33% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 83% 17% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 33% 67% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 83% 17% LINEを用いており、流出などの危険があるのではないかと思っているため対策は必要

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 83% 17% 避難訓練は行っている

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 避難訓練は行っている

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 83% 17% 全て把握しているわけではない

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 67% 33% 親からの聴取

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 67% 33% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 50% 50% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 83% 17% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド007さくら店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 86% 14%
スペースの広さと児童数に対して職員数が少ないと不安になる場面もある。

運動の店舗は動きたい子が集まるため広い店舗でも活動中や自由時間は１５人いるととても狭く感じる。工夫している点はテンションが上がってきたら飲み物を飲むよう促しその流れで座って遊べるものに誘導する。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 57% 43%
定員とフロアの広さに対して職員がもう少し人数がいると安全確保がしやすい。

適切かと言われたら、足りないと思います。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 71% 29% 対応していただいている最中ですが、エアコンが壊れてます。カビが生えた床が露出していてバリケードしてもボールや児童が興味を持ってしまい入ろうとしてしまうため、早急な対応が必要です。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% モニタリング時に成育過程について聞きとっています。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 71% 29% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 57% 43% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 86% 14% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 57% 43% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 57% 43% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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の
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グローバルキッズメソッド008真岡店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 利用児童に対してスタッフが少ない場合、なるべく複数人の児童を一緒に遊んで貰うようにしている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33% スタッフ会議など、今後出来るだけ参加して、皆さんの意見を生で聞きたい。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 67% 33% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 33% 67% 打ち合わせはしていないが、意見、連絡事項などはラインで報告している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 他店舗との合同レクなど、もっとあった方が良いと思う。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 67% 33% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 67% 33% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 67% 33% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 事業所の行事に地域住民が参加することは無いので、これからは地域の方も参加できるお祭りとかがあれば良いと思う。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 33% 67% 訓練は行っていないが、事故防止マニュアルは定期的に見て、確認している。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 67% 33% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド009桜通り店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 完全に別れている部屋があるので、特性が強い児童と分けて支援ができる。改善は、学習机の傷が多く筆記がしづらい。換気ができない。児童の声でクレームがあるので、防音設備があると良い。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13%
運転が出来るスタッフがいると良い。

休日は送迎人員不足の為、勤務超過しているスタッフがいます。送迎人員を増やすか超過時間分を他の日に休める仕組みが必要だと思う

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 75% 25%
床が劣化している部分があったり、トイレは段差あり。事務所が完全に奥なのでフロアの様子が分かりづらい。

今の状態で良いと思う。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 88% 13%
フロアが臭い。アルコールを置いたり、空気清浄機を置いたりして感染症予防も行いたいが、置いてあるものを投げる児童がいる為、環境を整えられない現状。

きちんと消毒、清掃がされている。

定期的に清掃が行われており、子どもたちが過ごしやすい環境づくりがされていると思います。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
元パークの部屋やその奥にある物置き部屋もあるので、そこは十分に活用出来る。

別の部屋もきちんと整えた。

子どもの状況に応じて、落ち着いて過ごせる場所を利用できるよう配慮していると思います。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 今のままで良いと思う

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 頑張ってやってると思う

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 皆、楽しく良い雰囲気でやっている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
今のままで良い

個人ファイルに情報があるものの見ないスタッフがいるため、新しいモニタリングや計画書ができたら書面やデータで周知する事が必要だと思う

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% レクレーション案もみんなで出し合って工夫している。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% みんなでレクレーション案をだしあっている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 他のスタッフにしたがってやっている

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%
きちんと話し合いができている。

打ち合わせはしていないが、予定は送迎表に記載し、職員間で声をかけ合っている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 63% 38% 打ち合わせはしていないが、職員間で声をかけ合っている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% トラブルは都度グループLINEで共有している

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 主体的な活動が少ない。発達段階が様々な児童を安全に預かる中で、できる事が多い児童も活躍できる工夫が必要だと思う

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 子供自身の特性を理解しててやっている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 間違いのないように、やっている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25%
引継ぎができている。

グローバル内の情報共有ができている。他事業所からは難しい

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 75% 25%
やっていると思う

相談支援事業所や家族へ情報共有している

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 63% 38% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 13% 88% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 1日のあった事を送迎の際に伝えている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 63% 38% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 管理者の方しっかりやってくれてます。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 63% 38% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% きちんと管理されてると思う

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 25% 75% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 手洗い消毒換気など注意してやっている。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% レクレーションでも避難訓練やった事がある

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 皆に伝達されている。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% おやつの際にも書かれた紙が添付されている。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド010真岡西店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% トイレの蛇口を自動にしてもらえると、子どもが止め忘れすことが無くなると思う

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  67% 33% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド011小山駅東店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%
パソコン室と普段利用する部屋の区切りが欲しい

児童がクールダウンを行うスペースが必要

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20% 店舗待機と送迎の職員が無理のない配置になっている点

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% 絵やイラストでの視覚情報が必要

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 活動の前後で除菌を行い、清掃も毎日行っている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  60% 40% 児童が1人になれるスペースが必要

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 60% 40% 報告、連絡、相談が曖昧だと思う

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20%
職員の意見聴取に差がある

問題発生した時点で直接、管理者に話をし、即座に改善につなぜている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 20% 80% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  80% 20% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  80% 20% 職員内で少しは共有しているが全てではないため分からないことも多い

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
80% 20% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 40% 60% 全て連携はしていない。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 60% 40% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 80% 20% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 60% 40% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 60% 40% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 40% 60% 今のところ予定はないが、自立支援が必要な児童がいた場合には参加する

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 20% 80% きょうだい同士の利用について、同時の利用にすることで、安心感を持たせる場合と、別々の日に利用することで、自立心を育てたり、場面によって交流を行っている。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 20% 80% 地域に開かれた事業は行っている。地域の方を招いたことはまだない。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 80% 20% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 80% 20% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
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体
制
整
備

業
務
改
善
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な
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関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド012若松原店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25%
汚物を処理する場所、水場が必要

施設設備の充実

スペースをあえて区切っていない点

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25%
派遣の人が悪いわけではないが、すぐに戦力になる方ならよいが、なかなか難しいので、きちんとした職員をいれた方が良いと思う

人員不足の点に改善が必要と感じています。

利用者に対して、おおまかな担当を決めておくと良いのではないか？

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 75% 25%
スペースが広くて良い反面、落ち着く場所が無い。

出来るだけフラットな状態になっている。

ドアの修理や、学習室の机を新しくするなどの環境整備をしてほしい

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 88% 13%
利用児童により、異なる。

壁面飾りの工夫、毎日の清掃

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  88% 13% 個別の部屋が必要。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 63% 38% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 63% 38% 子供の様子や改善点を話し合う機会が少ないように思うため、改善が必要

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 外部評価を、行っているか把握していないため、確認なども必要

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  88% 13% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
88% 13% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 63% 38% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 88% 13% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 25% 75% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 75% 25% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 88% 13% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド013真岡東店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 整理整頓が出来ている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 対応人数が守られている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 83% 17% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 対象児童のアレルギーをお菓子箱に貼っておく。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 対象事例が発生した場合は即ラインにて共有

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド014西原店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 利用定員の人数の意識をしっかりもつ

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 利用定員の人数の意識をしっかりもつ

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
店内においてトイレを含め段差をなくしている。出入口にはスロープを用意している。

生活空間の整備・整頓に心がけている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 生活空間の整備・整頓に心がけている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
個別に使用できる環境を意識している

都度状況に応じて、小部屋、大部屋を使い分けている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% スタッフミーティング時に話し合っている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% HUGの保護者コメント欄をしっかり見ている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
店内における会議は二種類設けている。

スタッフミーティング時に把握・改善

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 毎月の研修をしっかり行っている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 88% 13% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
スモールステップ表を現場スタッフが作成するに当たり、個別支援計画書の内容を目にせざるを得ない仕組みにある。

個人のファイルがいつでもみることができるように整理されている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 独自のスケールを開発中にもある。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 現場スタッフだけの会議も設けている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 75% 25%
概ね集団活動は無い（個別である）。

パソコンの療育のため、集団活動の支援がないが、子どもの状況に合わせて個別支援は行われている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% 職員全員の出勤時間がそろわないため、打ち合わせができないこともあるが、必要なことは紙面で共有できるようにしている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% 職員の帰る時間が異なるためできないこともあるが、紙面で共有できるようになっている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 支援のリアルタイムにおいて現場メモ（専用用紙）を用いている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 精一杯とりくんでいるが、なかなか難しいです。経験や勉強が必要と感じています。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% 請われる範囲である。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 機会的にはレアではある。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 25% 75%
積年の課題の一つである

現状、店舗の課題となってる。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% こちらも積年の課題の一つである。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  88% 13% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 請われる範囲ではある。また療育的見地からではある。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 38% 63% グループ全体で行なうケースがある。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63%
店舗でというよりかグループ全体ではその通りにある。

安易にこんな事をすべきでない。地域性も考えず、こんな設問を用意すべきでない。設問が不適切。設問削除する改善が必要です。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド015宮の内店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
スケジュールを利用して子供自らやる事を明確にしている所が良い。

パソコン室、工作室、ホールと利用者のペースで利用している点

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 外部ヘルプサービスを活用している

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
中学生の着替えを他の子に邪魔にならないよう工夫出来ている

足に補助具を付けている利用者はテーブルにと工夫している点

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 89% 11%
清掃をキチンと行っている

テーブルを利用後、子ども達がアルコールで拭いている点

換気がすぐできる窓があるとよい

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 緊急に落ち着ける必要な子供に場所を提供出来ている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 78% 22%
スケジュール用紙を利用していたりコメントを記入している点

しっかりしたミーティングがあるとよい

できるだけ参加できるようにしたり議事録などで共有したりするとよいと思います

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% グループLINEにてスタッフ間共有している点

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% スタッフ会議が必要

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 56% 44% 外部ヘルプサービスの方、実習生の方の意見を聞いている点

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  89% 11%
子供毎に合わせてプリントなどをやらせている

全体のミーティングなどで共有できるとよい

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  89% 11% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 89% 11% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 67% 33% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 78% 22% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33% ラインが多いですが対面でも増えるとよいと思います

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 78% 22% ラインが多いですが対面でも増えるとよいと思います

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 78% 22% ラインが多いですが対面でも増えるとよいと思います

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 78% 22% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 56% 44% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 89% 11% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 33% 67% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 44% 56% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 33% 67% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 22% 78% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  56% 44% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 22% 78% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 78% 22% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 78% 22% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 22% 78% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 78% 22% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 89% 11% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド016新小山駅東店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 0% 100%

なるべく児童が遊べるスペースは確保しているが、事業所自体が狭すぎる。個別療育の部屋はない。

(工夫)個別の学習机があり、落ち着いて学習できる。(改善)室内が狭く、落ち着かない児童等のパーソナルスペース(小部屋)が確保されていない
学習時間は30分程度で、それ以外は基本的にフロアでの活動になります。そのため、利用児童が15名程度になると、どうしてもフロアが手狭になり、児童同士の距離も近くなってしまいます。活動内容によっては、ぶつかったりトラブルにつながったり
するなど、安全面で不安を感じることがあります。 座席や物品の配置を変えたり、活動内容を工夫したりしながら対応していますが、現在のスペースでは、利用人数が多い時に十分な活動スペースを確保することが難しいと感じています。安全に、また一
人ひとりが落ち着いて活動できる環境を考えると、利用人数についてはスペースとのバランスを考えていく必要があると思います。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 有資格者の数が足りず、加算に影響が出やすい。高齢の方が多く、対応が難しい児童に対しては、対応するスタッフが限られてしまう。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 0% 100%
特性に応じた設備は全く整っていない。『療育』をする環境とは思えないほどである。

バリアフリーの観点からトイレ、手洗い場が整備されていない

物品の配置や活動場所を工夫事業所内はバリアフリー化されておらず、段差等への配慮が必要です。また、子どもによってはフロアの老化による軋む音で、落ち着いて過ごしにくい場合もあります。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 67% 33%
清潔ではあるが、事業所の設備が不十分かつスペースもかなり限られる為、活動内容も限定されやすい。

児童同士のトラブルを回避するべく、スペースを広くして欲しい

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  0% 100%
個別の部屋や静養室がないため、個別対応が必要な場合は、車内や隣のパークを使用して対応しています。ただし、車内やパークでは十分な環境とは言えず、子どもが落ち着いて過ごせる個別のスペースを確保することが難しい状況です。子どもの状態に

応じて安心して過ごせるよう、個別対応や静養に使用できるスペースの確保が必要だと感じています。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33%
常勤は参画できているが、非常勤への落とし込みは出来ていない。人員不足の影響も大きい。

毎日のミーティングで確認

朝礼等で前日の子どもの様子や対応について職員間で共有し、気になったことや今後の対応について意見を出し合っています。日々の情報共有を通して、職員全体で振り返りや改善につなげるよう取り組んでいます。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% モニタリングだけでなく、日々の送迎の際に細かく児童の状態確認や保護者の意思確認は行われている。当事業所では、保護者児童間の意思の擦り合わせが出来てないことが多く、事業所としてはそこまで踏み込むことはできていない。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 常勤は職員会議の場を設けて意見交換をする機会があるのに対し、非常勤に対してはその機会がほとんどない。事業所全体として意見を拾い上げることは出来ていない。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 会社で行われている動画での研修はあるが、現場で実際に役に立つような内容はほとんどない。研修自体は教科書を読めば分かるレベルで、新しい知見や発見をしたことがない。現場で必要な情報の吸い上げが本部で出来ていないと思われる。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  67% 33% 個別療育は事業者の設備など環境的な要因で児童個人個人に適切な療育はなされていない。集団療育として出来ることをなんとかやっている状況。設備も人員も圧倒的に足りていない。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
モニタリングにて細かいアセスメントは出来ているが、個別支援計画書や専門的支援計画・評価に沿った児童一人一人にとって適切な介入は出来ていない。あくまでも、事業所全体での集団活動に限られてしまう。

個々の子どもの様子や特性、日々の支援での変化などを確認し、本人や保護者のニーズを踏まえて放課後等デイサービス計画を作成しています。朝礼等で職員間でも情報共有や意見交換を行い、日々の様子を計画や支援内容に反映するようにしています。

今後も、職員間での情報共有を大切にしながら、より客観的なアセスメントにつなげていきたいと思います。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
個別支援計画書を作成する前に、半年間でどの程度成長したのかを職員間で評価して擦り合わせをしている。しかし、擦り合わせは常勤に限られ、非常勤からは意見の吸上げができていない。

その都度気になる際には、職員に声かけをおこな知、状況を確認して、今後の対応を考えるようにしています。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 67% 33% 集団療育はできているが個別療育は全くできていない。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 67% 33%
HUGにその日の状況を細かく記録してはいるが、評価として残されているという感覚はない。評価のためのツールは使っていないし、そもそもない。
HUGの職員共有欄を活用し、その日の子どもの気になる行動や問題行動だけでなく、できたことや良かった出来事についても、職員が日々記録するようにしています。日々の行動や変化を職員間で共有し、継続的に子どもの様子を確認できるよう取り組
んでいます。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
67% 33% 設定は適切にされている。が、実行はできていない。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 67% 33% プログラム立案から実行まで行えるスタッフは限られる。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 67% 33% 毎日同じ行動にならないように、やること自体は変えているが、レパートリーが少なく新しい刺激が足りていない。やりたい事をやりたくても設備や事業所の狭さの影響で満足にプログラムを遂行することはできない。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 67% 33% 計画としては出来ているが、人員配置と事業所の設備環境のせいで、個別療育は全く出来ていない。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 朝のミーティングにて、1日の流れを確認。さらにどのスタッフがどの児童を対応するかまで情報のすり合わせができている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 次の日の朝のミーティングにて、前日の反省や職員間での意見交換の場を設けている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 67% 33% HUGに記録は残しているが、支援の検証には利用していない。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 目標設定については自動に合わせたレベルに合わせている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 児童一人一人に対しての療育としては人員不足や環境の影響で満足に出来ていない。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 児童間で話し合いの場を設けて自己決定をさせている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 33% 67% チーム全体として情報共有をする場面がない。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 学校によっては情報交換が十分に出来ていないことが多い。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 33% 67% やっているのを見たことや聞いたこともない。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 33% 67% 経験していない。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100%
グローバルの他店舗とは機会を設けることもあるが、他事業所との交流は皆無。

現時点では、放課後児童クラブや児童館等との継続的な交流はできていません。今後は地域とのつながりを大切にし、自治会のイベントなど、地域の子どもたちと一緒に活動できる機会を設け、参加につなげていきたいと考えています。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 保護者児童間での意見交換が十分にされていないケースがほとんど。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  33% 67% 保護者自身に特性があることが多く、ペアレントトレーニングの重要性を理解してもらえていない。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% 児童と保護者の意見が食い違っていることが多い。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 保護者と児童のコミュニケーションを増やすように働きかけをしているが、実際には増えていない。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 電話やモニタリング、必要であれば時間を取り保護者とお話をしている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 苦情に対しては迅速かつ適切な対応が取れている。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33%
HUGのみ。新規の集客に向けたSNSやHPの活動は出来ていない。
自店舗からの発信はなくなった。若い保護者への宣伝としては、インスタなどの新しいSNSでの発信が必要だと思う

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 事業所内で保護者に対する情報の共有を行なっている。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% グローバルが主体となった地域の交流会は行われていない。おそらく営業もかけていないだろう。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 常勤だけでなく、非常勤にも訓練させる必要があるが、その時間は作れていない。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的に訓練している。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド017中戸祭店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 88% 13%

遊具の充実

利用定員が規定の数よりオーバーしないように予定を組んでいる。

常勤の女性スタッフが少ない。中学生になると生理のおむつ交換などの時男性スタッフは無理です。男性4人女性2人なので女性スタッフが休暇や送迎に出た時に男性スタッフは対応無理です、配置人数を考慮願います。スタッフを配置する時はその店舗の
活動にあった人を向けて欲しいレク担当が負担になり辞める状況になりかねません。常勤を採用した時にはすぐに正規採用せずに1カ月もしくは２ヶ月の研修期間を設ける必要があると切に感じます研修期間にレク担当や色々無書類に関わりながら自分は
出来るかどうかその期間で把握出来るのではないでしょうか？

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13%
休みと勤務時間

人員基準を常に満たした配置をしている。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
視覚的にわかりやすく工夫

ワンフロアで段差もなく、スペースが広々としている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
掃除整理整頓の徹底

清掃を朝と帰る前に行っている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
スタッフの許可なく入室できない

相談室や学習室がある。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13%
月例会議

スタッフ会議で振り返りを行っている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%

毎月スタッフ会議を行い、全スタッフの意見やまとめを行い、課題となる点を見つけて業務改善につなげている

月例会議

スタッフ会議で職員の意見を聞いている。

半年に1回ぐらい非常勤の意見や要望等を受け入れる必要があるのでは！

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
ガス会館やZoomでの研修がある
事業所で研修の機会が設けられている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0%
レクカレンダーで保護者には公開している

活動記録を作成し周知している。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
児童に合わせた個別支援計画書がある

スタッフ間でよく話し合い計画を作成している。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
サービス担当者会議を行っている

計画作成にあたりスタッフ会議での意見を参考にしている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 個別支援計画書を作成した後に保護者様のニーズを周知している。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 毎日の記録により確認している。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
88% 13% 適切な物となるよう話し合いをして決定している。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%
活動記録表を事前に作成し、店舗スタッフで協力している

計画書の作成

先輩職員に過去はどんな風にやっていたのかを聞き、立案し改善点があれば指摘してもらっている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
マンネリ化を防ぐため、日々新しい活動や活動内容を考えている。似たようなレク内容でも文言を変えるなどして視覚的な変化をつけている。

前回とは違う箇所を作るようにしている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 特性に合った支援を行っている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%
必ず朝礼を行い、その日の動きや支援内容を共有している

1週間前には計画を策定し、当日再確認している。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%
良かった点や改善点を話している

先輩職員から改善点などの指摘をもらっている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%
変化がある際は記録を残している

抜けているところがないかダブルチェックをしている。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 期日を守りモニタリングをしている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 管理者や児童発達支援管理責任者が出席している。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25%
主治医などの情報を共有している。

担当主治医は把握してません

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% こまめに連絡を取り合っている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 情報の提供があれば、共有している。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13%
相談支援事業所を挟み、内容を共有している

相談支援事業所と連携している。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 63% 38% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%
日々成長や変化がある場合はすぐに共有している

送迎時や毎日の記録で情報を共有し、共通理解に努めている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% 家族支援を行い、情報共有している

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 契約時に丁寧に行っている。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% モニタリングなどの機会を設けている。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 計画に必ずサインをいただいている。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%
保護者から相談事がある場合、都度話をしている

モニタリングなどで行っている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 38% 63% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 苦情があれば現場で共有し、上司に伝えて指示を仰ぐようにしている。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% レクリエーションカレンダーを保護者に送っている。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% スタッフ会議の時などに留意するように話がある。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 丁寧な対応を心がけている。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0%
定期的な訓練を行い、訓練実施報告もあげている

規定に従い実施している。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0%
避難訓練等実施している

規定に従い実施している。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% こまめに情報交換を行っている。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%
おやつ提供時は配慮している

アレルギー対応表を作成している。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%
都度報告書に残してある

スタッフ会議で事例を共有している。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%
虐待防止研修がある

毎日チェックしている。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド018今泉新町店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 少し狭いと思うが、資料や子供が使う知育玩具などがきちんと整理されており、無駄なく空間を利用している点は良いと思います

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 89% 11% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 78% 22% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 89% 11% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 78% 22% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 78% 22% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド019新間々田店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 88% 13% 運動することは子どもたちの成長に欠かせないものだが、人数に対してもう少し広いスペースが必要だと思う。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 子どもの特性に応じて、職員間で連携し、協力しながら支援している。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 75% 25%
トイレはバリアフリー化されているが、入り口にスロープなどはなく、フロアも通るのが狭い場所がある。

玄関の階段にスロープはない。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
運動活動レクの時は、テーブルを片付ける

空いている時間を使い常に清潔にするように工夫している。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  75% 25%

時間帯によって個別に部屋が使用できない。

基本的にワンフロアのみですが、児童が癇癪を起こしてしまった場合には事務所や、ワークスさんと共同の部屋へ誘導したりもしています。

多目的室を適時利用している。

多目的ルームが時間帯によっては使用できない場合がある。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 75% 25%
出勤時間に差があるため、その時にいる職員同士で行うことが多い。

日々の支援について振り返りや改善点の共有は行われているが、さらに参画できる機会が充実するとよいと感じる。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 63% 38% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
職員間で話し合い、またはLINEワークスを用いた意見交換をよくしている。
非常勤も一緒に打ち合わせに参加している事。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
動画研修を受けている

オンラインでの研修が毎月行われている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% こどもの発達に合わせたプログラムを作成している。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% 日々の支援を通してこどもの様子や変化について職員間で共有する機会があり、計画の作成にあたり共通理解を図りながら検討する機会はさらに充実するとよいと感じる。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
職員間誰もが見られるようにはなっているが、作成が完了したことは共有されることが少ないため、自発的な確認が必要。把握している職員からの支援に関する声掛けがあり、共有される形を取っている。

計画の内容を職員間で共有し日々の支援に活かしていくための機会が、今後さらに充実するとよいと感じる。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 日々の記録をとっているため、確認はできていると思う。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 活動プログラムを複数人で担当するようにしている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
同じ内容が続かないように、種類や形態を変えながら計画している。

担当職員をバラけさせることでバリエーションが出るようにしている。

プログラムの狙いが連続して同じにならないよう工夫している。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 基本的に集団療育を行っており、個別療育は行っていないため難しいが、場合によっては個別での支援も行っている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25%
送迎時間がバラバラなこともあり、必ず行えているわけではないが、できる時には少しの時間でも行うべきだと思う。

出勤時間に差があるため、その場にいる職員同士で確認を行い、いない職員に関してはLINEワークスで情報を確認するようになっている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50% 退勤時間にバラツキがあるため、待機職員と情報共有を行い、その待機職員が他の職員と情報共有を行う形をとっている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 地域交流と子どもが主体的に参画できる活動は、あまり実践できていないと思う。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0%
児童が迷っている時には職員が選択肢を提示して自己選択できるように努めている。

活動プログラムの際もこどもが自己選択出来るような機会を設けている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 担当者がうまく参画している。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 63% 38% 保護者様や相談支援員の方から情報提供がなくとも、こちらから求めることはない。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% こちらから積極的に連絡を取ることはないが、求められれば提供するような形を取っている。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 63% 38% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 直接参画したことはないが、子育て支援などの情報を共有している。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎時にこどもの様子を伝えるようにしており、保護者が話しやすいよう工夫している。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらから積極的に情報を提供することは少ないが、求められればお伝えする形を取っている。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 管理者等が説明している。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 63% 38% 以前保護者同士でトラブルがあったため、開催は控えている。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% ヒヤリハットに記録して共有している。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド020新真岡西店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

パソコン室とフロアがあり、パーテーションで仕切ることもできる

パソコン室とフロアがありパーテーションで仕切る事もできる

活動内容によっては、使用する部屋を使いわけている

各店舗とも面談室のような部屋があるとよい

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 89% 11%
スタッフが少ない日など偏りがある

児童の特性を把握し、必要であればマンツー対応ができるよう人数配置している

児童の特性を理解し、時にはマンツー対応ができる人員配置にしている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
掲示物はイラストで分かりやすくしている

目でみてわかるようにイラストを用いた掲示物をはっている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
毎日アルコール消毒を欠かさず行っている

毎日アルコール消毒をしている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  89% 11%
パーテーションや事務所がある

パーテーションがある

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% ハグを活用し問題を共有している。スタッフ会議で改善点を話し合っている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 送迎時に保護者と話す機会を設けており意向を把握し共有している。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% スタッフ会議で話し合っている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 毎月研修を行っている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0%
特性を把握し支援計画書を作成している。

店舗の児発管によってマチマチだと思う

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 特性を把握し支援計画書を作成している

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% スタッフ会議で話し合っている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% LINEを用いて共有を行っている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% ハグで確認している。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% 特性を把握し支援内容を決定している。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% スタッフ会議で話し合っている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% スタッフ会議で話し合っている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 個別活動はパソコンを用いた自由活動。集団活動はレクレーション

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 役割を分担し支援を行っている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% LINEやハグで共有。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 毎日ハグで記録をとっている。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 定期的にモニタリングを行っている

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0%
4つの基本を組み合わせて支援している
四つの基本活動を組み合わせて支援している。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 自己決定できるように支援している。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% スタッフ全員児童を理解している。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 連携している。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 学校との報連相を大事にしている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 報連相を大事にしている。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% 報連相を大事にしてる。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 連携している。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 44% 56% 交流したほうがいい。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 78% 22%
上の人がしていると思う。

実際にされているのか分かりません

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 報連相を大事にしている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  89% 11% モニタリングをしている。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 丁寧に説明している。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% モニタリングを行っている。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 説明をしっかり行っている。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% モニタリングで聞いている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 78% 22% 兄弟同士で同じ店舗を利用している。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド021新宮の内店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 90% 10% 教材やタイヤ等で個室が埋まってしまっている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 90% 10% 土、祝日の人員不足に改善が必要

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日の清掃は行っている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  90% 10% 物置状態になっているため改善が必要

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 90% 10% 目標設定をしていない

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% 意見交換はしているが改善にはつながらない

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 90% 10% やってほしい

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 90% 10% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% LINEで共有し、いろいろな案を出し合っている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 活動内容を事前にLINEに上げている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 90% 10% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 80% 20% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 90% 10% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 70% 30% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 90% 10% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 80% 20% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド022宝積寺店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 17% 83%
もう少し広さがあるとよいと思う

スペースが狭くて　クールダウンができるような部屋やモニタリング出来る部屋があったら良い

店舗が狭いため工夫するにも限界があります。今以上は難しいと思われます。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33% 段差が多く、バリアフリーという観点では問題が多い。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17% 清掃は毎日行い清潔な空間を保っているが、狭いため子供たちが密集してしまい音が苦手な子には逃げ場がない

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  50% 50%

パーテーションを利用するなどの出来る限りの配慮はしていると思う

個室は無いが、パーテーションを使用している。

必要に応じてパーテーションを利用している

事務室しか個室がないため誰かが使用していると入れなくなってしまう

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 評価表に限らず、都度、情報を共有して話し合うようにしている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% その都度話あっています。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 店舗のある町ではないが、同じエリアの他店舗との合同レクなどを行っている

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% 家族参加の機会は設けられていないが、必要に応じて個々で話し合う機会は設けている

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% 仕事をされているご家庭が殆どなので、なかなか難しいと感じる

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 17% 83% 開かれているとは思わないが、閉塞的でもない

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 服薬前には、複数スタッフで確認をしている

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド023貝島店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 80% 20% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 80% 20% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド024並木店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% スペースが足りない際にはポップアップテントや衝立などで仕切ることでスペースを確保している。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% スタッフ会議以外にも意見交換の場がある。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 14% 86% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 43% 57% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド025峰店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 癇癪等を起こしてしまった児童や、音に敏感で学習などの課題に集中できないこがいるので、音が遮断されるような完全個室があればいいなと思う時はある

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% どんな児童が利用されるかによって人手が欲しいなと思うときはある

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 60% 40% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 60% 40% そのような機会はありませんが、必要に応じて進言しております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 80% 20% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 80% 20% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
80% 20% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 60% 40% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 60% 40% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 60% 40% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 60% 40% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 80% 20% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 60% 40% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 60% 40% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  60% 40% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 60% 40% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 60% 40% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 80% 20% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 80% 20% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 80% 20% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド026江曽島店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 89% 11%

毎日、レクレーションを考えて子供達が興味を持ってやれるようにしています。

無駄に広い東の部屋

多少広さがあるために児童が走る(鬼ごっこ等)ので事故になりかねない。
レクの内容をかぶらないようにする。

適切

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 78% 22%

充分だと思います。

送迎に添乗をつける余裕が欲しい

職員の人数を確保してほしい。

適切

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 78% 22%

充分だと思います。

東フロアが広すぎる

子供達が怪我しないような椅子などの配慮。

適切

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
常に除菌シートで綺麗にしています。

エアコンなど、スタッフが掃除をしている。

適切

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
学習室とパソコン室が分かれていて使いやすいと思います。

部屋は、多い。

適切

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 78% 22% レク後の反省。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% スタッフ間の話し合い。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 56% 44% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 89% 11% 毎月研修動画を見て、学んでいます。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 充分だと思います。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  89% 11% 充分だと思います。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 89% 11% 充分だと思います。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 78% 22% 充分だと思います。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 私は、非常勤なので、そこは、わかりません。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 67% 33% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 78% 22% 充分だと思います。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 充分だと思います。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 管理責任者が、しっかりしているので、大丈夫です。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33% 情報の共有をしています。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 78% 22% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  56% 44% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 現状維持でいいと思います。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 44% 56% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 89% 11% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 89% 11% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 89% 11% アレルギーがある子の利用がない

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド027ゆいの杜店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 89% 11% おやつを食べる所と勉強の部屋を分けていたり、子供のクールダウンの部屋があるのでいいと思う

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33%
いつになっても補填されず明らかスタッフの人数が足りていないと思います。

パソコン室、勉強スペースなど子供の数、送迎などでスタッフが臨機応変に動いている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 78% 22% 個室が必要、防音対策

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
鍵がかからない

パソコンの店舗だがパソコン活動が苦手なお子さんには臨機応変にフロアーで一緒に遊ぶなど子供の特性に合った遊びをして対応している

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 78% 22% 支援者会議を毎日行っているので　その時に気が付いた事は話し合って改善している

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%
毎日支援者会議を行っている

子供の送迎の時に父兄に子供の様子、勉強の様子を話し　父兄の要望を聞き改善するように努めている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%
毎日支援者会議を行い、意見交換情報共有をはかってる

「子供にあった勉強をさせたい」と管理者に要望を出したら了解が出てその子のレベルに合った取り組みを行っている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 89% 11% グローバルの研修会があり　研修で学んだ事を気を付けるようにしている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  89% 11% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 89% 11% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
毎日支援者会議を行い情報共有している

毎日　支援者会議をしているのでスタッフ皆んなで共有をしている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 89% 11% 支援者会議にて共有している

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% 支援者会議以外でも父兄からの子供の様子やご要望を共有し話し合っている

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 外出レクで体験学習や工場見学、警察署見学など色々な体験をさせている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 1対1でないと活動できないお子さんには個別で支援しています

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 89% 11% 毎日　支援者会議をしている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 78% 22% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% ハグでお子さんの様子を父兄に知らせている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% パソコン学習がいいか、苦手な所のプリント学習がいいか選択できる

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 89% 11% 管理者が中心に実施している

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ケアープランの人や他事業所の方とも話しをしている

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 送迎時に　幼稚園、保育園、学校の先生とその子の話しを聞いている

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 78% 22% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 何度か地域の読み聞かせの先生に来てもらいパークで色々して頂きました

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎の時に行っている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 管理者が行っている

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 管理者が行っている

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 44% 56% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 苦情があった時は　ただちに管理者が電話で謝罪している

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11%
外出レクの活動写真を店舗内に掲示

ハグで父兄に様子を伝えているが　読んでください父兄が1 / 3しかいない

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 常に声をかけて様子を見ている

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 56% 44% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 89% 11% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド028下栗店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

職員同士で情報共有をしながら、子どもたちに合わせた支援を行っている点が良いと思います。今後も情報共有を大切にしていきたいです。

事務仕事が多すぎる

利用者がパニックになった時に静かにクールダウンが出来る場所があると良いと思います。

スタッフや児童の動線に合わせている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25%
職員同士で協力し、子どもたちの状態に合わせて対応している点が良いと思います。

手の掛かる子供がいる時は、職員を増やして欲しい

利用児童の特性によって常勤スタッフで足りない時は、非常勤や他店からのヘルプなどを配置してくれている。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%

子どもたちが過ごしやすいように、物の配置や環境を工夫している点が良いと思います。今後も子ども一人ひとりに合わせた環境づくりを大切にしたいです。

わかりやすく、張り紙をしている

人数が14〜15人になると、こどもの動けるスペースが狭いと思います。
利用児童の数や特性、スタッフ数に応じて、死角が生じないよう工夫している。児童の動線に合った設備や備品の配置であるよう改善している。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
清掃や整理整頓が行われており、子どもたちが快適に過ごせる環境になっていると思います。

玄関や部屋やトイレなどの掃除が行き届いている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  88% 13%
必要に応じて、子どもが落ち着いて過ごせる個別のスペースを使用できる環境になっていると思います。

着替えなどや、不調、発熱などで使用できる部屋が整っている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13%
積極的に声をかけ、業務の進捗状況確認や報告などをするよう促している

職員同士で情報共有や振り返りを行い、業務の改善につなげている点が良いと思います。今後も職員が意見を出しやすい環境づくりが大切だと思います。

より効率的でシンプルな業務の流れになるように、提案や話し合いが日々なされ、改善が試みられている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% 保護者の意見や要望を把握し、支援や業務の改善につなげている点が良いと思います。今後も保護者の意見を大切にし、より良い支援につなげていくことが必要だと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
職員の意見を聞く機会があり、業務改善につなげている点が良いと思います。

話し合いの機会が関係スタッフ間でよくなされている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 外部評価の結果を職員間で共有し、今後の業務改善につなげていくことが必要だと思います

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13%
今後もさまざまな研修を受ける機会があると良いと思います。

定期的に研修が行われて、とても良い

毎月、数時間の研修があり、大変参考になっている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 利用児童の様子などのスタッフ間共有がなされている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% スタッフがいつでも確認できるように配備されている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% ライン等で確認している

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
88% 13% 地域提携は不十分

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 皆で話し合いを設けている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 特定スタッフが特定の活動に固定しないように振り分けている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 子供に合わせて内容を変えている

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 特性により、スタッフを配置して支援している。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 88% 13%
タイミングを見て、数名で振り返りを行っている

話し合いを設けている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 学習や活動中の支援状況を記録して保護者と共有し、改善に役立てている。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 命令、指令口調を避け、２択などの決定し易い声掛けを心掛けている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 63% 38% 店舗から発達センターに連絡することは、現時点ではなく、今後相談などを行っていきたいと思う

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% LINEや口頭でスタッフ間で共通理解をとっている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% 活動や研修は行っていないが、情報提供などは行っている

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 63% 38% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% できる限り対応しているが、完全では無い

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% ブログが廃止になり、店舗としては行っていない

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% キントーンにまとめている

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド029鶴田店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 活動(レク)と学習の部屋が分かれているため、気持ちの切り替えがしやすい

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 事前に配置についての共有がある

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 常に清潔を保てる環境になっている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 奥の方に相談室があり、スタッフの判断で使用できるように配慮されている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 常に情報共有出来るように、現場はもちろんグループLINEでコミュニケーションを取れるようになっている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 83% 17% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 子どもたちの特性や施設設備の特性を活かしたもの、また季節を楽しむようなものや社会性を育むプログラムも複数ある

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 勤務期間が短いため、これから把握に努めてまいります

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  83% 17% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 83% 17% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% 勤務期間が短いため、これから把握していきます。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 勤務期間が短いため今後、把握に努めます

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 83% 17% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド030西城南店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 50% 50%

個別部屋を増える

一部屋と、キッチントイレなので、モニタリングしたり、疲れているお子様休む部屋があると　対応増せるようにも思います。

おやつが、自然食品等、取り入れているのは工夫大である。

個室がないため公園でクールダウンをしていること・クールダウンの部屋や業務に集中できる部屋の確保

一つでも個室があると良いと思います

利用定員に対して、教室が狭く感じます。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13%
スタッフを増える

室内にいて暴れ出す児童を車でドライブして、気分を変えさせるのは、大変良い

重度の児童にはそれなりの人員を増やして欲しいです。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 88% 13%
整理整頓の協力

まあまあです。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 25%
スタッフの清掃協力

掃除機が壊れたので、中古で良いのでダイソンのコード付き掃除機が欲しい。

やはり教室が狭く遊びも限られてしまうと思います。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  13% 88%

個室や個別の部屋がない。

隣の不動産屋をグローバルで借りて、スタッフのまともなロッカーを入れたり、児童の個別の部屋や、スタッフの事務専用部屋が、必要だと思う。

個室がないのが改善点だと思います

個別の部屋は無い状態です。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 75% 25%
目標設定と振り返りを全員スタッフと行うように

スタッフ間の信頼関係、モチベーションをあげる様に日々、褒め讃える様、心がけている。

朝の会議で共有、相談をしている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 保護者様の意見は、大切です。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25%
全体的に良い

非常勤ですと、そういう機会はあまりないです。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 研修はビデオ閲覧を行っている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13%
まあまあ良い

モニタリング前に全職員からの児童に対する聞き取りを行いたい

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13%
レクは楽しい

HUGで全員見られるはずだか、使いこなせていない職員もいるため全職員が計画を見られるように工夫が必要

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% 親子さん共に、成長を楽しみにしている、

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13%
スタッフの協力

国際色豊かで楽しい

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 斬新な企画

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% PCをやったり、皆で出来るトランプなどゲームをやる

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25%
スタッフ会議や協力

報連相、ラインで行い大変助かる

非常勤にも共有して欲しいと思います

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 63% 38%
スタッフ会議や協力

反省するのは良い

支援後に話し合う時間の余裕はないため、朝の会議で前日の振り返りや当日の支援内容について確認している

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%
ラインで記録

HUGを活用している

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 保護者様と信頼関係が良い

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% おやつのチョイス、が良い

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13%
スタッフ会議や協力

研修を受講した

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 医療機関と連携をとっている、

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 88% 13%
児童預かる際に学校の先生と相談する

学校の信頼関係が良い

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 入社8ヶ月なので、これから把握していく

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% 卒業後、良く会いに来る

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13%
色々な、人が訪問している

機会を設けたい

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 88% 13%
公園で、遊具使用時に。

近くの学童には放課後デイサービスへの理解が乏しく避けられている

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 88% 13% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 親子さんと話しやすい

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  88% 13% 機会があれば受講したい

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 88% 13% 私は、まだやっていないが、同僚は努力してます。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% 帰り際に本日の様子をお知らせしてます。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 良く話します

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 同僚は良くやってます。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 謝るところは、素直にしてます。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13%
ラインはスタッフ間、親子さんはハグや電話

ブログがなくなってしまったため、通信の発行はできれば行いたい

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 口外しない努力をしています

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% どもりの児童に自信を持たせる様、良いところを褒める

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% 大家さん、仲介不動産屋とは、先日、ご挨拶させて頂きました。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13%
火事の避難訓練

家族にまで周知されているかは分からないため、お伝えする方が良い

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 消防署に連絡してます。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% アレルギー児童、エピペン使い方学習のビデオも視聴している

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13%
スタッフが共有、食物成分確認

保護者からの意向に対応している

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% ビデオ閲覧を行っています

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13% お知らせしている

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% あった時は、共有する

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% ビデオ閲覧を行っている

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 暴れた時は、児童本人がけがをする危険性がある

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド031新中戸祭店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 78% 22%
都度、スタッフ同士での確認伝達を工夫している

相談室やパソコン室、支援室と学習スペースを分けて活用していますが、全体で集まりたい時にはスペースが狭いように感じる

スペースが4つに区切られているので、個人の様子や他の児童との関係に合わせて過ごすスペースを工夫して配置している

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
シフトを組む時に配置人数は意識はしている

高学年も増え、送迎を考えた上ではもう少し人数が多く手厚い方がかなり助かります。

特に配慮が必要な児童は1対1で対応しても、他の児童のケアは残りの職員で療育ができるように課題を工夫している。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
壁面等に暗記しやすい学習内容を視覚化している。

部屋が壁だけではなく通路の窓ガラスから中が見えるところはいいところ。床がマット生地であると、何かこぼした時に綺麗に消毒等することが難しい。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% フロア内、整理整頓は心がけている。子どもたちが学習に必要なものや自由時間に必要なものを取りやすくはしている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
個に応じた環境を提供している。

パソコン室、支援室、相談室それぞれ必要に応じて活用しながら、学習の場や自由時間の場を整えている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 89% 11%

定期的に情報を交換している。

スタッフ同士の共有を工夫している

夏休み前までは振り返りができていなかったか、夏休み後常勤で業務改善の話し合いをし動き始めたところ。

目標の共有がされていない。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33%
スタッフ同士の共有を工夫している

日々の業務にまだ慣れていないのもあり、保護者の意向の把握はうまくできていないように感じる。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

月2回のスタッフ会議を行っている
職員会議や時間が作れて時には、意見等の話ができるように自ら声かけはしている。

定期的にスタッフ会議で話し合いできている

管理者が職員の意見に耳を傾けてくれる。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33%
稼働が少なめのため、外部から意見をもらい、その意見を活用し次に動こうとしている。

問題となることも店舗ではないのて、必要を感じない。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
研修は知りたいと思う内容を開催してくださっている。

現状のままで良い。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 作成後は、常勤も非常勤にも共有するようには心がけている。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
スタッフ同士の共有を工夫している

まだ移動したばかりで、子どもの様子がわからないところがあるが、他のスタッフに確認してどんな児童なのかの理解は深められるようにしている。子どもと保護者のニーズや課題はできる限り客観的に分析しているつもりではいるが、できている自信は

ない。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
スタッフ同士の共有を工夫している

現場に出ているスタッフ一人ひとりに確認はしているが、まだまだ不十分なところがあるため、意識していきたい。

しっかりと共有されてされている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
スタッフ間で共有している。

計画書は共有しているが、共有事項が多く認識が大変かもしれない。個々の計画書に合わせた支援は全体的に心がけて関わっているようには感じる。

しっかりと共有されている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% まだうまくアセスメントができていないのが現状。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0%

スタッフ間で検討をし作成している。

スタッフ同士の共有を工夫している

適切に設定できるようには心がけてはいる。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% みんなで話し合っては決めている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
いろいろな情報を収集している。

最近まで固定化していたため、いろんな活動を取り入れられるようにと動いている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11% 支援は行っていても計画書は不十分なところがあるかもしれない。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% その日の活動はスタッフ間で打ち合わせをしている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 89% 11%

常に気付いた際、情報を共有している。

スタッフ同士の共有を工夫している

こうだったとは話はするが、振り返りはできていないことが多い。

決まった時間を設けることはないが、振り返りは行っている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%
その日の頑張りは記録するようにはしている。

業務としてではなく、個人として記録している。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 適切に実施できるよう心がけてはいる。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% いろんな活動ができるようにはしている。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% まず子どもたちの意見を聞けるようにはしている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% そのような対応ができるようには心がけている。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%
学校からの引渡しの際の申し送りを工夫している

連携を取れるようにはしている。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0%
迎えに行った際、情報交換をしている。

遅延の際の連絡を工夫している

必要に応じて情報共有をすることはできていると思う。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 78% 22% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 89% 11% このような機会を設けている。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 89% 11% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 56% 44%
なかなか地域の交流は難しいかな?とかんざますが機会があれば是非交流をしていきたいと思います。
他店舗合同レクリエーションなどを工夫している

今後できたらやってみたいとは思う。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 56% 44%
パートでも機会があれば良いと思います。

非常勤の人にもこのような研修を受ける機会があればと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%
常にその日の様子を伝えている。

頑張っていることや気になることは共有しているつもりではあります。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% それぞれの事情もありなかなか難しいと感じます。出来たら良いと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% モニタリング等で意向を聞く場は設けている。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 見直し後に同意を確認しています。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%
保護者の意見を常に聞くようにしている。

できる限り行ってはいる。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 44% 56%
はっきりとした活動は今の所参加していません。

まだどのように支援したら良いかがわかりません。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0%
すぐに対応している。

できる限り早めに対応はしている。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33%
できる場が減り、発信はできていない。先日のある児童のモニタリングでやはり写真が見れたらのご要望があった。

hugの中で伝える。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 十分に注意をはらっている。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 説明を丁寧に行なっている。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 44% 56% 今の所参加した事はない

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11%
訓練を行なっている。

完全に把握できていないため、再認識しておく。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 89% 11% 異動して数ヶ月で、まだ訓練等の実施までできていないのが現状。これから実施していく。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 89% 11%
常に把握している。

確認不足のため、すぐに確認する。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%
対応をしている。

食物アレルギーはおやつに関わってくるため、対応方法は確認している。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 全員で共有し、振り返っている。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド032下高間木店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20% 玩具でトイレを詰まらせてしまう事件が発生した為、現在、玩具の置き場所を検討中

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 90% 10%
日によって偏りがある

支援室と学習スペースが別になっているので、見守り漏れが生じないようにスタッフの配置場所にも気を配っている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% 持って来た自分の荷物を何処に入れたら良いかが分かりやすいようなロッカー管理をしている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20%
窓がなく換気が困難なため、たまに玄関を開放したりしている

洗面所の床がびしょびしょになりがちなので改善策を考えたい

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  90% 10% 学習用のブースがあるので遊んでいる児童を気にせず学習に集中出来ると思う

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 90% 10% 子どもたちへの対応について、お互いの支援での体験を共有することが出来ている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% どちらかと言えば、日々の保護者とのやり取りから、こちらの対応の良い点・悪い点をスタッフ間で共有し、改善に繋げています

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 90% 10% 会議での発言も然りであるが、隠れてしまいそうな問題点を躊躇なく報告出来るような雰囲気作りをしている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 80% 20% 第三者による外部評価を活用しなければと思います

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 会社側の用意してくれる研修は、どれも有意義であり、個々の意識を高める良い機会となっています

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 時間の短い非常勤スタッフや送迎スタッフにも共有を徹底したいと思います

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 日々のこどもたちの行動を観察し、そこから見える問題点や成長を計画にフィードバックし、次の支援に繋げています

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 個々のこどもの為に情報共有を図る努力をしています

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% サービス計画と専門支援が繋がっていることでその内容を認識するスタッフが増えました

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 子どもの行動に対するスタッフの対応の仕方を記録することにより、多くのスタッフが支援の方向性を考え支援について考える機会が増えたと思います

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% 必要があればケース会議を開くなどして積極的に関わりを持つようにしています

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 意見を出し合い、ひとりひとりを多面的に見るようにしています

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% どのプログラムにどんな反応があったか等を鑑み、次のプログラムに活かしています

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% その日の体調や気持ちを考慮しながら、集団でのレクを個別に行うようにしています

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 直接話が出来ない場合にはグループLINEでの情報共有を行なっています

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20% 業務に追われている場合にはグループLINEにて共有しています

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% HUGへの記録は必須業務である為、集約、分析され、支援に繋げています

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 児発管によりとても適切に行われていると感じます

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 外出レクやSSTなどを通じて自己肯定感や自立に向けた土台作りをしています

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 例えば買い物レクなどを通じて自己決定力を促しています

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% もしも参加が不可能な場合には、情報提供を行うことにしています

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 場合に応じてケース会議をする等しています

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 年間行事の予定表や月々の下校表を入手し、事前の確認は必須ですが、トラブル発生時等も、学校側とのやり取りは速やかに行っています

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 当店はパークもあるた為、殆どの児童の就学前情報は共有出来ています

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% これに関してはまだ、ケースがありません

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 研修もありますが、必要な場合には、本部のスーパーバイザーからスーパーバイズやアドバイスを受けています

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 60% 40% 現時点ではそのような活動についてのアイデアはありません

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 80% 20% エリア長が参加していると思いますが、自分自身は内容についての把握をしていません

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% HUGや送迎時に保護者とのコミュニケーションを取るようにしています

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  80% 20% そういった機会があれば提供しています

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 90% 10% きちんと説明をしているつもりです

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% 保護者が求める支援について理解し、こどもの将来を見据えて互いに意見交換をしています

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 相談があった場合には、スーパーバイズを受けたりしながら対応しています

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% パークと放デイ共同でのレク等で、きょうだい同士の交流機会はあります

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% とにかく早く対応することを心がけています

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 90% 10% レクカレが毎月配布されているのでありがたいです

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% スタッフの個人情報の扱い方に少し配慮が必要と感じることがあります

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 聴力に障害のある保護者とは、HUGの他に保護者の意向で連絡ノート等で対応しています

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 90% 10% やらなければと思います

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 策定はしていますが訓練は不十分と思われます

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% おやつのトレーにアレルギーのある子について表示してあります

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 十分では無いと思われるので今後対応していきたいです

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 該当事例を共有し防止策についても検討しています

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



33 33
（別紙５）
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グローバルキッズメソッド033新鶴田店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 83% 17% 翌日の送迎が前日の勤務が終わってから送られてくること

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 83% 17% 足を怪我した児童がいる際、段差があった

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  83% 17% 個別対応のできるスペースがない

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 83% 17% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  83% 17% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 83% 17% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 83% 17% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
83% 17% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 83% 17% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 83% 17% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 83% 17% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 83% 17% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 83% 17% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 83% 17% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド034西茂呂店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 91% 9% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 91% 9% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 82% 18% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 91% 9% 保護者向け評価表があるのかはわからないが、保護者からのご意見ご要望があれば、管理者よりスタッフに即共有される。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 91% 9% 管理者とフランクに意見交換できる機会が多々あり、業務改善に繋がっていると思う。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 82% 18% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 82% 18% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 82% 18% 「必ず打ち合わせ」が出来るよう努力したい。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 82% 18% 「必ず」は出来ていないので出来るよう努力します。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 82% 18% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 82% 18% 卒業生がいないため

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 82% 18% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 64% 36% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 73% 27% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  73% 27% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 64% 36% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 82% 18% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 64% 36% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 91% 9% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド035新さくら店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33% 利用児童に対してパソコンが足りない

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 人員がギリギリなため、送迎に忙しく、児童対応する時間的・体力的・精神的な余裕が足りない

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33% 活動に使う道具類のしまう場所が足りなくて、フロアにたくさん出てしまって雑然としているため、児童の集中力の妨げになったり、いたずらなどの不適切な遊びに繋がっている可能性がある

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 67% 33% 壁紙が剥がれたり、穴が空いている箇所が散見される。素人なりに隠したり修理しているが、すぐに剥がれたりして見た目に悪い。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 棚の購入や物置き場の配置替えを定期的にやっている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% モニタリングで聞いた評価を基にレク内容やおもちゃ、過ごし方をより充実させるために、話し合い、新たに物品購入もした。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 一部の職員に業務負担や精神的・肉体的な負担が偏らないように、業務シェアをしている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 33% 67% まだ経験がないので、これから対応する。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 毎月の研修を受けている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 児童の気になった事、できた事などを毎日、職員が報告している。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 毎日、気になった児童の様子を良い事も含めて報告している。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 書面にて確認している。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 毎日朝礼をしている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 33% 67% 帰りはバタバタしてしまい振り返りは出来ないまま退勤になってしまう。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 33% 67% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  33% 67% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 33% 67% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 67% 33% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 67% 33% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド036新下栗店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 50% 50%
運動店舗なのに15名揃うと狭い    ただ狭くとも出来ることをスタッフと話し合いその日その日のレクを工夫している。また学習室と運動部屋を上手く使って行っているので狭さを感じしないように努力している
運動フロア、学習室の2部屋しかないので常にごちゃごちゃする。その中でも動線を考えたり、児童に動いてもらえるよう声掛けをしている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50%
今はスタッフが適切になってきていると思うが補填されるまでは大変な時期もあった。日によってはヘルプを要請したり外部ヘルプサービスを利用して事故怪我なく行えたと思う。

支援学級の児童がが多く1体1の対応になる事がおおい。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
バリアフリーの配慮については室内は段差がないことや足の障害がある利用者がぶつかりにくい環境を設定している。ただ外にはある玄関入口は段差がある為スタッフがゆっくり丁寧に段差を進めるように声掛けと共に配慮している

スタッフ間で連携をはかる

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
毎日清掃を行い誰が寝転がっても嫌じゃない床を心がけているまたトイレも誰もが心地よく利用できるように丁寧に清掃をしている。

常に綺麗にしようとしている。手が空いたらとにかく掃除

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  0% 100%
部屋が2部屋の為個別の部屋を設定する事が難しい為パーテーションや新下特有の大きなコマを上手く利用して安心できる場所、落ち着ける環境を設定出来るようにしている。
そもそも個室がない。必要な時にはパーテーションを利用している

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 75% 25% 職員会議や毎日のレク会議を利用して行っている。個別に評価、改善を促し成長に繋がればと行っている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 改善が必要な箇所は周知し改善出来るように務めている。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% 職員会議を利用するのと管理者への相談を利用しより良い環境へと務めている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% モニタリングや送迎時のヒヤリングをスタッフへ共有しニーズに応えられるよう行っている

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 日々の日常会話の中で利用者の報告、相談などを常日頃行っている。決まったことなとごあれば共有を行っている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 計画書が共有される為目を通すようにしている。また児発管から必要な共有がある為共通認識をもって支援に当たれるように努力している

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 利用日の利用者の様子を日々記録に残して活用している

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% レク担当がいる為必ず月初めに会議を行い次月の活動の会議を行っている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 半年間の記録を残して内容が被らないようにしているが人気なレクはタイトルが同じでも内容を変更して取り組めるようにしている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% その日のスタッフ、送迎の確認、レクの内容を共有し個別対応が必要な児童対応の検討し事故、怪我の繋がらないよう支援を行っている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% レクの反省会が不十分な時があるので改善して行きたい

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% スタッフが手伝って行うのではなく児童の意見を聞きながら、自己選択、決定が出来るような声掛けを心がけている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 必要な関係機関との情報共有を行っている

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 25% 75% 特に行っていないが必要な場合には連絡をとり共有頂いている

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 50% 50%
まだ障害福祉へと移行した利用者がいないが情報提供は可能です。

今まで対象となる児童がいない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 必要に応じて行っている

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% 特に行っていないが、必要に応じて対応して行きたい

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 苦情内容を精査しエリア長へ、共有し迅速かつ丁寧に務めている

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 帰りの送迎時に活動報告を行っているのでsns等を活用していないがinstagramを始めたいと考えている

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド037鶴田店PLUS (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 38% 63%

アート店舗にも関わらず水道がない。個室がなく、利用者のクールダウンや安全確保が難しいことがある。

児童によるが15人いるとだいたい落ち着かない子が3人程度出ます。
興奮した児童を落ち着かせる空間が無い

個室がない

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 38% 63%

常勤が1人足りておらず、非常勤スタッフも隣の児発から借りている状態。契約者人数約120人に対し、スタッフが少なく安全確保が難しいことが多々見られる。
常勤がたりない　午前中からの非常勤も借りている

児童の状態によるが、足りないと感じる日が3分の2くらいあります。
人員の確保、人員不足

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 38% 63%

勉強するスペース、遊ぶスペース、パソコン室と区別しやすいです。

クールダウン出来るスペースがない　部屋が作れないのであれば衝立で区切れるスペースが欲しい

スタッフルームがない。子どもが触らない様な工夫をしているが限界がある。

流れを上手く伝える構造にはなってないと思います。

手を洗う流し台の下に支えが無く乗りかかる児童が多数、そろそろ壊れます、

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 63% 38%
アート活動における、水道の小ささは活動の妨げになっている。

手洗いが足りないので急ぐ。嘔吐の児童が出ると別の棟に借りに行かなければならないので、スタッフもとられ悪循環。

壊れた備品が直ぐに直らないため、安全な場所とは言いづらいと思います。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  25% 75%
個別の部屋がない。

個室はあるが、パソコン室のみ。パニックになった時など落ち着ける場所が少ない。

興奮した児童を落ち着かせる個室が必要。カームエリアは工夫して作ることはあるが足りないと感じる。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13%
毎月動画研修がある

児童がギリギリまで帰らないことが多くなかなか話し合いが出来る状態にない。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 38% 63% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%
スタッフ同士共有しています

LINEを通じて何かあればあげている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 25% 75% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
毎月動画研修があります

感想欄のフォーマットがもう少し具体的なら良い

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
75% 25% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% マニュアルが必要、スタッフの力量で変わるのは良くない

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% パートのためそこまでの参加が出来ず

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% 児童がギリギリまでいることが多いため教室の掃除と翌日の準備で手いっぱいです。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 75% 25% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 88% 13% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 50% 50% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 63% 38% 利用者の中に過去該当する例がいない。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 25% 75% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 63% 38% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 25% 75% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド038中今泉店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 場面に応じて、場所や対応方法を工夫している。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 事前に相談したり、確認したりしながら利用できるようになっている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 86% 14% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
86% 14% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% レク案について複数スタッフが作成している

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 86% 14% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 86% 14% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 57% 43% 外出先にて関わりを持つことがあり、社会性の向上を目的として関わっている

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 86% 14% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  71% 29% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 57% 43% 交流会はないが、兄弟との関係性などを聴取したり、様子を観察している。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 57% 43% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



39 39
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド039国谷店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 86% 14% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 86% 14% 有資格者が足りない。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 71% 29% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 71% 29% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 86% 14% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド040東城南店PLUS (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 50% 50% ゲームの時間が長いような気がします。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 63% 38%
スペースを確保するのに机など全部片付けているが狭い

シフトで調整している。

送迎等で出てしまうと その時々で子供への対応が難しくなることもある。目が行き届かなくなってしまう。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 75% 25% 本棚を可動式にしてあるのはとても使いやすい。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 25% 換気ができない（インフルエンザ流行等）

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  88% 13% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 63% 38% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% もっとしっかり共有した方が良いと思う。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 63% 38% どうしてもその日に休んだ職員には伝わっていないことがある。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
75% 25% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13% 服薬の情報は共有した方が子供を預かる側としても安心出来る。副作用等での様子の変化にも対応するために。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド041益子店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 13% 88% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 13% 88% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 13% 88% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 88% 13% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  13% 88% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド042雀宮店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 78% 22%
大事なことを児童が目で確認できるように貼り出している

狭いように思われる

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 89% 11% 人員が少ないときもある

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 89% 11%
子供たちが死角にならないように個別ブースやパソコンを配置している

机などの角がぶつかると危険

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 児童が気持ちよく過ごせるように掃除や消毒を徹底している

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  78% 22% 個別の部屋がない

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 89% 11% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 89% 11% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 89% 11% スタッフ同士の連携が取れている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 常にスタッフ同士で話し合われている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 89% 11% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 78% 22% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 89% 11% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 89% 11% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 44% 56% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 78% 22% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  89% 11% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 44% 56% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 78% 22% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 56% 44% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 89% 11% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% おやつファイル表紙に食べられない物を書いて誰が見てもわかるようにしている

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 89% 11% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド043新ゆいの杜店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
工夫している点は児童への対応、室内環境で、改善するところはレクリエーション案、児童の接し方です。

子供目線の遊びを多く取り入れて飽きない様に工夫している

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 重い児童が利用している時は、スタッフの配置に注意している

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 88% 13% 情報の視覚化、聴覚刺激のコントロールができにくい

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  88% 13% 騒音対策が不備

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13% 今後も、継続的にスタッフ会議や日々の情報共有の中で、PDCAサイクルに基づいた業務改善を意識して、話し合いの機会を設けていく必要と思われる。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% 取り組んでいるが十分ではないか

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% 取り組みは行われているが、十分ではないか

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  88% 13%
改善が必要な点→文章が長い割には内容が薄い。

保護者のニーズや児童の個別課題が反映されていない点について、引き続き、改善が必要。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 88% 13% 評価者のスキルアップが必要

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 普段の申し送りや担当者会議などの時間を使って、児童の支援について話し合う機会を設ける必要があると思われる。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 75% 25%
評価者のスキルアップが必要

計画や支援方針については、さらに理解を深めるために、情報共有を活発にする必要がある。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
75% 25% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 当日の動きや内容について、打ち合わせの時間を作ると全体の理解が深まると思う。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 活動プログラムについては、時々、新しい内容を入れていくことも検討してもよいと思われる。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% 作成者から「支援計画書が出来て挟んでおいて」としか言われていない。話し合いもなく、目標が共有されているとは言い難い。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25%
スタッフの話し合いの場が設けられていない。

スタッフのスキルアップが必要

余裕がある時は、スタッフが集まってできるとよいと思う。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%
評価者のスキルアップが必要

どのような支援をしたかに触れている内容が増えるとよい

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 88% 13% 評価者のスキルアップが必要

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 63% 38% 事例が少ない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% スタッフのスキルアップが必要

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 38% 63% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 63% 38% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13%
予防接種について把握はしていない。アセスメントシートに記載する欄がないため。

一覧などにまとめられると確認しやすくなってよいと思う。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド044新峰店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 44% 56%

フロアが狭いので、他の子どもたちの声もダイレクトに響き、そのことが原因でイライラする子どももいる。

部屋のスペースで15人の利用時は狭く感じる、癇癪や仮眠したいお子さんを落ち着かせる空間がほしい
トイレが1つしかないため、混雑してしまうときがあります
部屋数に余裕がないので、あと1部屋あると助かる
児童1人1人にあった対応をスタッフ全員心掛けている点や、環境整備がとても良いと常に感じています。
整理整頓に心がけ、物を増やさずスペースを確保している。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 78% 22% 流しやトイレが倉庫内(相談室)にあるため、クールダウンさせていたりしても、出入りがあるため、落ち着けない場合があります

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 89% 11% 整理整頓、清掃は十分な行っているので、清潔ではあると思いますが、児童の活動に合わせた空間とは言いきれないと思います

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  67% 33%
狭いので個別の部屋を用意することが難しいように感じる

倉庫(相談室)を使用できますが、3で書いたようにトイレや流しがあるため、充分な環境とは言いがたいと思われます
個別のお部屋自体がないので中々、他店舗に比べてしまうとそこだけに関しては部屋数が足りないと感じてます。しかし、部屋がない中でカーテンや仕切りなどを使い上手くフェードアウトする場所を作ってると思います。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 定期的にスタッフ会議を行なっている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11% チームでは行えていないので、改めたいと思う

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 活動に関してはとても考えていて、固定がまずないです。ですので毎回の活動内容を説明する点は大変かと思われますがスタッフは1人1人にきちんと不安が内容、理解しやすい内容に置き換え活動してます。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 89% 11% 毎日は行えていないので、改めたいと思う

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 89% 11% 毎日は行えていないので、改めたいと思う

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 子供達の成長に合わせて、もっと努力する必要性を感じる

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 78% 22% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 89% 11% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 89% 11% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 89% 11% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 89% 11% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド045新西茂呂店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 73% 27%

トイレが1つしかない。
オープンな空間なので、子ども全体を見渡しやすい点は良いと思います。ただ、トイレが1つしかないため、もう1つ増設していただけると、より利用しやすいと感じます。また、ロッカールームや荷物を置くスペースも十分ではないため、もう少し広いス
ペースがあると良いと思います。

活動場所の配置が適切です。

児童が落ち着ける個室があると良いと思います。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
人員配置は足りているが、あまり仕事をしない常勤がいる

人が足りない感じはないです。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 73% 27%

室内が狭い

人数に対するトイレの数、スタッフの休憩スペースとう明確な仕切りは必要かと思います。

落ち着いてできる場所も用意できる。

視覚で分かりやすい環境になっている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 常に清潔を心がけている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  36% 64%

個室がないため、壁の代わりになるものがあると良いと思います。一応パーテーションはありますが、もう少ししっかりとした仕切りが欲しいです。

クールダウンする部屋がない。

離れた所でも常に職員がついている。

建物の構造上個別になれる部屋がなく、全体をパーテーションで区切ることしかできないので。

個別の部屋がありません。

パーテションなどでしきりをしている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 82% 18% 文章に全員サインし目を通す工夫がされている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 82% 18% その程度ラインや文章で共有している。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 82% 18%
一年に2回あるかないか程度です。落ち着いて話ができるよう、しっかりと空間を整えたうえで面談をしていただけると嬉しいです。
意見交換しやすい雰囲気がある。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 91% 9% 内容が周知されている。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

例えば、嘔吐物の処理方法や、エピペンの使用方法、消火器の使い方など、実際の場面を想定した研修がもう少し多くあると助かります。普段なかなか使う機会がないものだからこそ、時間が経つと忘れてしまいがちなので、定期的に実践形式で確認でき

る機会があると安心です。

研修の情報は知らされている。

定期的に研修を受けて学ばせていただける環境が整っている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 閲覧したらサインをしている。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 職員の意見交換がある。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
連絡ノートの活用

観察記録を残している。

全職員には，担当者会議に出席してもらうようにしていますが，時間が合わない時には、出来上がったものを読んでもらうようにしています。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 91% 9% 全員目を通している。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 具体的な声かけに反映されている。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
91% 9% 相談をしっかりしている。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 91% 9%

長距離の運転が苦手なため、できるだけ遠方への外出は避けたいのですが、「外出」が強みの店舗でもあるため、なかなか言い出しにくいと感じています。以前と比べると遠方への外出は減ってきましたが、会社全体で「店舗から〇km以内」など、移動
範囲の目安を決めていただけると、職員・子ども双方にとって安心して外出できるのではないかと思います。  子どもたちからも、あまり遠い場所への外出は嫌だという声があるため、無理のない範囲で外出先を設定できるようになると嬉しいです。
意見交換を大切にしている。

レク会議を行いそれぞれの意見やアイデアを取り入れています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 91% 9% 新しい試みを取り入れている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 91% 9% 課題が取り組みやすい。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 64% 36%
全体での共有は十分に行えていないように感じますが、個人間では必要に応じて情報を共有し合えていると感じます。

内容を全員で共有している。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 64% 36%
内容を全員で共有している。

いなかったメンバーには記録を閲覧している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 91% 9%
交代で記録し見方が偏らないようにしていること。

細かく記録を取り、改善に繋げている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 子供の様子を具体的に伝えている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 91% 9% 生活に役立つ内容が多い。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 選ぶ場面も適度に用意されている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 91% 9%
記録も参考にして進められている。

行っているところと行っていないところがあり，できる限り出席したいと思っています。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%
連絡を必要に応じて取り合っている。

子ども部会の会員になり部会に参加しています。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0%
あまり協力的ではない学校もあり、十分な連携が難しいと感じます。

学校の予定を把握して活動している。

中には学校ではなく保護者に聞いてくれと言う学校があります。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 73% 27%
気になる点を速やかに相談している。

情報共有したいのですが、一切情報が流れて来ず保護者様から聞いています。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 64% 36%
お子さんの先を見通し連携している。

情報提供したいのですが，聞かれることは一切ありません。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 73% 27% 必要に応じお知らせがある。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 27% 73%
具体的にどのように交流するきっかけを作ればよいのか、実際の事例があれば教えていただきたいです。

入って日が浅いのでわかりません。

中々機会がなくできておりません。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 73% 27%
必要な情報を伝えてくれている。

子ども部会にを通して参加しています。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% きめ細かく報告している。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  64% 36%
必要な保護者に紹介している。

年に一回レクに参加して頂きそこで話す機会を作っています。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 良い雰囲気作りをしながら伝えている。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  91% 9% 普段から連絡を密にしている。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% わかりやすく伝えている。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 82% 18%
受け入れ引き渡しの際の報告程度しかしていない。送迎時は時間に追われているので基本話は聞けない

必要に応じて専門機関を紹介している。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 55% 45% さまざまな活動で交流を深める工夫をしている。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 91% 9% 苦情等は素早く共有し対応している。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 外活動等の様子は写真を多く活用している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 資料の置き場所が厳格に決まっている。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 91% 9% 保護者に応じて伝え方を工夫している。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 45% 55% 地域との交流を深めるために、具体的にどのような取り組みを行えばよいか、アドバイスをいただきたいです。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 91% 9% これまで事故を起こしたことはありませんが、実際に事故が起きた際に、具体的にどのように対応すればよいのか不安があります。そのため、実際の場面を想定した訓練を研修に取り入れていただきたいです。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%
新たに服薬し始めた際、保護者から連絡がない場合もある

外活動では特に配慮している。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 91% 9% おやつの内容もチェックしている。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 91% 9% 危ないものは取り除かれている。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 91% 9% 保護者に丁寧に説明している。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 91% 9% 危険には早めに対処している。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 73% 27%
例えば、子どもが保護者から虐待や体罰、ネグレクトを受けているのではないかと感じた場合、どのように対応すればよいのでしょうか。家庭内のことは全て把握することが難しく、子どもの話が事実なのか判断できない場合もあります。それでも「もし

かしたら虐待かもしれない」と感じることがあります。対応を誤ることで、子どもがさらに辛い思いをすることも心配です。実際の事例をもとに、どのように対応・相談すればよいのか具体的に学べる機会があるとよいと思います。

研修のお知らせがある。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 91% 9% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド046簗瀬店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 利用者に対するスペースは丁度良いと思う

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 89% 11%
マンツーマンの援助が必要な利用者がいる日も適切に人数を配置していると思う

多機能店舗はレクが2回ある分、送迎との兼ね合いが難しいと感じます
たまに、夕方5時過ぎに送迎で職員が出払って職員が不足気味。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% こまめに片付けている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  89% 11% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 89% 11% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 78% 22% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 89% 11% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 56% 44% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  89% 11% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 44% 56% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 78% 22% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 44% 56% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド047壬生店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

パソコン室とホールが壁に仕切られているが、出入り口にドアがないため、スタッフ不在のパソコン室に児童が勝手に入って机の下に隠れたり、窓を開けようとしたりすることがあり、児童を見失う可能性がある。ベビーゲート的なものがあると良いと思

う。

色々と工夫していると思います

トイレを増やす

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 43% 57%

日によって送迎や児童対応などの人手が足りない時がどうしても出てくる。また、突発の休みなどがあった際は回らなくなる可能性も考えられる。

現在、常勤の人員基準カウントができるスタッフが1名しかいないため、営業時間内の待機スタッフが非常勤の割合が高く児童対応が不十分になってしまうことがある。
人手が少ない日もある

急に児童が少なくなった時スタッフの人数が多くて無駄と思う事があります

有資格者が足りないので、スタッフを増やして欲しい。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
もう少し広い方が望ましい

ロッカー表があるため、子どもが自分のロッカーの場所を確認できて、自分で荷物もその番号にいれられるところが工夫できていると思う。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
子供達の動きに合わせて机を移動させたりし空間作りには上手にしていると思う

横になれる畳のスペースがあるといいかもしれない

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  86% 14%
クールダウンが必要な時などは相談室で対応している。

個室がない

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 71% 29% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 57% 43% なかなか時間が取れないと思いますが必要だと思います

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 57% 43% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  71% 29% 児童情報の取得がスタッフ各人に任せられているため、把握・理解には個人差がある。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  86% 14% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 71% 29% 「個別支援計画を締切までに作成すること」が目的になっており、作成内容をスタッフに共有する機会が設けられていない。支援内容の把握が各人の裁量任せになっている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 常勤ではないので常勤以外にもダウンロードしてもらえると有り難いです

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 86% 14% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 86% 14% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 71% 29% 退社時間が異なるため、居るメンバーで雑談レベルで気になる点を話す程度なので、時間や確認項目を予め決めておくなどしないと流されてしまう。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 気になった点や検討・対応が必要なことがある場合は、都度、LINEに情報アップしている。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 86% 14% LINEを通じて発信されていると思う

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 86% 14% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 57% 43% 学校との情報共有などは行なっているが、就学前の園などまでは行なえていない。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 71% 29% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 29% 71% 学童などの児童と交流する機会は設けられていない。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 71% 29% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 連絡帳にて送迎時にプラスで伝える様にしています

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  57% 43% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 29% 71% 保護者会などは開催していない。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 71% 29% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 29% 71% 事業所の行事への招待などはできていない。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 薬を飲ませる際に保護者に確認の書類を記入してもらっています

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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環
境
・
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制
整
備

業
務
改
善
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切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド048新並木店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
利用者数に合ったスペースが確保されており、安全に過ごせる環境が整っているためです。

工夫点・・・フロア内にあるエアマットを児童の自由活動によって置き場所を変えたりしている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 89% 11%
マンツーマン対応児童の人数が多い日にスタッフの人数を増やす為、別日に送迎が厳しくなってしまう事もある。人件費率を考えると難しいが、夕方の数時間勤務できるスタッフがもう1人居てくれると助かるなと思う事がある。
利用者数や子どもたちの状況に合わせて、必要な人数のスタッフが配置されているためです。

机の位置を変えることで数人の児童を1人の職員が見ながらフロア全体も見られるように工夫している。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
子供に目が行く席の配置や子供が入っては行けない所など線引きされている

児童が目で見てどこに何があるか直ぐに分かるように名前を付けたり、置く場所を決めたりしている。

子どもが分かりやすく、安全に過ごせる環境だからです。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
こども達が出し入れしやすい配置を考え、利用児童によっては種類を変える事もある。

そうです、きれいにしています✨
毎日フロアやトイレ、パソコン室をアルコール等で清掃を行っている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 気持ちが落ち込んでしまったり、高揚してしまったりした場合には、直ぐに使用できるようにしている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%
スタッフ間で日々振り返りをし、より良い支援について話し合える環境を作っている

利用者さんのケアを皆で共有している。

職員が目標設定や振り返りに参加しているためです。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
研修資料等スタッフルームにある。

しています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% こども達の良い点・改善点などを日々話し合い、共有しながら進めている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 店舗スタッフでケア記録専用のLINEグループを作り、常勤・非常勤関係なく発言したり共有出来るようにしている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 確認出来ています

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 年齢層が20代〜50代なので、様々な意見を取り入れるようにしている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 89% 11%
LINEグループのケア記録に支援した児童の様子を記録し、共有している
利用者さんへのケア記録を共有している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 利用者さんへのケア記録を共有している。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 日々の支援の中で、導く事も大切であるが、何個かの提案をして自分で選択・決定出来るような言葉掛けを意識して支援するよう共有している

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 56% 44% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  89% 11% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 名前のついたものは必ずシュレッダーする

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド050野木店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33%

部屋のスペースが狭い

改善点等はありません。些細なことでも、スタッフが情報を共有してます。

個室が欲しい

クールダウンできるスペースがない。

面接室がないのでパーテーション等を活用している。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33%

人員の追加が必要

声を掛け合うなどして、複数の目で利用者を見るように心掛けている。

少ない中でも、協力している

所属する職員の数としては十分だが、体調不良で急に欠勤するスタッフが多く、人手が足りないと感じる日がある。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
洗面所の改善が必要

宿題→すらら（学習）→タイピングの流れが確立されているため、利用者が次に何をやるかが分かりやすい。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
アルコールで拭いている

こまめに利用者に手洗いを促し、アルコール除菌を行っている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  0% 100%

個別の部屋が無い

個室がないため、現在管理者用PCのスペースを使っている
個別になれる部屋はないが、必要に応じて部屋の隅などを利用して対応しています。

区切られた空間(部屋)はない
個室がないのでパーテーション等を活用している。

クールダウンスペースがない

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 89% 11%
まあ、そう思う

利用者のどのようなところを伸ばし、何を見取るかを共有してます。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33%
なかなか話し合う機会がないためスタッフ会議の際に実施していく

保護者の意向を踏まえて利用者に対応してます。

保護者様から伺ったことは共有している

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
そう思う

普段からいろいろなことを言いやすい環境です。

職員間で気になったことは共有している

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22%
そう思う

行っていると思いますが、詳しくは分かりません。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
研修に参加済み

VTRによる研修を視聴しています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0%
そう思う

個別のファイルがあり、スタッフはいつでも確認できます。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
そう思う

どのような支援を心掛けるかを確認して行っています。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%

そう思う

いろいろな職員の意見を参考にして作成されています。

モニタリングの前後、個別支援計画の前後、日々のご利用の前後などあらゆる面に置いて気になったことは共有し子どもたちが望む支援を全体として心がけている

定期的にミーティングをしている他、必要に応じて適宜話し合いをしている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
そう思う

特にどのように支援するかが明確にされている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0%
そう思う

確認されていると思います。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0%

そう思う

この子は、このようなところを支援するようにというようを聞きます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%
そう思う

多くのスタッフが協力して行っています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
そう思う

ネットなどから情報を得て立案しています。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%
そう思う

主に個別活動が多いですが、ときには対抗戦で盛り上がります。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 89% 11%
そう思う

あまり出来ていない。当日いるスタッフが集まり話し合う機会を作る

レクリエーションでは、立ち場所や担当を決めて行っています。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 89% 11%
そう思う

なかなか出来ていない、スタッフ会議の際に話しているため出来るだけ支援後に出来るよう取り組く

特定の時間はなくても、雑談的なものにより改善点などを話すことがあります。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%
そう思う

どのような支援を行い、子供がどうだったかを毎日公開しています。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%
そう思う

具体的には分かりませんが、行っていると思います。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0%
そう思う

個々の成長を考えて行っています。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0%
そう思う

課題を選ぶときには子供に任せているが、成長に繋がらないような場合は助言してます。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 89% 11% 理解している者が参加するのは当然のことだと思います。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 毎日連絡帳で確認してます。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 相談員としか情報を得ていなかったため、来年度新1年生から幼稚園、保育所にも話を聞いていく

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 56% 44%

そう思う

今のところ障害福祉サービス事業所に行った子がいない

ファイルを渡していると思います。

現在、実績無しですが、該当者が出た場合情報提供したいと思います。

これまで該当する利用者はいなかったが、今後必要が生じた場合はそれに応じて行う。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 56% 44% 設けていると思います。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67%
一緒というより、子供が複数の店舗を利用しています。

今の所ありません。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 33% 67% 参加していると思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%
そう思う

その日の様子を公開し、保護者からの連絡は共有してます。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  44% 56% 必要に応じて保護者と情報交換をしています。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 89% 11% 利用開始時には、丁寧に説明しています。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0%
そう思う

保護者からも意見を言いやすい関係を保ってます。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0%
そう思う

保護者の同意を得て、計画を立てていると思います。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%
そう思う

子供だけでなく保護者へも助言することがあります。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 44% 56%
そう思う

同じ学校などの理由で交流はあるようです。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0%
そう思う

要望等は、迅速に情報を共有し、対応しています。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 56% 44% 月毎にレクリエーションなどの情報を提供してます。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%
シュレッダーを使用

子供の目に付かないところに保管してます。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%
そう思う

個々の個性を理解して対応してます。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 22% 78% 地域との交流は、いろいろなハードルがあると思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0%
実施してる

リモート研修を行いました。

避難訓練を行っているが､参加できていない児童がいる。マニュアルがあることは認識しているが実際に機能するかは分からない。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 89% 11% 行っていると思いますが、よく分かりません。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%
している

個人ファイルでチェックできるようになっています。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 89% 11%
そう思う

本人や保護者からの申告をファイルで確認できます。

医師の指示書は必ずしもあるわけではないが、保護者様の同意を得ています。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%
そう思う

リモート研修が行われています。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%
そう思う

行われていると思います。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%
検討している

些細なことでも、情報を共有しています。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%
そう思う

リモート研修を受けました。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 子供の状態を保護者も理解しています。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド053鶴田店FUN (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%
部屋の広さが子どもの数に対して狭いと感じます

児童１５名利用時にフロアが狭い、となりの児童発達フロアが空きスペースになっているのがもったいない

教室が狭いため十人を超えた時の，密度が高いスヌーズレンルームで分散したり机を畳んでスペースをつくる等しているが隣りにある広い自発スペースを活動の際だけでも使用できたらありがたい

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 活動カードを用いて児童の様子を共有していることが良いと思う

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 90% 10% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 90% 10% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 90% 10% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 80% 20% まだ就労に進む児童はいない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 80% 20% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 70% 30% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 90% 10% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 90% 10% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 90% 10% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 90% 10% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド054矢板店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 78% 22%
狭いなりに、片付けをしっかりし、スペースを確保している。

子どもたちが快適に過ごせるように掃除など行っている

集中して取り組める学習スペースがあると良い

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 子ども受け入れに対して職員の人数が足りてない。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 44% 56%
トイレ前、トイレが狭い

子どもが遊べるように室内を広くして欲しい

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 89% 11% 子どもが安全で過ごせるように丁寧に掃除を行っている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  33% 67% 個室や個別の部屋がないため、使い方の工夫が必要

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 89% 11% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 店舗では行っていない

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  89% 11% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 89% 11% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 78% 22% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33% 必ずしも打ち合わせが行える訳ではないが、レクの内容や特に注意する児童の共有などはLINEを通してしている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 必ずしもできる訳では無いが、気になった点や共有が必要な事項などはLINEにて共有している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 89% 11% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 89% 11% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 78% 22% 直接園とのやり取りはなく、保護者が情報の提供をしてくれる。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 89% 11% まだ高校を卒業した利用者がいない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 56% 44% 児童発達支援センターとの連携は特にしていない。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 78% 22% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 89% 11% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 56% 44% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 56% 44% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド055加須店PLUS (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 0% 100%

棚の位置を時期や児童の変動と共に変更している

棚の整理整頓、配置の工夫、パークとの複合店なので延べ面積が少ない

パソコン等もあるのでかなり狭い。

人数に対して、部屋が狭すぎる

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 0% 100%
パークスタッフからのヘルプ

外部ヘルプサービスの利用

スタッフ一人で5人以上を対応しなければならない時間帯もあり、スタッフの増員が必要

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 50% 50%
個別部屋の代替としての改善

等施設においては問題ありません

基本的に狭いので家具の配置など色々変えている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 25% 75%
日々の掃除

床面積が少ないので、軽い運動でも公園に出向く

児童15人の時など机を3列にずらしている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  0% 100%

個別部屋なし

パークとの調整、共有を行う

個別の部屋の存在は放デイには無い

個別での対応が出来る部屋がない

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 50% 50%
朝の時間を活用して行なっているが、パークスタッフは十分な時間は取れていない。

毎日のプチミーティングの実施

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 25% 75% プチミーティングでの情報共有

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25%
会議や朝のミーティングを通して意見交換をしている

プチミーティングでの情報共有を行う

プチミーティングを行っている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 25% 75% 改善が必要な場合、打ち合わせ改善に努める

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 50% 50%
出勤スタッフ全員で視聴できている

DVDでの研修

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0%
ホワイトボードに貼ってある

個々に合った問題の作成

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 児童との会話を積極的に行なっている

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  75% 25% 今後、他スタッフとも話し合いが必要

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
支援に関して日々話し合いができている

プチミーティングにて共有

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 50% 50% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
75% 25% 其処まで踏み込んで無い

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%
会議での最終確認をしている

プチミーティングにて

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
他店舗のレクを参考にしている

プチミーティングにて

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%
朝に話し合いができている

プチミーティングを行っている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0%
翌日の朝にミーティング

プチミーティングにて

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%
児童ファイルがあり、毎日各自の記録をとっている

学習記録に各自の記録を行っている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 他店舗との共有を行っている

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% パークスタッフとの共有を行っている

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎時等に行っている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 面談時等に行っている

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% 現状、開催されていない

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 今後の課題として捉えている

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 地域のイベントに参加している

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



56 56
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド056氏家駅東店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%
週2回自由遊びを入れることで子どもたちのココロにも余裕ができて良いと思います
椅子が丸椅子なので子どもたちの体勢が崩れやすい、店舗自体の耐久性が心配

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20% トイレが使いにくい(手洗い)

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 20% 80%
階段に滑り止め付けたほうが安全性はあがるのでは？と思います

滑りやすい階段を登らないと入り口に行けず、階段は道路のすぐそばなので非常に危険

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 60% 40% 狭い、古いなどがあるため、工夫が必要

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  20% 80% 個別の部屋がない

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 60% 40% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 60% 40% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 60% 40% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 80% 20% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 20% 80% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  40% 60% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 40% 60% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 60% 40% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 60% 40% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 80% 20% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 60% 40% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 60% 40% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 80% 20% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 80% 20% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 80% 20% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド057喜沢店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25% 店舗が古く、音が反響して響くため、使い方の工夫が必要

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25% 明らかに職員数が足りてないと感じる時がある。それなりの職員数の配置が必要だと思う。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
子どもたちの目に入る場所にルールや約束が書かれたものが掲示してあるのは工夫している点

片付ける場所を分かりやすくしている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 25%
活動内容に合わせて机を移動させ、広い場所を作ったり、毎日の清掃では汚れている箇所を雑巾がけを行うなどしている

基本的には清潔で良いが、真ん中の運動の部屋に移動するのに外を経由するのは危険。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  75% 25% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 児童がはけたあと等職員間でこまめに話し合えてる

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 管理者（児発管）がモニタリングしてくれてる

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% こまめに話し合っている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  25% 75% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 25% 75% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 25% 75% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド058城東店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20% 全体が見渡せるように出来ればと思います

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20% 全体が見渡せるように出来ればと思います

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20% こどもにわかりやすくなるように配慮したい

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20% 活動の空間が狭い

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  80% 20% 個別の部屋、空間がない

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 80% 20% なるべく職員が共有できるようにしている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% 保護者の意向を把握できるようにしたい

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 60% 40% 職員の意見を把握する話し合いの場をもうけるようにしている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40% 機会をもうけたい

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 研修を受けている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  60% 40% プログラムの公表をして欲しい

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 80% 20% 個々の子どもに対してアセスメントを適切に行っている

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  80% 20% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 60% 40% 共有していきたい

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 60% 40% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
80% 20% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 80% 20% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 80% 20% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 80% 20% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 60% 40% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 60% 40% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 60% 40% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 80% 20% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド059真岡西店PLUS (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  20% 80% 個別対応の個室があればいいと思います

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 60% 40% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 80% 20% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 80% 20% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 80% 20% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  0% 100% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 60% 40% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 80% 20% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド060鴻巣店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 25% 75%
1スペースの中で運動やパソコン、おもちゃで遊ぶなど環境設定をしていても危険と感じることがある。じっとしていられる利用者だけではない。
運動したい子と落ち着いた遊びをしたい子でパーテンションを作って空間分けをしているが、運動遊びの子が多いとどうしても狭さを感じる。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50% 規定上の人数に達していても子供の特性や癇癪で他害や壁に穴を開ける等の児童がいるため、その利用者たちにスタッフがつくようにすると他の子供を見ているスタッフがいなくなる。規定上達していれば良いわけではないと強く感じている。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 50% 50% バリアフリー化がされているとは思えない。最低限の規定を行っていく必要があると感じる。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 50% 50%
全てを一部屋で収めなければならない状況で、じっとしていられる利用者のままではないため様々な活動が入り混じり危険な時がある。

換気ができないため、空気清浄機の使用など適切に行う必要がある。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 壁の穴の修繕など早急な対応が必要だと感じる

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 75% 25% 理解するための機会が必要。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% 機会は設けられていないので儲ける。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% エリア長の巡回などにより、管理者面談の機会なども設定していけると良い。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 改善に繋がる以前に評価の実施が必要。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 75% 25% 研修動画は店舗内でアップされている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 作成者が他職員へ内容を周知する。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 作成者が他職員へ内容を周知する。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  75% 25% 作成者が他職員へ内容を周知する。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 75% 25% 中間等で振り返れる機会があったら良いと考える。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% 機会を設ける。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
75% 25% 具体的な支援内容について話し合うことは基本ない。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 75% 25% 行っていく。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 75% 25% 固定化しないようにする。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 75% 25% 行っていく。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25% 会議の機会を設ける。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50% 打ち合わせを行う。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25% 一言ずつでも残していったら良いと思う。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 事後共有はやめる。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 75% 25% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  75% 25% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 75% 25% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド062阿見店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 自店舗においては、十分なスペースが確保されている。かつ、毎日の清掃や消毒をかかさず行っている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 33% 67%
必要とされる人数は確保されているのだろうけれど、実際の広さに合わせた身体と目の数は足りないと思われる。広いのに、児童の動きが自由ではなく制限かけないと安全の面で難しい

児童15名に対して支援職員が不足している為、利用人数を減らす若しくは職員を増やす必要を感じる

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 自作の掲示部を貼って、どこに何があるか、何が必要か展示されている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日徹底して消毒をしている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33% 単発で終わってしまう。どこかで必ず滞っていたりとなかなか難しい。他人任せになる事が(自分じゃなきゃ)多い

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 33% 67%
終了後は時間がなく出来ないため、翌日以降に改めて…や、その場対応がほとんど。

その日中は時間的に難しいので、翌日以降に共有している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド063竹林店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% max15人に制限しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 75% 25% 掲示物が整然と分かりやすく工夫されている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  88% 13% 個室が少ない

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% 夏休み等は、時間がとれないことがある。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 63% 38% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 88% 13% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% ライン等を効果的に活用し、情報の共有や共通理解を図っている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド067古河店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20% パソコンと机のスペースがきちんととれている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20% 有資格者が不足している時もある。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  80% 20% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 60% 40% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 80% 20% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 80% 20% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 80% 20% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド072長田店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  83% 17% 個室が無いので事務所の使用やパーテーションの使用をしているが限界がある。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 83% 17% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 83% 17% 受渡しが担任の先生でない事も多く、その日の様子が分からない。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  83% 17% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド074加須店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 中高校生が増えてきた分、以前より空間の狭さを感じます。また年数が上がるにつれ荷物も増えているので、物置のようなスペースがあるととても有り難いです。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 加須エリア内で送迎や子どもの状況に変化等があった際、共有や連携できていている環境だと思います。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 83% 17% トイレが狭く、トイレ介助が必要な児童・生徒への対応が難しい場面がある。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% クローゼットや物置のスペースがないため、個室が十分に確保できません。そういったスペースを設けて頂けたら、大変有り難いです。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 私自身が上手くPDCAを活用できていないため、オリジナルな形でも改善したいと思います。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 83% 17% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 打ち合わせという形ではないが、気になったことは情報共有をしている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 17% 83% トラブルになる可能性があり、交流は控えています。その代わりにGKM加須エリア内の放デイ、児童発達支援での交流する機会は設けています。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 個人課題として、さらに理解を深めてお伝えすることができるように、専門知識を養う必要があると感じています。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% グローバル内で家族同士が話し合う機会を用意して欲しいと、保護者の方から要望があった。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 実際に悩みやご相談を受けることはありますが、私自身が適切にアドバイス等をお伝え出来ているとは思っていないため、今以上に視点を変える等して現状脱却したいと思っているのが現状です。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 17% 83% 保護者同士での交流はないため、悩み事を経験した保護者からアドバイスを受ける等の機会は作りたいと思っています。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 17% 83% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 83% 17% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド077新伊勢崎店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 60% 40%
狭い工夫している点はスペースゆえに整理整頓がされている。改善点は根本的に店舗自体が狭いので倉庫など荷物が置けるスペースが必要。

他店舗より小さく、物を置く場所が少ない事や個別療育•面談室も狭い。また個室の壁紙が青色で部屋が暗く感じる。フロアに水道があるため、利用児童が遊んでしまう事がある。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 90% 10%
その日の欠席などにより職員が余っていると感じることもあるが日々のトータルからすると適切。

現状特にありません

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% フロアは明るく、全体が見渡せる作りになっているので支援がしやすい。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
毎日の清掃や玩具のアルコール消毒などを行っている

毎日の清掃を心がけ、壁等にも無駄な貼り紙などなく整っている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 90% 10% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 90% 10% 疑問や分からないことがあればいつでも相談できる環境のため

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 70% 30% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 80% 20%
月一回の動画研修などで確保されていると思う

研修はあるが全員が平等に参加できるものではないのと日々の業務に終われ参加もできていない。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  90% 10% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 90% 10% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 90% 10% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 90% 10% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 90% 10% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 90% 10% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 70% 30% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 90% 10% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 70% 30% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 8月から多機能になったのでまだ機会がない

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  70% 30% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 30% 70% 8月から多機能になったのでまだ機会がない

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 90% 10% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 90% 10% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 90% 10% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 90% 10% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 90% 10% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 90% 10% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 90% 10% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 90% 10% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド081筑西店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25%

多機能であるため、未就学と小学生が混在し活動をおこなっている

マットの敷いてある部分やテーブルのある部分で分けて活動はしているが、フロアが狭いためパーテーションなどで仕切ることができず集中しにくい環境である。児発の子達と共有スペースのため怪我などの危険も心配である。

宿題を集中して行えるスペースの確保が必要と思います

帰りの送迎時、子供達が自分でどの車で帰るか写真で見える化している

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25%
子ども達の特性や、子ども同士の相性によっては職員が重度の子に掛かりきりになってしまうこともあり子どもたちの安全を鑑みると事故防止の観点では人員不足を感じる。職員間で協力して休憩時間をずらすなどしなんとかカバーしている。

常勤がもう一人いるといいと思う

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 目の前がロッカーであることと、1日のスケジュールをホワイトボードに記載があってわかりやすいと思います。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 25%
収納がなく、片付けが難しいので収納があるとよい。

小学生ではイスもテーブルも小さいと思うから改善してほしい

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 63% 38%
ある特定のスタッフの気力が感じられず、教えても覚えてもらえない。ミスをすることはカバーできるが、やる気がない感じに見えてしまい、教えてもできないと言われてしまう。

支援計画の共有や、その日の報告をもっと密に行えればと思います。

日々、職員同士が共有している

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 63% 38% 定期的に会議は開いているが、決まったスタッフの意見しか出ないこと。案を出せない、知識がないスタッフが多くいる。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 一人一人に合った内容になっていると思う

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% みんなで共有できている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% もっと詳しく研修などをしていければいいと思う

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 88% 13% スタッフの引き出しも少ないので、毎回同じにはならないがやったことのある活動が多くなってしまっている。マンネリ化はしてしまっているので、新しいことにもチャレンジできるようにしていきたい。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% レクレーションなどみんなで意見を出し合い進めることができている

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% スタッフみんなで共有できている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 全体LINEで休みの職員も分かるようにしている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 連絡を密にしている

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% まだ卒業まで利用の児童がいないため、行なっていない。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 契約する際に確認を行なっている。脱臼など一度なるとなりやすくなる怪我等も確認をしている。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13%
食事の際、食べる席を離すなどの対応をしている。

書類等で保管し、みんなが見れるようにしている

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% もっと研修した方がいいと思うことがある。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド076西城南店PLUS (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25%
パソコンをやるスペースと体を動かすスペースを分けてスタッフを配置している。

部屋を広げられないので、机の配置でゾーニングしている。

学習スペースとパソコンする空間が同じため、学習に集中することが出来ない。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50%
その時によって異なる。外部ヘルプサービスなどのスポットバイトの方がいる時もあるが、送迎等にはいけないので、常勤や非常勤の職員があと1人いるといい。
各自の特性を配慮した対応が出来ている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 75% 25% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 25%
下駄箱が入り口に置いてあるため、臭いが気になるときがある。（換気等はしているが）

環境を整えることに心掛けている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  75% 25% 個別指導のへやが必要

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% スタッフの打ち合わせが定期的にある

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% 保護者様からの連絡や要望は、都度LINEで共有されている。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
管理者に意見を伝えやすく、また共有もされている。

スタッフが改善に向けた話し合いをしている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  88% 13% 自己評価については話し合いをすることがある

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 簡単にアセスメントの仕方を議論している

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 少しの時間を設けて話をしている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 職員に提示している

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% 現状を捉え、改善点を絞っている

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 児童に即して対応を一番に直している

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25% いつでもではないが出来るだけやろうとしている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 88% 13% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0%
下校表の確認で不明確な部分に関しては下校時に直接先生へ確認をしている

担当者と連絡している

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 63% 38% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 63% 38% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  38% 63% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 88% 13% イベントなどについては都度、お便りを配布し、連絡をしている。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 38% 63% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 88% 13% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% おやつ提供があるため、アレルギーの児童について指示書を全スタッフに配布・共有している。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド082東宿郷店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 57% 43%

ワンフロアなのでパーテーションを使って学習スペースと活動スペースを分けている所

もう少し広い方が活動しやすい

造りもありますが、利用人数が多くなると狭く感じてしまいます。ですが、そのスペース内でどう過ごすか考えて動けることができます。

ワンフロアーしかない為、活動スペースと学習スペースが分けられると良い

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 86% 14%

室内待機のスタッフの人数が多く送迎業務できるスタッフが少ないのが現状

人手が足りない時は外部ヘルプサービスなどを利用している

お互いに声を掛け合いながら対応はできているのではないかと思います。

職員の能力の差が大きい

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
掲示物の文字を大きくしみやすいようにしている

都度、スタッフ同士で意見を出し、改善してゆくよう配置を考えています。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 86% 14%

活動や余暇時間のメリハリが付けられるように環境構成を工夫している

使用するおもちゃなどの消毒を行っている。

静と動の活動の部屋が別でも良いのかと思う

日々、清掃に力を入れています。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  43% 57%

個室がないのでパーテーションで区切ってクールダウンできるところを作っている

場所がそれほど広くないため、工夫が必要。

部屋数少ない

アレルギーの児童が多いので、おやつの時は他児と離すようにしている。

ワンフロアーしかない為、個別の部屋は準備できていない

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 86% 14%
スタッフ1人1人に目標を設定しています得意分野を活かせることが出来るようにしている
店舗スタッフの目線を合わせる機会があるともっと良くなると思います

常に振り返り、行動に移すようにしている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14%
保護者様の意向を把握し出来る限り寄り添い支援していくように心掛けしている

内容を確認し、対応を考えていくことができる。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14%
スタッフ会議や日々の振り返りを大切にしている

定期的に職員会議をひらく

話しやすい雰囲気があるため、常にスタッフ同士で相談し合えている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 71% 29%
外部ヘルプサービスを取り入れ外部からの意見を取り入れている

内容を把握し、全体に周知して改善に努めている。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
マイクラ毎月の研修を大切にしている

どんな内容のものがあるのか、話し合いができる。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0%
活動の流れをスケジュールにしてスタッフに共有している

常に児童の課題を確認し、適切な支援プログラムが作成されている。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
モニタリングや新規のアセスメントを共有しスタッフが理解出来るように説明している

子どもの課題を踏まえました上での保護者からのニーズをもとに適切なサービス計画が作成されている。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  86% 14%
全スタッフが共通理解した上で最善の利益を考慮した検討がまだまだできていない

話しやすい雰囲気があり、常に話し合えている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 86% 14%
スタッフ間で共有されている内容計画に沿った内容を日々確認しながら支援している

速やかに情報共有されるため、支援に取り組める。だが、スタッフ全員が理解しているかどうか確認すべきである。

子どもの個別支援計画書を知る機会を設ける

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 86% 14% その児童にあった支援を行うようにしている。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% どんな項目の支援内容が必要か話し合いがされている。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 86% 14%
常に話し合い、決められている。

チームで行いたいが、一部の職員しか意見を出さない

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 子どもが興味を持ち、自分の力で取り組める内容になっている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 必要とされる支援を理解し、作成されている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 86% 14%
怪我や事故を未然に防ぐために、どんな対応をしてゆくか日々話し合っている。

打ち合わせをしても、そのように動けない職員もいる

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 86% 14%
送迎などもあり、LINEで共有している。
日々行われている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 振り返り、記録を取るようにしている。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 日々、支援の振り返りをしている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 一つ一つ内容を確認し、支援を行っている。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0%
どういう声掛けが必要か話し合い、実行している。

いろいろな選択肢を提案し、自分で決めてもらっている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 情報共有し、よく理解され、参画されている。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 86% 14% 学校の先生とよく学習面など話し合うことがある。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% クラブ活動による時間変更もあるため、常に情報共有している。また、送迎やトラブルに関して学校とすぐに連携を取れるようにしている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 86% 14%
児童情報内容を確認するよう努めている。

幼稚園、保育園とは情報共有する機会がない

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 71% 29%
情報整理され、共有されている。

まだ、そのような機会がない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 71% 29% 情報共有され話し合えている。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 71% 29% 中々関わることがない。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 43% 57% 参加する機会がない。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎時に、保護者様にその日の児童の様子を伝え、共感し合えるようにしている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  71% 29% 研修等受けている。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% すぐに説明できるようにスタッフ間で理解するよう努めている。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% 電話やモニタリングなど、保護者様とお話する際に確認されている。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 常に説明できるようにしている。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 送迎やモニタリング、電話などで保護者様と話し合う機会があり、お話することがある。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 57% 43% 中々機会がない。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 内容を把握し、適切に対応している。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 86% 14%
活動の様子を毎回発信している。

定期的に情報を発信している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 常に情報保護に努めている。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 保護者様の不安など話せるよう、話しやすい雰囲気を心掛けている。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 29% 71% 機会がないため、増やしてほしい。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 定期的に訓練している。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的に取り組んでいる。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% ラインのノート機能ですぐに見返せるように入力されている。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 食事やおやつなど、他児と離して食べるようにするなど工夫する。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に研修を受け、都度工夫している。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 常に話し合えている。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例をもとに未然に防ぐよう努めている。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 定期的に研修を受けている。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 臨機応変な対応を心掛け、対応している。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



83 83
（別紙５）

事業所名
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グローバルキッズメソッド083西川田店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 遊具の選び方の改善

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 91% 9%
送迎でスタッフが出てしまうと滞在スタッフが足りなくなってしまう

スタッフが不足の時はスポットを入れている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 91% 9% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド090七井店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 広いフロアで思い切り身体を動かすことができている。クールダウンが必要な場合を考えてパソコン等何も物を置いていない個室が増えるといい。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 78% 22%
レクリエーションと宿題をする時間の兼ね合い

人員は足りているが人手が不足していると感じることがある。男性スタッフがいないので、異性のトイレ介助等で男手を欲しいところがある。

運動店舗でレクレーションがあります。通常学級と交流しながら支援級で過ごされている利用者様が多いため、宿題の見直しに時間と人手が取られるため、それに対応できるスタッフの人数が増えると、さらに丁寧な支援ができると思われる。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
文字だけではなく視覚的にわかりやすい掲示物を心がけている

視覚的にも分かるように送迎時間をボードに書いたり、段差注意等の掲示して全体に周知することができている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
清掃チェックシート等を用いて日頃から清潔な店舗を心がけている

しっかりと整理整頓されており、手の届く場所への消毒等も毎日行っている。子どもたちが使用する物も視覚的にも分かるよう整頓されている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% ヒヤリハット事例や好事例、研修内容など周知しており、スタッフからも意見を聞いている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
定期的にスタッフ会議を開き、内容を共有している。

月に2回のスタッフ会議の他、会議録等を全員に確認してもらい、個別にも意見をいただく機会をつくっている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 毎日レク案を作成し、どんな目的・目標でレクリエーションを行うのか全員に周知している。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 気軽に相談したり、管理者が最後に見届けたりする流れが構築されている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
月々に新しいレクリエーションを採り入れている

主に担当している方以外にも意見を聞き、積極的に取り入れている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% LINE等活用しながら、その日その日の子どもたちの様子や注意点など共有している。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% HUGを活用し、その日の様子を確認し合いながら記録することができている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%
ケア記録を毎日全員入力している

主にHUGを活用し記録。LINEで共有している。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% 必要性があった場合には協力している。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 89% 11% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 78% 22% 今の所は予定はありません。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 78% 22% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  89% 11% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% 保護者に活動内容を実際に見て欲しいなと思う時がある

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 78% 22% 今の所は予定はありません。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド093勿来店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 83% 17% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 83% 17% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17% 室内に虫が多いため、お子様にも影響がないよう工夫が必要

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  83% 17% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド094千駄塚店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 70% 30% 店舗のドアにに南京錠をつけても、思い切り押されたら壊れて開いてしまいそうなので、何らかの工夫が必要

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20% 有資格者、男性職員を増やして欲しい

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 90% 10% トイレ数が足りないと感じる

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 70% 30% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  90% 10% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 90% 10% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 80% 20% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 90% 10% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  90% 10% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 90% 10% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
90% 10% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 80% 20% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 70% 30% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 90% 10% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 90% 10% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 90% 10% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 90% 10% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 60% 40% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  70% 30% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 90% 10% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 90% 10% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 90% 10% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 90% 10% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 90% 10% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 90% 10% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 90% 10% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド098伊勢崎茂呂店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  67% 33% 他店舗の、車のタイヤを保管してるため一部屋使えなくなっているところについて改善が必要

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 朝礼やレクの振り返りを行い、職員の意見を聞く機会が設けられている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 67% 33% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 67% 33% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 保護者からのお話も必要に応じて共有されている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 67% 33% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド099大泉店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 69% 31%

物の配置を移動して広くした

動線を変えた。子供の動きや、入室後の流れを意識した配置に変更した

利用定員に対してスペースが狭すぎる為、必然的に室内を動き回る子や遊びの中で大きな声を出してしまう子が周囲に居る中で学習に取り組まなければいけない状況になってしまい、学習に集中出来ない様子や、学習の前に遊びに向かってしまい中々学習

に取り組み始められないといった様子が多数見られる。静かに休んだり、周囲して学習に取り組む場所として相談室のスペースを使用しているが、ドアを閉められず、壁の上部も吹き抜けになっているため、他児の大声等に対する対策としてはあまり効果

がないように思われる。また、パソコンを配置している事で死角が生じてしまい、特にパソコンの使用をめぐるトラブルやそこから発生した他害等の事案について、職員の対応が遅れたり、トラブルの発端が不透明になってしまう問題がある。

床や壁の色などで仕切られている

スタッフでよく話し合い室内の配置を工夫している。施設の大きさ的になかなか難しい点は、受け入れている子供の年齢の幅が広がるほどに手狭に感じる。

利用者15人MAXではスペースが狭いと思う。
個室を使ったりしても人数によっては多く感じます

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13%

子供1人に対して大人の人数が多い時があると思う
土曜日、祝日の短時間勤務職員の出勤体制

非常勤職員(特に定年以上の方)の勤務について改善の必要があると感じる。常勤職員が他害の可能性がある児童が活動しているスペースの見守りをお願いしたが他児とのトラブルが起こってしまったり、特定の児童のみと積極的に関わる様子や勤務中に居
眠りをする様子などがある。現状、定年以上の年齢の非常勤職員の方は連絡帳の記入は行えない、送迎の運転にも入れられないという状況に加え、児童の見守りや関わりといった点でも逆に常勤職員の負担が増えている部分がある。利用定員MAXの状態
で常勤職員が送迎や連絡帳の記入なども全て行わなければいけない状況で、送迎からの帰社時間が18時を過ぎる事もあり、定時時間内に全ての業務を終わらせる事は現実的に不可能な状態である。さらに、長期休暇中等、児童が朝から1日利用する場合、
毎日レクリエーションを行っているが、児童が居る状態では児童の退室後に連絡帳等の記入を行う時間も十分に取れず、勤務中にレクリエーション準備に充てる時間はないため、常勤職員が持ち帰りでレクリエーション準備をしているのが実態である。人

員不足は勿論あるため、根本的に人手を増やす必要があるが、非常勤職員が入っても常勤職員の負担が軽減されていない為、非常勤職員であっても最低限「しっかり児童の見守りやトラブルへの対応ができる、活発な児童と関わる体力がある、連絡帳の記

入程度の基本的なPC操作が行える、送迎の運転を任せられる程度の運転が出来る」人員を配置して欲しい。
子供にずっと着くのではなく頼まれた時や見ていて困っていそうな時に対応したりしている

自発と放デイが同建物にあるので職員の配置を都度調整している。突然異動発令があるので現場が混乱しているように感じる。職員の質も様々だと感じる。

人員配置と送迎について、工夫されている。

声をかけあいながら支援しています

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 81% 19%

少しずつ改善しているものの、子供向けへの情報が多かったりすることがある。また、おもちゃ倉庫の住所を決めて整理整頓を行った。

絵カードをつかう

工夫点、マットで、色分けした…改善点は玄関口、保護者が勝手に入る、開けたままにする、児童の乗車の際開けたままにしている。玄関に児童を置いたままの時もある、乗せ込み時に配慮がいると思う。児発児童の乗せ込み事、放課後ディの職員が児童

を見ている事

子供が入ってはいけない場所や触ってはいけない物等を当たり前の様に立ち入ったり触ったりしている様子があり、視覚的な掲示や物理的な対策等の改善が必要であると思われる。また、発語のない児童に対しても、職員個人で絵カード等のコミュニケー

ション方法を用いているが、絵カードでのコミュニケーションが有効であり、一部の活動ではPECS形式で欲しいものの要求を伝える事も出来ているため、職員全員でそうしたコミュニケーションツールを使用したり、事業所内で児童が職員に要求を伝え
る場面などでPECS形式の意思伝達方法を取り入れて行く方が良いのではないかと思う。
視覚的にわかるようにしている

数年在籍している職員がいることで児童の特性を熟知しているため、身近でできることから日々配慮されて年々良くなっていると感じる。

学年や障害の度合などを配慮した構造環境にする改善が必要です。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

毎日掃除をしている

子供が来る前帰った後に掃除をしている

マットレスをひくことや、色で見た目でわかりやすく空間を分けている。（勉強スペース、活動スペース、など）。元々がコンビニなので雨がたくさん降ると入り口から浸水してしまう。

日々、清潔、清掃を心掛けている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  88% 13%

活動を分けた【学年、入室時間の遅い児童に対して】

子どもが個別の部屋を使用する場合、集中して学習に取り組むスペースしか個別の空間になる場所がなく、個別の部屋として使用している間、他児が集中して学習するスペースが使用できないという状況が生じてしまうため、改善が必要と思われる。

個室がよういされている

集中したい児童のために個室が使えるようになった。その際には扉を締切にならないようにストッパーを設け、職員も近くで見守るようにしている。個室として仕切られているが、構造上部屋は静かにはならず、周りの音が響いてしまう。

個別対応できる場所の改善が必要です。

クールダウンしたり、静かに過ごすために

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 81% 19%

ミーティングをしている

毎朝常勤ですりあわせをおこない、情報の共有を行っている。LINEでは見返さないとならなく、書面をファイリングしている
個別の支援計画など、本来職員全員に共有されたり作成にあたり職員間での検討が必要な物が共有されておらず、個々の児童に対してどのような支援計画・個別目標が設定されているのか職員は分からないのが現状である。そのため、目標達成に向けた個

別の取り組みや学習計画等もなく、「療育」という部分は機能していないと感じる。

定期的なミーティングをしている

改善目標設定などが必要です。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%

ミーティングをしている

情報の共有を行っている。別紙で紙媒体でフワィルしている

上記の個別支援計画等も含め、責任者からその他の職員にそれらの内容が共有される機会が設けられていない。

評価をし説明している

評価など情報共有している。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%

少しずつ改善しているものの、意図が伝わりずらいことが多いため難しいことが多い。

MＴGや、毎日のヒヤリ、ニヤリ報告にて記載。改善案は短時間の職員さんが、雇用的に仕事の負荷が多いと意見があがる
意見を提案する機会があっても、その意見をもとに業務改善に繋げられている様子は見られない。

全体連絡などをして意見交換している

ミーティング時に広くどの職員に対しても意見を求めてくれる。すぐできそうなことは取り入れてくれるのも早い。

仕事前に、意見交換をしている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25%
自己研鑽、研修を元に行かされた事案を話す機会を設けている

保護者からの要望に対してどのように対応するのか、どのような業務改善が必要かを考える点に改善が必要と感じています。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

実際の現場同士の工夫も聞けたらと思う。

オンライン研修は見ても意見を別職員に聞く職員がいる。自分の為質の向上の為と思ってもらいたい

月1回程度の動画研修がある
毎月、研修動画をみて、仕事に活かせるやめ、取組んでいる。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  75% 25%

個別支援計画に基づいて個別の支援内容を話す機会がある

支援プログラムの作成に職員は一切関わっておらず、どのような目標設定を行うか等についての話し合いもないため、個々の児童に対して適切な支援プログラムが作成されているのか不明であり、また、それが共有される機会もないため作成を担当した責

任者以外の職員はそれらの内容について把握していない。

評価用紙が作られている

非常勤勤務のため情報の開示が少ないところは工夫が必要だと思う。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 81% 19%

子供に関する話し合いは行なっているものの、伝わってない部分も多い。

登録児童を、分けてアセスメントを行っている

自分は使ったことがないが他の職員は作っていると思う

工夫しているようだ。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  81% 19%

作成にたずさわっていない

意見交換している

放課後等デイサービス計画を作成する際に職員を交えたミーティング等もなく、保護者を交えた面談やモニタリング等は全て児童発達管理責任者が対応し、 放課後等デイサービス計画を作成しているため、職員の共通理解ではなく管理責任者個人の理解
に則して計画が作成されている。また、児童発達管理責任者は日頃パソコンで事務作業をしていることがほとんどで、子供と関わる機会が職員の中で一番少ないため、子どもに対する理解が職員と相違している事が多々ある。

全体に周知してもらえる機会がある

検討してると思う。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 81% 19%

子供に関する話し合いは行なっているものの、伝わってない部分も多い。

計画に沿った話はみえてこない

改善点は、個人的にやりたい事を進めないで、全員が出来るか内容を精査してから進めて欲しい…作成する時間や支援中等お

何も共有されていません。計画に沿った個別の支援や取り組みも行われていません。

職員間でちゃんと周知されている

情報提供はないが行っていると思う。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25%

打ち合わせしているが，捉え方が様々な為共通した支援、関わりが出来ていないと感じる

不適切行動が目立つ場合にのみ対応を検討するのがほとんどで、日常的に子どもの適応行動に対するアセスメントは行われておらず、改善が必要。。

明確なものが無いので誰が見てもわかるものがあるといいなと思う

共有のアセスメント表の提供。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
88% 13%

話し合い進めている

そもそもどのような内容で計画を立てているのか、どのような支援方策で取り組むのか、共有されていない為、改善していけると良い。

家族や学校などと連携を取れていると思う

実施してると思う。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 81% 19%

個別に行うプログラムや、年齢に配慮して検討をしている

レクリエーションの内容について、大まかな案出し→その中から行うレクの選定→レク担当決めという流れで活動プログラムが決められているため、レクリエーションの立案者と担当者が別の職員である場合がほとんどで、立案者がどのような内容を想定

してその案を出したのか分からず、結局担当に当てられた職員が活動名に合うレクリエーション内容を考えるという二度手間になっている。また、その活動を通して子供たちにどのような事を身につけさせたいのか、どういった目的をもってその活動をす

るのかまで考えてプログラムを組むのではなく、時間を消費する事がレクリエーション活動の第一目的になっているため、子どもにとってその活動を行う意味がないようなプログラムであることも多い。

レクリエーション等1人でやるのではなく色々な人がローテーションしたりして行っている
チームで検討している。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 88% 13%
過去のレクカレを参照にしている

勉強→パソコン学習→マイクラや遊びと行動は固定化されてしまっているので、何か別のものがあるといいなとは思う

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 75% 25%
学習場所の配慮、音過敏の児童に配慮している

集団活動的なプログラムであっても、子供同士で協力する、チームで勝負をする等の活動は出来ておらず、結果的に集団に見えるが個々での活動となっている状況が多い。

自分は作成していないが他の職員は作っていると思う。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 94% 6%
1人1人によって声のかけ方や関わり方をかえて支援している。
前日の事象もすり合わせている

ミーティングが開催されてその日に来る子供の情報等が共有されている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 81% 19%

当日は厳しいものの、翌日等に振り返りを行なっている。

インシデント報告の記入など、決まった人が記入しており、色々な人に記入に参加して欲しい。

支援終了後、退勤時間までに打ち合わせをする時間がそもそも取れません。送迎後、連絡帳やその日に書かなければいけない書類、翌日の利用者チェックを終えるだけでも退勤時間を過ぎることがあり改善が必要。

良かったこと悪かったことを書き出している

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 81% 19%

記録することを徹底は怪しいものの、対応方法や対策については話し合うようにしている。

記入しただけでは亡く、すり合わせている

記録を取る以前に、職員間で一貫した対応をするような話し合いすら行えていない為、個人判断で適切な支援方法を模索したり、実際に新しい方法での支援を試して改善したりしています。有効な支援方法について共有しても、全体としての支援に反映さ

れたり他の職員も同様の対応に統一するなどもないのが現状です。

記録として残しておくものは明確になっていないのであれば次の支援などで動きやすいと思う。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 81% 19%

見直しが行われているかは怪しい部分がある。

すり合わせにて行っている。

放課後等デイサービス計画については何も分かりません。

家族と面談をしたりしている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 81% 19% 個々の特性に合わせ個別療育を進めている

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 94% 6%
自己決定が難しい児童には代替え案を提示する。選択肢を与えている。

行動を強制するのではなくどうしたいのかを考えて支援している

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 81% 19%
子どもの状況を正しく理解してるかが怪しい部分がある。

児童発達管理責任者は、常勤職員に比べて日頃から子供との関わりが少ないが、会議等は全て児童発達管理責任者のみ参画しています。

自発管等が参加している。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 81% 19%
学校との連携は全く取れておらず、学校での児童の様子などはほとんど分からないだけ、工夫が必要。

学校や他施設職員がモニタリングに来たりしている。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 94% 6%
内容に関しては共有している

迎えに行った時に当日の状況等を聞いている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13%

大泉店持ち上がりの児童に関しては行なえている。

就学予定児童に対しては、児発の支援に参加し、関係性を深める取り組みを行っている

こうした情報についても共有されていない為不明

適宜情報共有をしている。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 75% 25%
該当学年が少ないため。

相談員さんに資料を渡す、これまでの事柄の記載を書面で渡す等

おそらくやっているとは思うが自分がやったことがない。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 定期的な研修を行っている。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 63% 38%
他店舗との合同は行うようにしている。

他事業所と共同でレクリエーションを行う機会がある。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 88% 13%

都度共有している

こどもの状況を保護者と伝え合う事はしているが、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持てているかという部分に関しては、完全にそうであるとは言えないと思われる。保護者と職員の間でのこどもの発達状況や課題について認識が異なってい

る部分もある。

送った後に情報共有したり、ハグを用いて共有をしている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% 相談員さんにも共有し、又は学校、学童、併用先とも連携を取っている。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 94% 6% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  69% 31% モニタリングにて行っている。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 81% 19% 保護者に共有して良いか了承を得てから行っている。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 88% 13%
送迎時職員からの訴えや、聞いた内容によっては、電話にて内容の確認を行っている

定期的に保護者との面談をしている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 88% 13%
保護者の要望、希望を伺う。謝罪を方向性の話を行う事をしている。場合により責任者に対応をお願いするなどもある。保護者のニーズを伺う努力をしている

その日のうちに対応し、その日に対応できなさそうであれば翌日には対応できている。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 69% 31% ハグ等を用いて行っている

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 94% 6% 写真【戸外活動の際】の取り扱いに注意している

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 88% 13%
会話時の配慮をしている

言葉だけではなくてを用いたり、外国語のカードみたいなものを取り入れている

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 44% 56% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% レクリエーションにおいて、不審者訓練、Jアラート訓練、水害訓練等も行なっている

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 81% 19% レクリエーションで災害センターに行き学ぶ機会も設けている

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13%
該当児童が少ないため、確実な情報を共有しきれているかは怪しい

モニタリングの際に行っている

全体に情報共有され周知している

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13%
医師の指示書をもつ該当児童がいないため行なえていないものの、アレルギー持ち対象児童には別のおやつを用意することは行なっている。

全体に情報共有され周知している

おやつなど、アレルギー対応している。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 81% 19% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13%
玄関口にリストを置いている

家族にも話をして説明している

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%
日々の記入で、共有し改善している

書き出してファイルに保管されており従業員が見られるようになっている

情報共有している。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 94% 6% 定期的な研修が開催されている

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 88% 13% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド103新上大久保店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20%

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20%

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  80% 20%

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 90% 10%

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 60% 40%

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 90% 10%

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 70% 30%

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0%

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 90% 10%

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 90% 10%

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
90% 10%

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 90% 10%

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 90% 10%

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 60% 40%

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 70% 30%

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 90% 10%

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0%

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0%

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0%

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0%

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0%

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 80% 20%

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 90% 10%

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 70% 30%

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 30% 70%

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50%

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50%

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0%

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0%

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 30% 70%

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0%

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20%

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 90% 10%

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 30% 70%

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0%

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 90% 10%

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0%

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 90% 10%

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0%

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

児童がクールダウンが出来る部屋が欲しい

パークと複合の施設であるため収納スペースの不足が目立ち始めています。クールダウンのスペースを十分に確保するためにはもう少し工夫が必要と感じております。現状は「取り出しやすく・見やすく」を心がけた整理整頓を行っています。

入室から活動に入るまでを動線で考えている

もう少し広いと良いのかなと思います。

児童が服を汚した時などの着替えスペースが欲しい。

送迎が出来るスタッフが高齢化している店舗は何かしら手を打つ必要があると思います。

特に支援が必要な児童が多い日は、職員の手や目が足りないことがある。

6月からの人員の調整により、児童の人数が定員いっぱいの時や特段サポートが必要な児童が多い日は、一人一人の負担が大きくなったように感じております。対策としては、少ない人員でも見切れるように、また子どもたちにはメリハリを持った行動を
取る練習としてスケジュールに「静」と「動」の時間を設ける工夫をしております。しかし、パニック時や児童の状況によっては心もとなさが今もあるのは現状です。

土曜日は重度知的障害児童が半数を超えているため、通常の規定人数では足りていない。

児童が使用できる部屋の数が限られているので、子どもたちもルールが分かりやすくトイレなどの場所に迷うこともほぼありません。死角になるところが少ないのも安全に繋がりやすいと感じます。

見通しがつくようにホワイトボードに予定が書かれている。

入ってはいけない場所にはテープでラインを引いている

上級生が増えている、男児の比率が多いことで汗をかいたり運動を好む傾向があります。そのため床が黒ずみやすいのですが、少なくとも2週間に1回くらいの頻度で蒸気クリーナーでの床掃除をしております。また、害虫防止のために児童の死角になる部
分にブラックキャップなどを配置しております。

活動内容の切り替えごとに消毒を行っている

方ディの自由時間では活発にボール遊びをしたい子と静かにおもちゃ等で遊びたい子が一緒のスペースを共有している為ボールが飛んできてしまい、危ない場面があるので改善が必要ではないかと思います。

プール等男女別れて着替える場所の確保を検討してほしい。

談話室をクールダウンとして使うことがあります。基本的に落ち着くことができますが、すぐ隣がパークの活動室ですので聴覚過敏の子たちのクールダウンにはあまり向かないため、部屋には移動できませんが他児に見えにくく音が響きにくい場所に移動

して対応しております。

使用できる個室は1室しかないので、来客など予定がわかるように貼り札をしている。
個室に行きたくてもダメと言われてしまう時があるので、ちょっとした半個室的なものがあるとその子も少しは落ち着けるのかなと思います。

集中するために相談室で勉強をしているため、相談室が使われている時は入らないので、静かに過ごせる個室が欲しい。

モニタリング、アセスメントのために事前にスタッフがスタッフ間の意見を纏めて児発管に児童ごとに毎回作成している。

普段の業務の中で雑談としても子どもたちの状況と対応や工夫を考えて話し合っています。そこで管理者や児発管含め相談したい場合は定期的に行うスタッフ会議にて共有を行うことで対応を話し合う時間を設けています。

全体として行ってはいないが、個々人が自覚して改善と工夫をしている。

アンケートに回答いただいている保護者様が昨年度まで少なかったので反映が難しいところはあります。しかし、普段の業務での共有やモニタリングでお互いの意見を擦り合わせることを心がけています。

保護者からの要望はハグで確認している。責任者とラインで直接やりとりしている場合については知らないが、スタッフがすべてを知る必要はないと思う。

パートだからか保護者向け評価表は見たことはないが、グループLINEで、保護者のハグを共有しているのでそれなりに伝わっているのではないかと思います。

個人として感じるものではありますが、基本的にスタッフ間が共有を心がけております。また、管理者・児発管ともに話しやすい空気感を作ってくださっているため何かあればすぐに話すことができると安心しております。

採用不採用についての結果は知りえないが、良かれと思うことは自主的に提案をしている。

社員さん同士では色々と意見交換し改善策を話し合っていると思います。

何か問題点があれば、改善にむけての話し合いを密にし、改善につながっている。

今後検討していきたいと思います。

参加がしやすいように動画研修が主である。

定期的に行っており、資質向上をはかっている。

モニタリングがある度にどんな会話がされたかを要約して全員に周知しています。

ハグで確認ができる。

主要なスタッフで確認をしている。

月一のスタッフ会議が行われている。

かなり話し合いが行われている。

スタッフとしてどんな支援をするか具体的に記した物をスタッフに周知しています

自発的に情報を取りに行かないと得ることができない。共有の仕組みが不十分。個人アカウントでのラインでの共有はやめるべき。コンプライアンス違反になる情報が多々ある。

基本的にはハグでの活動報告に詳細を作成している。

地域支援・地域連携についてはできていない。店舗単位ではこの活動は人的に困難。これは本部が行うか、本部がサポートをして共同で取り組むべきこと。

レクリェーション活動案をスタッフで確認している。

同じ活動でも各スタッフが工夫をしてアレンジをしている。

その日に来所する子ども達に合わせながら工夫してプログラムを組んでいる。

集団に特化しており個別は限定的な活動になっています。

体格や特性別にグループ分けをして成功体験がしやすいようにしている。

始業終業時には話しをしますが限定的です。

必要に応じて打合せを行う。状況判断。レク担当とサポート担当が日々決まっているので役割がはっきりしている。

必ずはしていない。お互いに気が付いたことについて確認はしている。

パートの参加は必ずではないが、ほぼ振り返りをしながらその日にあった内容を共有しながら、次に繋げている。

LINEのグループにてなんでも送りあいます。
ハグに記録をして検証と改善でPDCAをまわしている。
毎日記録を取りながら支援に繋げている。

スタッフ間ではない。管理者会議では行っているのだと思う。

気づきがあれば手を差し伸べる。

SSTや目標作成など客観的に自分をみる練習を取り入れている。

現場のスタッフから詳細な情報を得ている。

担当者がおこなっている。

地域評議会こども部会に参加しています。

今年度になって児発管を中心に地域や学校との連携を強められるように動いてくださっており、連携して支援できる場面が増えていると感じています。

体制はできていると思う。

担当者会議を開くように全てのご家庭に話しています。

各学校のサイトを定期的にチェックしている。

同じく新上大久保店のパークを利用していない限り共有事項が回ってくることはありません。保護者の方からのお話が引き継ぎの全てとなっております。

申し送りができているように思う。

出来るようにはしていますがそこまでの年齢に上がった児童がいません。

現状移行している児童がいないため、今後の児童の動きに応じて対応できたらと思います。

申し送りはできているように思う。

茶話会などに参加して顔を繋ぎ、様々なことを相談させていただいています。

知る限りでは予定はないように思う。

年に数回、利用人数が少ない時には利用しているらしい。

参加報告を聞いたことはないが、管理者がしているとは思う。

HUGでは些細なことでも共有を心がけております。保護者によっては口頭の方がいい場合もありますので、柔軟に共有方法は変えながら対応しております。
お迎えでの引き渡しやハグにて報告。

できる限り職員と共有している

モニタリングで行うことがあると思う。

面談などで行っていると思うが、個々の詳細な規定がないため不足していると思う。

モニタリングで行っていると思う。

面談やモニタリングで行っている。

管理者が行っていると思う。

責任者がモニタリングで行っている。保護者様から直接相談がある場合ある。

そのような活動はない。活動をいつ行うのかで就業時間の計画も変わるのではないか。

管理者責任者が迅速に対応している。

共有もしている。

月１で活動スケジュールを郵送している。定期的にはないが、イレギュラーな行事についてはお知らせを作成して手渡しをしている。

個人ラインを使ってスタッフ間で児童や業務の情報交換を行っており、ビジネスラインをスタッフにあてがうなどするか手段を変えるべき。

体調や活動の様子を観察してハグで報告をしている。保護者様が消極的だが、医療機関からの必要な情報の提供が期待できない。

いろんな障害に対応するよう、工夫しつつ、より良い環境に向かってアイディアを出しあっている。

事業者単独では困難です。本部で企画や運営を行う必要があります。

動画研修やレクリェーション活動に取り入れている。

レクリェーション活動に取り入れている。

一年に何度か行っている。

送迎の際に確認をしている。てんかんに関しては、事業所に医療従事経験のあるスタッフがいないので、医師からの指示書の提供を必須にして欲しい。児童の健康状態によって施設に預けて良いのか判断基準になる。情報共有を受け入れ条件に加えてくだ

さい。

職員間で共有している

管理者が面談で確認している。スタッフは書類を確認することができる。

研修で行っている。

契約時に行っていると思うが、連絡先など毎年更新が必要。

月１の会議で報告。あれば都度報告。

動画研修を行っている。

ご家庭と外では異なる面を児童はみせます。児童のありがちな行為や本質を認識することで施設と家庭で統一した療育が可能になる。特性は一つではないことを認識してもらう必要がある。

管理者が話を通していると思う。
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グローバルキッズメソッド105新古河店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33% 5Sの励行を行っている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 56% 44% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 89% 11% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 78% 22% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 89% 11% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 78% 22% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 個別ファイルにメモ記入を行っている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 78% 22% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 89% 11% 市の研修会へも参加している

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  89% 11% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 22% 78% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 44% 56% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



106 106
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド106いわき平店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 89% 11% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 89% 11% 児童数に対して、部屋が狭すぎて、運動系のレクをするのに狭いため、部屋の使い方を工夫する必要がある

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 89% 11% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 78% 22% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 78% 22% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 22% 78% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 22% 78% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 89% 11% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  44% 56% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 89% 11% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 22% 78% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 89% 11% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 78% 22% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 22% 78% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 89% 11% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 89% 11% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド107雨ケ谷新田店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 25% 75%
せまいと感じる

運動をしたい児童が多いので、テーブルを畳んで端に寄せていますが狭いように思います。

体を動かしたい児童が多く、近くに公園がないため不便である。ドッチボールやバレーなど、ビーチボールを使ってPCをしている児童にもケガがないように声掛けをしている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 0% 100%
パートスタッフもいるが、他店勤務のこともあり、児童の支援に配慮が必要。

児童に対して職員の人数は足りないと感じることもあり、工夫が必要。

職員数には限りがあるため、事務作業をする時間が少なく、時間の使い方に工夫が必要。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 50% 50%
入り口の上り框で転んでしまう児童や、落ちてしまう児童などがいて危ないと感じております。

玄関の段差。実際にケガをしている児童がいるため、改善の必要があると感じる。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 75% 25%
掃除は毎日しておりますが、動きたい児童もいるためスペースが限られてしまいます。

空調がたくさんあるし、西日が当たる際には、雨戸も閉められるので、よいと思う。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 25% 75% 職員会議の時間を有効に使っていきます。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 25% 75% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  50% 50% 専門支援が遅れてしまっているので、現状を把握して作成しております

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 保護者からニーズを聞くことを大切にし、また、職員からも児童の様子を聴きながら、ひとりひとりにあった計画書を作成しています。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 児発管となり、モニタリングで保護者から聞いた情報を共有し、計画を伝える努力をしています。これからも、足並みをそろえて支援出来るよう、他の職員とのコミュニケーションを大切にしていきます。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 75% 25% 職員会議やすき間時間を使って共有していきます。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 75% 25% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 50% 50% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50% できたり、できなかったり。事務作業や清掃、翌日の準備で話す時間が作れない日もあるため、時間の使い方の工夫が必要。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 50% 50% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 75% 25% 会議への出席はまだない。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 出来ている学校と、出来ていない学校があります

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 25% 75% 保育園や幼稚園との連携はない。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 25% 75% そのような児童はまだいないので、研修があるといい。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 25% 75% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 出来ている家庭、出来ていない家庭があるため、出来るような改善は必要。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  25% 75% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 送迎時に相談された場合にはなるべくお伝えするようにしております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 25% 75% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 50% 50% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 75% 25% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 研修が行われていても、職員の特性があるので、研修だけでは難しいと思う。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド108浦和中尾店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 78% 22%
静動の部屋に分かれている。

順番待ちの利用方法を設けている点は良い。改善が必要な点は当日キャンセルで空いた枠が出た時、スペアの利用を求め月内で極端に減らないようにするべきである。

運動用のスペースとして別室を用意していることで室内遊びと運動遊びの利用者で住み分けが出来る点。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 公休日のシフトで上手くいっている。ただし、突発の欠席の場合も他店舗からのヘルプによりまかなっているので、問題ない。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 入室入口が平坦になっている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 点検票を用いているので、問題ない。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 特定の部屋が用意されている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 89% 11% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 毎月短い動画で共有されている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 職員間で共有が常時可能

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 会議の他、常時共有可能

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 会議の他常に話し合いが可能

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 曖昧なことはそのままにしないようにしている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 休みの人への情報の共有も行っている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 職員間の情報の共有には配慮している。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 89% 11% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 78% 22% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 56% 44% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 78% 22% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎の際には保護者様とお話しするようにしている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% きょうだい同士で交流する機会はあります。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 56% 44% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド109大田原店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 90% 10%
おもちゃなどの保管方法には配慮している。

プレイルーム含め他店舗に比べると広い方であると思うが、体力を発散しきれない子供にとっては狭そうに感じる。

片付ける場所を見える化して綺麗を保てるようにしている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 自由時間もプレイルームや各部屋に子供達が散らばるときも、スタッフの配置を考えて安全に過ごせるようにしている。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 異年齢で過ごしているので、イラストで誰でもわかる工夫をしている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 掃除は毎日分担をしながら行い、掃除道具は子供達の手に触れないところに置くなどしている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  90% 10%
個別の部屋が無い

学習など個別が必要な子に、スタッフと個室で行うなどしている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 問題が出た時にその都度スタッフで考え、共有している

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 共有のLINEで報告して、内容を共有している

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 常にスタッフ間で話をして共有している

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
研修後に感想を述べている

パート・アルバイトには初期研修が不足してるのと、出勤によっては研修に参加できない事がある

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 専用のLINEで共有している

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 個別支援計画など、LINEで共有したものにはリアクションして見たことも共有している

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 土曜日のレクや日常のレクで新しい遊びを取り入れたり、勉強もさまざまなプリントを用意している

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 専門職の人に聞きながら、必要な支援をしている

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 80% 20% 毎回、毎日ではないので、意識していきたい

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 90% 10% 毎回ではないので、意識したい

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 何かあった時は必ずLINEで共有している

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 全体LINEで共有してくださっている

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 必要な子には関係機関で集まり、会議を行なっている。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 90% 10% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 80% 20% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 90% 10% 他店舗や他事業所との合同レクを行っている。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 80% 20% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% ハグや送迎時に伝えている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 送迎の際に今日の様子も一緒に伝えている

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 70% 30% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 70% 30% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 70% 30% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 90% 10% 災害時の対応を具体的に知りたい

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%
LINEで報告している
専用のLINEで共有している

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド110我孫子店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
ご利用のお子さん達が伸び伸びと生活ができるように室内を広くしている

ボール遊びをしている児童等、周りに危険が伴う恐れがある遊びは、声かけするなどして少し離れて遊んで頂いていた。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 全体が見渡せる位置にて、見守りを行うようにしていた。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
外部に通じる恐れのある部屋の施錠。頻繁に開錠と施錠を繰り返すため壊れやすい。鍵を扉の近くの高い場所に引っ掛けているが、管理方法としてベストかどうか疑問がある

生活空間は、障害の特性に適されている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
児童がほっと一息つける少し暗くて静かな場所に肌触りの良いソファ的なものがあると良い。

職員が皆さんで声を掛け合って、気を気配っている

児童が帰った後、清掃をした後消毒を行っている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
その子に合った、環境を工夫されている

体調や心の変化があった際に利用できる部屋がある

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 92% 8%
目標設定などが画一的で通り一辺倒な感が否めないため、工夫は必要。

様子をお互いに共有している

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% 常に職員が気がついたことは、共有して改善している

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 会議や職員間での話し合いにて意見交換をしている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 92% 8% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 92% 8% 過去の全体研修へのアクセスをしやすくする。現時点では全体研修のプレゼン資料の一部として提示されている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 92% 8% 情報は共有されているが、それを把握しきれていない職員がおり、職員内での情報の共有にも時間を要することがある。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 92% 8% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 日々内容が被らないような月間スケジュールを組んでいる。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 92% 8% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 83% 17% 打ち合わせというよりは、時間のある時に職員間で児童の様子を共有している。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25%
送迎に出るスタッフがいるので現実的ではない時もある

支援の振り返りよりもできなかったことだけ話にあがりその先があまりないので、改善が必要。

打ち合わせというよりは、時間のある時に職員間で児童の様子を共有している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 92% 8% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  92% 8% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 運営規定が文書で提示されていないため、早急に改善していく。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 92% 8% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 92% 8% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド111富士松岡店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% レクリエーションの充実が必要。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 充足してると思う

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  33% 67% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 33% 67% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド112佐野店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 44% 56%

レクの工夫。季節感を取り入れた製作やイベントを企画している

利用する児童が10名を超えると狭いと感じることがある
狭く感じる。

個別の療育室がある、大きい部屋とは別に活動の部屋があること。

人数が増えため、狭く感じる

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 44% 56%

職員の休憩時間が取れない時もある

やや足りないと感じることがある

個別サポートが必要な児童が数⼈いると、他の児童への⽀援が⼿薄になってしま

う。送迎で⼈員が裂かれるので、全員に満⾜な⽀援が⾏き届いてない

利用児童の児発、放デイの人数に対してスタッフを配置している。

個別に対応する際、手薄になってしまう

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 78% 22%

各場所を分かりやすく、カード表示している

椅子の形状や、高さの変更

大きく見やすい字で部屋の名前が書いてあったり、絵で表してわかりやすくしている。

椅子の高さが高い

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 89% 11%

児童が安全に移動出来る動線を確保するとともに、必要に応じて落ち着いて過ごせるスペースを確保している

夏は暑い

トイレに換気扇がほしい

毎日清掃を行なっている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 89% 11%
必ず職員の目視の元での使用

部屋数が少ない、クールダウンする場所がない

扉があるため子供が集中して取り組める

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%
業務改善は日々、職員間で共有し、意見を出し合いながら取り組んでいる。改善がある場合は次回に繋げられるよう振り返りをしている

定期的に職員会議を行なってる

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22% 情報共有を行っている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%
何でも相談出来る環境を構築しコミュニケーションをはかっている

全員が会議に参加し話し合う場を設け、業務につなげている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 振り返りをし次に繋げている

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
しっかりした研修内容が充実している

定期的に研修がある。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0%
指針に基づいて、会社組織が取り組んでいる

細かく具体的に書かれている。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
児発管が取り組みやすいように会社組織でのベースが整っている

それぞれにあった計画書を作成してくださっている。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  89% 11% 情報共有、職員会議を行なっている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
情報共有は日々行なっている

共通の療育ができるよう共有してくださっている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
89% 11% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11% 話し合いを挟みながら活動を行う子供が被らないように考えている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 89% 11%
毎月作成している

新しいの月々増やせるよう考えている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11% 全体で行うものと、個別で行うものを分けている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 89% 11% 毎日はできていないため、工夫が必要。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 89% 11% 終了後の共有は毎日できてないため、改善が必要。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 89% 11% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 行ってくださっている

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 行っている。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 自分で選ぶ場を設けている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 参加してくださっている

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 不安な場合は学校や保護者に連絡を取ってくださっている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 78% 22% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 56% 44% まだ障害福祉サービス事業所に移行する児童がいないため

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 56% 44% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 89% 11% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 78% 22% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 89% 11% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 89% 11% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 89% 11% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 37度越えたり咳をしている状態でも状況によっては預からなければならないこともあり、マニュアルなのでのお預かりの明確化が必要

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 服薬する児童の時間や飲む薬を共有している。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 67% 33% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 78% 22% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 89% 11% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 研修に参加している

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 89% 11% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド113せんげん台店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 71% 29%

もう少し広い遊び場が欲しいのと玩具が少ない

広いスペースを作って移動できる机とかが良いと思います。

毎日のレクリエーションは工夫されていると感じる

ドアの鍵がぐらついている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 71% 29%

常に職員が足りない。一人にかかる負担が大きい。

人数を制限して、見渡せるように、職員全員が把握できるのは良い点。一方で、夏休みは朝から子供同士が接するので、ケンカやトラブルがどうしても多く発生してしまいます。その時に、職員同士、意見が割れてしまうのを、子供達の前では、見せない

方がいいなと思う。

丁寧な支援を行うためには余裕がないと感じます。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
広いスペースがある方が見渡せる点と、離れて遊ぶ事で、トラブルなく過ごせるのは皆んながストレス無くて、良いと思いました

エアコン動力不足

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 86% 14%
全体的に汚い。この間は、黒光りする例のものを見た。また、玄関周りの清掃も行き届いていない。

わりと、新しい内装なので、綺麗を保てるし、清潔感はとても大事。同じ、おもちゃや、遊ぶ道具を共有するので、秋になる季節の変わり目は、体調管理に気をつけていきたい。学校が始まり、疲れてないか？とか、手の洗い方が雑すぎて、少し心配。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 100% 0%
かんしゃくをおこした時、大きな声でずっと叫んでいる子などは、違うお部屋で、クールダウンしてあげると落ち着く時間が早くて、いいと思う。その際は、先生も一緒に入って、話しを聞いたり、味方だよ！と思ってくれる様に、接し方が大事。育った

環境で、成長に大きく変わると改めて思いました

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 71% 29%
共有が不十分なことがあり、改善が必要。

分かりやすくできてると思う

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 71% 29% 親御さんの気持ちに寄り添うようにしてあると思う

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 71% 29%
垂れ流しの会議になんの意味があるのか？意見を言える場所にして欲しい。

わりと意見は言いやすいと思う

職員が集まって話合う場が月一回の職員会議しかないので、毎日短時間でも話し合いの場があるといいなと思います。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 71% 29% 外からみて、良い評価は、これからの仕事に対する良い姿勢になると思いました

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 86% 14%
自主的に参加はあるが、もっとこう学びとして得る研修がない。

意見交換してます

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% プログラムに沿ってできてると思います

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% それぞれ、接し方に注意を心がけてます

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  86% 14%
私も含めてそうだんはなされていない。その点は改善が必要。

いろいろな特性があると改めて知る事ができた

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 教えて頂き、指導も適切で、働きやすいです

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 71% 29% よく観察して、遊びながら、接してます

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
86% 14% みんなで、子供達のためになれる様、意識していきたい

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 57% 43%
各々が勝手にはじめて勝手に完結している。

そのつど、新しい事をやる努力は、今後もしていきたい

計画を立てる際には、しっかり時間を取り、会議の場を設けて考えられています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 71% 29%
ほぼ同じ職員がやっている。これでは改善も何も無い。

飽きない様にしてます

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 観察しながら、工夫してます

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 29% 71%
全く相談の場がない。

教えて頂きながら、進めてます

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 43% 57%
初めと終わりには話し合いが必要

振り返りは、とても大事

時間が取れていません。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%
記録はつねにつけるようにしてます

活動の様子を写真に記録し、職員全員に共有しています。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 定期的におこなうようにしている

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 71% 29% 基本的な事を中心にやるようにしてます

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 好きな事をやるようにしてます

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 86% 14% 理解してると思う

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 71% 29% 連携して、情報交換するようにしてます

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 71% 29% 引き渡しの時に、お話を聞いてます

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% なるべく、幼少期から、接してあげてる先生にアドバイスを聞いた

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 86% 14% はい、してると思う

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 71% 29% 情報交換は大事なので、積極的に聞くようにしてます

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 57% 43%
全くと言っていいほどない。

遊びを通して、良く成長できるようにしていきたい

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 43% 57% あまり行けてません

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 71% 29% お話の機会はもうけてます

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% したいと思う事を優先的にする

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 同意を得て、活動しています

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 話しを聞いてあげる事で、気持ちが軽くなる

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 57% 43% 接し方を心得ています

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% おこなわれてます

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 86% 14% 情報は大事なので、常にみる

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% コンプライアンスが今の時代、気をつけないといけない

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% まず知る事が大事

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 43% 57% はかってます

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 86% 14% 訓練はまめにしてる

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 行ってます

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 知ることが大事

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 今、1番わ気をつけなくちゃいけない点

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 安全管理してます

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 一緒に学ぶようにしてます

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 再発防止してます

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% きをつけて、みるようにしてます

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 体の傷あとを気をつけて観るようにしてる

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド114栃木蔵の街店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%

机椅子、パソコン、座卓スペースに分け活動に合わせて場所の使い分けをしています

高学年が利用しているので、広くて動きやすい部屋がいいと思います。

学習スペース、遊びのスペースと分けている

相談室がもう少し広いといいなとは思うが、それ以外は特に困り事はない。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20%
部屋が2部屋に別れているのでフリーでどちらも動けるスタッフをなるべく配置できるようにしています。
障害の程度によって数字では人員が足りていても、実質の人数は足りていません。また、重度のお子さんを受け入れることによって、レクの設定が難しいです。

産休、育休に入っても、人員が補充されるため安心して働ける。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20%

どちらの部屋で活動する時間なのかホワイトボードを使い可視化しているため、子供たちも入室するとホワイトボードで確認する習慣ができています。

壁紙とテープなどの相性が悪く、掲示したいものができません。

児童にわかりやすい表示をしている

子どもに合わせて、物の配置変更やスタッフ間で話し合いを実施している。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 80% 20%

座卓スペースを作ったことでゆったりと過ごすことができるようになりました。(放課後疲れて帰ってきた時に椅子から落下した児童画いたため改善しました)
広さが足りません。

毎日、環境美化を心がけている

レクに合わせて、テーブルや危険な物を片付けるスペースがあるので助かる。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 100% 0%

活動部屋が2部屋、また相談室も使用できるようにしています
環境にはなっていますが、人が足りません。

その日の利用する児童や人数によって難しいこともある。個別に対応できるよう工夫している。しかし、もっとスペースが広ければ、あと一部屋あれは良いのにと感じることはある。

レク部屋とパソコンの部屋で2箇所あるので、クールダウンのために移動することができる。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%
LINEでの共有だけでなく対話で振り返りを行っています
月に一回、会議を開き共有している

定期的に会議を開き、児童の共有をしている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
評価表はありませんがモニタリングの時や個々からのご相談等を何時でもお受けできるようにしています

スタッフで共有をし、改善するためにはどうするか話し合いをしている。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
何か問題が起きた際には、すぐに対策を考え即実行できるようにしています

会議の際に実施している。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 80% 20% 会議の際に合わせて実施している。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 定期的に全体で研修に参加しており、資格などの個々のスキルアップのための研修等に参加できる。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% いつでも見られるように個別ファイルに過去のものから最新のものが入れてある。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 必ず、聞き取りを実施し、本人に合わせた計画書作成を心掛けている。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 実際に関わっているスタッフから聞き取りを行っている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
必要に応じケース会議や情報の共有を行っています

会議の際に、全体共有するとともに、LINEワークスを活用して最新の共有事項を挙げている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0%
LINEのグループで児童の情報を共有しています
専門スタッフが常駐している。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% 本人に合わせて適宜変更している。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20%
レク案の作成等、担当だけでなくスタッフの意見を取り入れています

レク担当を筆頭に各々利用児童に合わせた案を出し合っている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 80% 20%
人員や環境、お子さんの様子などから、できるものが限られているので、固定で入れているレクもあります。

他店舗のレク内容を見て、利用児童に合わせて取り入れている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%
レクの内容により、小集団や集団での活動に適宜変更しています

利用児童に合わせて対応している。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% スタッフの配置や子どもの組み合わせを一緒に考えている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 60% 40%
活動前には簡単な打ち合わせをしているが活動後にはない。今後行いたい

送迎後に児童の共有をしている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 児童の共有をLINEワークスにあげ、今後の対応をどうするか話し合っている。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 子どもの成長に合わせて、修正をしている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 子どもに合わせて対応している。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 人員や利用児童によって難しい時もあるが、支援する際に心がけている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% スタッフからの聞き取りをし、児発管が参加している。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 60% 40%
もっと協力した方がいいと思う。医療機関や専門機関に繋いで、親の安定を図るべきだと思います。

できているところもあるが、基本的に実施できていない。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 保護者の協力もあり、実施できている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 40% 60%
担当者会議があった時にしかできていないのが現状です

情報はもっと共有されるべきだと思います。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 60% 40%
開所から日が浅いためまだ移行対象者がいません

学校を卒業した児童がまだいない。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 40% 60%
市で行う研修には店舗として(日程が合えば)参加しています
子どもの支援に関して、スタッフが心理士等に話を聞きたい。その上で行動分析などを行って支援に繋げたい。

案内が来た際には、出来る限り参加している。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 20% 80% 他との交流はなかなか行えておらず、検討できると良い

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 参加できていない。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%
日々、児童の様子等の情報の共有をしている。話しやすい職場環境を心がけている

送迎の際やモニタリングの際に共有している。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 0% 100% 実施できていない。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 60% 40%
ご契約の際に説明しています

送迎時間に対して、個別に対応しているものがある為、一律にしていただきたい。

送迎時間やお迎え時間を個々で受けているため負担

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% できるように心がけている。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0%
モニタリングの際に原案の提示、本案はハグで確認していただいています

同意を得ている。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%
保護者から相談があった場合、職員間で様子等の共有、確認をし、職員一丸となり親身な対応で面談、相談等に応じている。

スタッフ間で話し合い、保護者に寄り添って対応している。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% 保護者会等は開催していない。個別に対応している

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 苦情があった際は、職員間で内容を共有し、対応している

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20%
過度なSNSでの発信はスタッフの負担になります。インスタやブログ等は本部がやればいいのではないでしょうか。
日々、ハグです活動の様子は個々におつたえしているが、一斉に同一内容を発信していない

レクカレンダーで周知している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%
外には持ち出していない

個人情報が漏れないように、十分気をつけている。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 絵カードなどを活用している。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 個人情報保護の観点から、そのようなことは行なっていない

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0%
アレルギーのある児童について、保護者から伝えられた対応の仕方を全職員で共有している

定期的に実施している。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 80% 20%
レクリエーションで避難訓練をおこない、避難の仕方、場所の確認をしている

定期的に実施している。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%
全職員で共有し、対応にあたっている

保護者から共有していただいている。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 80% 20%
保護者とも連携をとりながら対応にあたっている

保護者から共有されている。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 80% 20%
蛇腹のカーテンどうにかしてください。紐が切れていて危ないです。

定期的に全体で研修している。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 60% 40%
保護者への周知が確実ではないところがある

周知している。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%
全職員で共有して対応にあたっている

情報共有している。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%
研修に参加している

スタッフ間で言い合える関係性を気づいている。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0%
個別支援計画書に記載しています

個別支援計画に記され保護者に了承を得ている

計画書に記載し、保護者にも説明している。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド115筑西店PLUS (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
部屋が2部屋あり子供たちが分散できているところ
児童の数と支援室には余裕があると思います。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
子供たちだけの空間がないように必ずひとりは職員がつくよつにしている。

日により、足りている時と足りない時がある。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
子供たちに注意して欲しいところにはひらがなで注意書きを書きシールで貼り付けている。

ホワイトボードや張り紙で、見てわかる工夫がされている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 88% 13% エアコンの場所が悪く、暑くなりやすい。扇風機でなんとか凌いでいる。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% 保護者評価はされているかもしれないですが、一般従業員は見る環境ではないので、見る機会があれば欲しい

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% L I N Eに上げて頂いている範囲で確認させていただいております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 88% 13% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 88% 13% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 88% 13% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



116 116
（別紙５）

事業所名
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グローバルキッズメソッド116西郷店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 83% 17%
元々はパークとして開く予定の店舗だったらしく、フロアの面積が狭い。活動の内容も危険がないように行うことを考慮すると限られてしまう。

物置スペースの使い方が、掃除、事務用品、レクレーションで使う大きな道具の置き場がちゃんと決められている。ところが使いやすい改善が必要と思われる事は、窓の使い方4事登れそうな高さに窓があり、開けて外に出ようとする仕草をする児童がい
るため危険。そのようなことを防ぐために安全に生活できる工夫が必要。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 83% 17% スタッフ同士が助け合っている事は素晴らしい。しかし、目が離せない児童が多く、スタッフ数がもっといると助かると思うこともが多くある。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33%
玄関前が階段になっていて足が不自由な児童は大変そう。

まず、出入り口まで階段がある。雨が降ると、滑りやすく危ない。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17%
1番にも記載した通りフロア面積が狭い。学習している児童と自由活動を行う児童の距離が近く、その環境によって苛立ってしまう児童もいる。
毎日、トイレ、洗面台、床など掃除機をかけたり、床拭き、消毒などしっかりしているところや、アレルギーの児童に対して食事のテーブルを他児童と少し離しながらもみんなと一緒に食事を楽しむよう空間を作っている。ところが素晴らしいと思う。改

善すべきところはトイレが1つしかない。また男性用。トイレが剥き出しになっているためそこが不衛生になりがち使う児童はほとんどいないが、撤去しても良いと思われる。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 100% 0%
ほとんど個別の部屋は使わないが、気分転換や間食を起こしてしまった児童に対しては、クールダウンのためにスタッフと一緒にその場で過ごすこともあり、そのような部屋があるのはとても良いと思った。個室に対しては、他店舗にはないところもある

ため、他店舗の見学などにも行き、どのように使っているか知りたい。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 83% 17%
児童の支援目標に対しての共有があまりできてないので、モニタリングの後などスタッフ全員に共有する必要があると思う。なかなかそのような文章を読んでいられないと言う声もあるため、その日、その日の児童で気をつけることなどを児童が入室する

前に共有したいと思う。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% 放射スタッフは、ハグの連絡も密であり、その都度連絡があると共有され、それに対する対処法や対応もできていると思う。保護者が読む。個別支援計画書などは上記と同様。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
スタッフミーティングを行い、管理者からの連絡事項のほか、スタッフの気づいたところなどを共有し合う時間がある。またわからないところや確認が必要なことなど、その都度わかるスタッフと話し合ったりできていると思うが、スタッフそれぞれがや

りやすい仕事になっているかと言うと、そこは疑問である。意見が言えるスタッフばかりではない。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 83% 17% スタッフミーティングの際、管理者から、管理者会議であったことなどを共有してもらっている。それの対応や対策をそのミーティングでみんなで話し合っている。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 車を乗り合わせて研修会場に向かったりして、声を掛け合って研修に行けていると思う。またZoomでの研修は、大変助かる。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 83% 17% 以前配属されていた店舗では心がけていたが、今まであまりやられてなかったようなので、公表し情報を共有していきたい

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% できるだけ保護者と対面で行っている。児童指導員からも、情報をもらい、児童の特性を把握した上で、保護者の希望を聞きすり合わせ、支援計画を作っている。家庭環境や児童の発達、または社会的支援の連携も控除している。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% まず、児童指導員のから、その児童の特性やどの点が成長したか、どの点が問題なのかなど情報をもらうところから始まる。そして保護者から見た児童学校での様子も聞き、支援計画書を立てる材料にしている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0%
大きな変換があったときは特に口頭でも伝えLINEでも共有しているが、モニタリングがあるたびに内容を全部共有できているかと言うとできていないので、今後はいつでもその情報が見られるように工夫していく必要がある。話し合った内容は、ファイ
ルに閉じてあるが、勤務中にわざわざファイルを撮ってその内容を確認する時間が持てないため、やはりLINEで流すべきか…検討したいところである。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0%
専門的支援の実施により細かく児童を見れるようになっていると思う。ただ、専門的支援の資料を作る職員常勤職員になるので、他の児童指導員にも共有する必要があるし、常勤非常勤に限らず、意識を高く持てるよう、スタッフ間で児童について話を機

会を多く持てるようにしたい。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% 本人支援、家族支援、移行支援については、個別支援計画書に表示してある。地域支援や地域連携については、事業所の担当者会議の際、事業所の以降も共有されている

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17% チームはチームだが、ほぼ独断で決めがち。他のスタッフの意見が負けてしまう。通らないことが多いように感じる。活動の逸話については、全員が案として発言できるような雰囲気作りを心がけたい。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
定期的に新たなプログラムを試してみたり、長期休暇後には職員にアンケートを取り内容が適切であったか否かを分析している。

他事業所での好評だった活動なども情報を聞き入れ取り入れている。またやってみて、あまり良くない活動もみんなの意見を聞き改善していっている。発達に合っており安全に楽しめているか、を中止して決めていきたい。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 特性や発達に合わせ、幅広い、レクレーション活動になっている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% レクリエーション、担当や送迎時に気をつけること、など職員間で話し合っている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 83% 17%
あまり意見を交わす時間がない

スタッフ間で共有してる

座って膝を突き合わせて行っているわけではないが、それぞれの業務をこなしながら、その日の活動やその日の児童の様子、また保護者からの連絡等も行っている。気軽に話せる時間がある事は良いことだと思う。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0%
その日のレクリエーションに参加している児童の様子や学習内容、学習態度、また自由活動でどんなことに興味を持っているのか、他のどんな児童と関わりを持っているか、発語はどのようになっているかなど気づいたことを、決められた用紙に書くよう

になっている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 児童の発達や成長に合わせて、見直しを行っている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 公共の場でのマナーやルールをスタッフと一緒に学びながら買い物をしたり、公園でのびのびと体を動かし、運動したり、工場見学や、野菜、収穫、体験会など幅広く経験ができるよう工夫している。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 全て決められたことをするだけでなく、好きなものを選ぶ機会も作り、自分で考えて、自分で選び行動する喜びも味わえるよう、スタッフも一緒に遊びながら促している。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 他のスタッフからも、情報を集めて会議に参加している

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 保護者のモニタリングの際、医療機関や習い事などその都度確認している。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 年間または月ごとに学校で配布される下校時刻の確認を必ず行っている。また、急な変更は、保護者からの連絡だけでなく、他店舗からの情報も参考にしている

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 就学前に言っていた保育園での情報は、保護者からの情報が主になってしまうため、保育所や幼稚園からも情報をもらってもいいと思うが、未就学児から行っている施設からは、情報がもらえている

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% 児童のの性格や特性や家庭環境や保護者の意向など、支援事業所を通し連絡している。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 地域の支援事業所との連携は取れていると思うが、スーパーバイズの助言は欲しい。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 他店舗との合同レクレーションを行っている

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17%
自分自身が把握していない項目である。

通知を連絡があれば積極的に参加している。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎時に子供の様子を伝えたり、家庭での様子を聞いている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 83% 17% 放課後等デイサービスからではなく、支援事業所や市から、連絡が行くようになっていると思われる。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 83% 17% 管理者がしていると思われる。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% 担当者会議やモニタリングで、保護者の意見を聞き、児童からも、それとなく話を聞いたりしている。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 新計画書を見ながら、一つ一つ支援目標や内容について話し合っている

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% どんな悩みがあるのか把握し、それに対して送迎時にも話す機会を設けている

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% 保護者同士の関わりは、こちらから特別設ける事はしていない。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 苦情があった場合、スタッフと情報共有し、その対応をしている。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 定期的にSNSで、活動の様子を発信している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 個人情報は、ファイルに閉じて書棚の中にしまっている。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% わかりやすい言葉で簡潔に対応している

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 補強の場所に行く事はあるが、こちらから企画はしていない。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 83% 17% 職員間で周知していても、家族にまでは共有できていないと思われるが、口頭の伝達などで、知らせは行っているはず。把握しているかどうかは確認していない。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 83% 17% 災害時の訓練は行っている

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 契約時に確認している

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 頓服など預かる薬等がある場合は、医師の証明書とともに預かり使用期限なども気をつけている。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 83% 17% 10分化と言われると疑問がある。安全対策についての研修をもっと増やしても良いと思う。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 個別支援計画書にも明記しながら、児童の安全を第一に考えた対応が優先されることをは周知してもらっている。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 他店舗でのヒヤリハットなど、スタッフ会議でも話題ににし、店舗ではどのように対応するかを話し合っている

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 研修会動画を見て、話し合っている

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 本児の気持ちに寄り添いながらも、本人の身体が危険とみなした時は、やむを得ず、身体拘束を行う事は、個別支援計画書に明記している。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド118ひたちなか店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33%
パソコンやロッカーなどの配置を変えて過ごしやすくしている

狭く感じる時がある

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 子供の状態によっては職員配置が少ないと感じる日もある。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 67% 33% 個別療育を行っていないため、個別の部屋がない。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33% 保護者向け評価表での保護者の意向は確認していない。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 第三者による外部評価を行っていない。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 67% 33% アセスメントが適切に行われていないと感じる時がある。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 67% 33% 個別支援計画が適切ではないと考えられる場合には、計画に記載されているものとは別の方法での支援をしている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 67% 33% 日々の行動観察が行われていないため、改善が必要

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
67% 33% 地域支援・地域連携の項目についても記載していく必要がある

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 67% 33% 集団活動が中心に行われている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 67% 33% 計画が以前と変化なしの場合もあるため、十分に児童の様子の観察が必要。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33% 医療機関、保育機関との連携はしていない。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 児童発達支援事業所との情報共有は行っているが、保育所との情報共有は行っていない。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 33% 67% 放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行した利用者がいない。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 33% 67% 保護者に対する研修は行っていない。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 67% 33% 個別支援計画を示しながらの支援内容の説明は行っている。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 保護者からの相談の意向があれば、都度応じている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% 保護者会やきょうだいとの交流の機会は設けていない。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 67% 33% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 67% 33% 医師の指示書はほぼなく、保護者様からの確認を中心に行っている

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 67% 33% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 67% 33% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 33% 67% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド119新潟青山店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 71% 29%
遊びや学びやすいように、仕切り等で工夫しているが、人数によっては狭い気がします

静動でエリアを分けている

個室がなく、落ち着ける場所がない。人数に対してフロアが狭い。発達支援の教材やおもちゃの収納場所が少ない。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 71% 29%

トラブルがあった時はすぐに、対応している

もっとスタッフの人数に余裕かあれば、全体的に余裕をもてると感じる

こどもの人数に対して職員の人数が少ないことがある為（やむを得ず）職員数を検討する必要があると思います。

スタッフの数が少なく手厚い療育を提供できない。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 86% 14%
障害の特性に応じた指導をしている。トラブルが起きそうな時や、トラブルが起きた時は、マンツーマンで対応している

重心の児童で、座位保持椅子や抱っこでの移動の際に部屋の入り口が狭くて移動が大変であったりぶつかる危険がある。バリアフリーの観点から間口が広いと良い。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 86% 14% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 86% 14% 都度相談ができている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% いつでも話すことができる

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 86% 14% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 86% 14% 今後連携をはかっていく

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 43% 57% 今後交流できる機会を作っていく

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 57% 43% 今後参加していく

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 86% 14% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 29% 71% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 71% 29% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 43% 57% 今後地域との交流の場を設けていく

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 避難訓練を定期的にしている

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% おやつ用の食器にアレルギーを起こす食物の種類を書いたカードを入れている

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 86% 14% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド120荒川沖店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 56% 44%

他の子と離れてクールダウン用の部屋が欲しい

教室の広さを今の倍にする

スタッフは十分に工夫をしているがそれでも限界がある

店舗が狭い。子どもが体を動かせるスペースがほしい

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33%

職員数特に若い方を増やして頂きたい。

指導員は頑張っている

人員配置基準を守っている

子どもの特性を理解しようと努め、対応するスタッフを分けるなど工夫をしている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33%
トイレの数、現在1つで換気扇もない。子どもを落ち着かせる静かな場所がない。
指導員が、努力している

全体的にスペースが狭い

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 89% 11%
現在の環境の中で職員がその都度対応して努力しています。

清掃や消毒を徹底している

うがい用の紙コップを設置した。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 89% 11%
工夫して個室対応しているが目的に沿った部屋がありません。

応接室など利用している

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 職員が児童対応以外で話し合ったり準備等の時間が欲しい。職員数が足りない。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11% 保護者によく説明する時間がない

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 89% 11% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% もう少し他店舗のスタッフの対応の仕方や、レクリエーションの質の向上を目的とした講習があっても良いなと思いました。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 89% 11% 支援プログラムの内容がわかりません

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  78% 22% その時間の確保が困難な時がある

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 78% 22% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 89% 11% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
89% 11% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 89% 11% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 89% 11% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 89% 11% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 89% 11% 休日の昼購入の時、子供に食べたいものを選ばせている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 89% 11% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 89% 11%
基本保護者からの連絡であるが、緊急の下校時刻変更等は学校からご連絡もらうこともある

行事予定表が渡されていない場合がある

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 56% 44% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 89% 11% まだ卒業した子はいないのでいたらそのようにする準備は有ります。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 44% 56% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 56% 44% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎時に保護者とよく話をしますが出来ればきちんと時間を取ってお話をしたい。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 78% 22% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 89% 11% 可能な限りはしているが、十分ではないだろう

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 22% 78%
兄弟で利用している子についてはその関わりを支援している。

できるだけ情報を伝えるように日常的に努力している

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 89% 11% 服薬が必要な児童は現在ご利用されていない

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 89% 11% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 89% 11% なるべく日常的に伝えている

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド121新荒川沖店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25%

職員が子供たちの対応が皆さんに見習わないと思いました。

自由遊びの時間にパソコンの下に潜ってしまう点

動.静の遊び内容により二部屋の活動内容を分けています。子どもたちがトラブルにならないよう促しています。
身体を思い切り動かせるようなスペースが欲しいと思います。

フロアのスペース

クールダウンのお部屋や、スペースがあれば良いと思います

土曜日の利用者数が少なめ（事業所初年度に土曜日が定休であった）。

スタッフの教育

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 83% 17%
職員が一人一人の子供たちの性格などを把握してるなと思いました

スタッフ人数が日々異なる

スタッフのマネジメント

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 92% 8%

児童用PCが常に見えてしまう
静・動のある遊び内容を子どもたちに選択させ、部屋も別々にして安全な遊びに配慮している。

教室の壁、回廊などの色彩。

児童用の活動スペースが２部屋ある点が大きい。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
玩具や児童が使う椅子机等毎日消毒している

清潔第一に考え行動しています。

清掃は、毎日実施している。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 75% 25%
相談室や廊下などでクールダウン中、他にも音が漏れない個室があると良いか

最低限確保されていますが、声の響きは届いてきます。

なかなか個別のブースを確保する余裕がない。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 92% 8%

ミーティングなどで問題提起、振り返り実施

意見が言いやすい環境になっています。

会社の仕組みを教えてほしいです。

業務開始時のミーティングで前回のレク振り返りを行ない、非常勤スタッフにも共有している点が良い。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 92% 8% 全スタッフに情報共有が流れにくい

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
職員同士が報告が出来ているから雰囲気がいいです

ミーティングが適宜適切に実施されており改善につながっています。

毎朝、ミーティングにて情報共有など実施している

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 83% 17%
エリア内の委員会が回ってくれる

第三者評価は行われていない

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 92% 8% 社内研修は必ず実施

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 92% 8%
良く出来ている

今後の課題と認識

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 100% 0%
皆さんが子供たちの為に努力してると思いす

意見交換は密に行われています。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 92% 8% ミーティングで共有される

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
92% 8% なかなかスタッフの理解度が一致しない

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 経験の浅いスタッフにはバディ制を敷いている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 職員が子供たちの為に頑張っていると思います

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 83% 17%
次の日に実施

日を改めて実施していることが多いです。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 必要に応じて関係機関と個別に実施している

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 92% 8% 系列店舗のみ情報収集機会あり

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 参加していると思いますが、何があるのかを把握できてないです。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 92% 8% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 58% 42% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% マニュアルが出来ているから安心です

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 92% 8% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド122新岩曽店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 50% 50%
スペースを作ることができていない

ワンルームで狭い

ワンホールの為、クールダウンが必要な児童になかなか対応が難しい。パーテーションをたてて対応しているが、なかなか厳しいと感じる事がある。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 83% 17% 職員人数が足りないため、工夫が必要

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33%
スペースがワンフロアであるためパーテーションを利用している

ワンルームにまとまっている

トイレが1つしかない為、児童やスタッフにとっては不便を感じる。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17%
掃除を丁寧に行っていますが雨漏りと、扉のところに穴が空いています

ワンルームなので落ち着ける空間がない

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 33% 67%

ワンフロアしかなく限界はあるが、パーテーションを用いて擬似的に個別空間を作ってはいる

個別の部屋はないです

個別の部屋がない

店舗内がワンホールの為区切る部屋がない。店舗開所の時点からつくられていない。パーテーションのみの仕切り。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 83% 17%
コミュニケーションをとって情報共有しています

毎日工夫して取り組んでいる

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% モニタリングで聞いたことを共有しています

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
月１回の会議を行っている

常に話す機会があります

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
職員で子供の情報共有ができている

支援内容の共有は、午前中に行なっている。また気になったことは話せる環境になっている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 67% 33% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17% スタッフが交代で行っている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 新しい事なども取り入れら意識でつくっている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%
活動を行うための設備が店舗で用意できるには限界があり、できることとできないことがある

活動にうまく参加出来ない子に対しては個別で行っている

児童によって参加の仕方を変えている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 83% 17%
勤務時間や業務内容の違いにより、毎回必ずはできていない

その日の活動内容を共有している

業務内容の共有は必ず行なっている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50%
勤務時間や業務内容の違いにより、毎回必ずはできていない

送迎などがあり時間が限られてる

送迎時間が違う為、全員は揃わないのでグループLINEで共有している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 83% 17% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 83% 17% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 学校関係者との関係性は送迎時で情報の共有ができるように意識している。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% その日の学校での過ごし方、送迎の遅延連絡など情報共有をしてる

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33%
なかなか就学前の施設と連携を取ることは難しい

保護者からの情報で行なっている事が多いので、保育園等からの情報共有が必要

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 必要に迫られることをまだ感じていないので、その状況を作り出せていないだけなのか分からない

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 地元の学童が近くにない為かかわる機会がない

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎時に子供の情報共有をおこなっている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 33% 67% 保護者が必要としている状況にまだなっていない。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% 最近の学校では、学童の父母の会やPTAもなくなりつつあるため、保護者が今必要とはしていない流れである為、保護者会等などは開催などしていない。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 通信等などは発信はしていない。活動内容はレクカレンダーを配布している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 事業所事での活動が多く、負担も大きくなってしまうので地域の活動で何か行う事は難しい

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド124熊谷店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 57% 43%
クールダウンや学習のための個室がもっと欲しい

子どもの人数や状態を考えると、部屋数がもう少し欲しい。

受け入れ人数に対して狭い

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 71% 29%
車椅子使用の子がいるが、トイレが狭くトイレに連れて行くことができずオムツが手放せない。

職員が頑張って工夫していると思うが、施設の構造上限界がある

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 86% 14% 空間が狭すぎるため、工夫が必要

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 100% 0%
個室をうまく活用しながら、活動を行なっているが、状況や時間帯によっては、個室が足らない時がある。

小学生以上のそれぞれ特性を持った子を受け入れるには、個室も少なく部屋も狭いと思う。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 86% 14% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 71% 29% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド125新加須店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 89% 11%

興奮したこどもをクールダウンさせる為のスペースがない　面談室はあるが物が置かれていて　こどもを入れることは出来ない

スペースを広く使えるように整理整頓を心がけている。

学習が終わった子供は隣の部屋で遊ぶなど､学習時に気が散らないようにしている

運動器具やおもちゃ置き場の設置場所の工夫

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 89% 11%

落ちているものを何でも口に入れるこどもなど　ほぼ大人1人がついてないといけないこどもがいる日は大人が足りない
人数よりも障がいの重さで配置人数を考えて欲しい。

パソコン室やそれぞれの場所に目が届くように気をつけている

日々の人員数の工夫の必要性

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 89% 11%
絵本や音のでるおもちゃが見えている部屋で勉強が行われている

色々なことを見える化している。

ビニールテープ等で同線確保している

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%

部屋　トイレの清掃は毎日行なっている　しかし　イスやテーブルはこどもの身長に合わせた物となっていない　イスから落ちてケガしたこどもがいる

整理整頓を心がけ、少しでも広くフロアーを使えるようにしている。

部屋やトイレなど汚れたら業務終了前の清掃とは別にすぐ掃除するように心がけている。

毎日の清掃を行っている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 78% 22%
質問1のコメントを参照して下さい
個別になれる部屋を一つ用意している。

学習室の維持をしている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 78% 22%
職員同士で子どもたちの話を共有するようにしている。

会議で共有している

ミィーティングを実施している

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22%
評価表を見たことがない。

管理者からの指示がある事

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%

職員の意見を把握する機会が無い訳ではない　しかしそこから業務改善になかなかつながらない　業務改善は管理者が陣頭指揮をとってどんどん進めてほしい

午前中の時間や子どもたちが帰った後など子どもたちについて気になることがあった時にはすぐに話している。

会議を行い情報共有している

時間をみての打合せがある

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
動画研修が毎月行われてはいる　ほぼ初心者向けの概論みたいなものだけで　具体性がなく現場の役に立たないモノである

毎月動画で研修している。

職員への指導、ミーティング

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0%

個別支援計画は作られている　職員間で共有の実施が難しく、工夫が必要

レクを通して子どもたちの得意を伸ばし苦手を減らせるようになプログラム作成を行なっている。

スタッフがいつでもみれるようになっている

適時の打ち合わせ

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
ご利用時にこどもの様子は見ている　保護者との面談も行われている　客観的な分析は行われていない

保護者様と話し合いをし子どもの理解を深めその後の課題と保護者のニーズをすり合わせて計画を立てている。

ミーティングの開催

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  89% 11%
支援計画だけでなく特にこういう所を気にしていきたいなどの発信をしている。

子供の変わった様子や出来事をラインで共有し、その日に不在のスタッフも把握できるようにしている

随時開催されるミーティング

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 78% 22%
共有されることは少ないため、　児童ごとに　ここを目指しているのだと共有したら良いと思う。

みんなに情報として伝えているが常に見えてるわけではないので忘れてしまう可能性がある。どうしたら理解して支援が行われるか検討が必要です。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0%
知能検査　発達検査は保護者が行なった場合　結果を見せてもらってはいる

子どもたちのことについて職員同士よく話をしている。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
89% 11%

家族支援　移行支援の本質をわかってないのでは？と思えるような支援計画を作っている

支援内容は設定しているが適切に動けているか検討が必要。

ここの児童に対する打ち合わせは必要

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%
楽しい活動、子どもたちが集団で取り組める活動、個々の課題に合わせた活動など職員全体で話し合いながら活動プログラムを作成している。

月1回、それぞれで案を出している
意見交換をしている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 89% 11%

職員のアイデアを取り入れながら、さまざまなレクリエーションができるよう工夫している点が良いと思います。

何回かやらないとならない活動に対しては隔週や毎月の様に行うこともあるがマンネリ化しない様に季節の行事や今月はこういうことしたから違う事しようと話しながらか決めている。

スタッフ間でどうしたらやりやすいか分かりやすくなるか、行ってみて助言してもらっている

随時のミーティングをしている

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11%
自由な時間がある時には個々での取り組みをしている。

レクのグループ分けなど工夫している

随時行うミーティングで工夫している

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 89% 11%
今日どういうことをやるのかどんな事に気をつけなければいけないのかなど確認をしている。

情報共有している

レク等における指示をしている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 78% 22%
毎回ではないが気になった事良かった事など話す様にしている。

送迎時の保護者との話や子供の様子など、ラインで共有している

打ち合わせを行っている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 89% 11%
毎日書いているが書く人が一定になってしまっている。

毎日の児童の行動、発言に耳を傾ける事を心がけている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%
半年ごとに行なっている　適切な見直しかどうかは微妙

しっかり行える様に計画的に進めている。

適宜開催されるミーティングを活用している

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 89% 11% 色々な経験を通して成長を促すと共に、焦らず本人のペースで出来ることを増やしていける様に支援を行なっている。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0%
自由時間に何をして遊ぶかについては　こども自身で決めている　工夫とまで言えるかは疑問である

つい早くと言ってしまいがちだが迷う時間も大切なのでせかさずゆっくり関わりを持つ様にしている

対児童に寄り添って行動している

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% よく理解している人が行くことで事業所内が大変になってしまうが職員間で連携をとり対応できる様にしている。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 89% 11%
子どもの課題に合わせて各機関と連係を必要とする人にはしっかり行おうとしている。

話し合いの後、必ずスタッフにも共有されている

随時連絡を取る事を心がけている

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0%
学校ごとの下校時刻表を確認して間違えがない様に行なっている。

職員からの報告を受けている

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 78% 22%
グローバルキッズパークとは共有している

自発から来る子どもの情報交換は密にやっているが幼稚園や保育園とはあまりしていない。しかし親から様子を聞く様にしている。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 78% 22%
契約解除したこどもがその後行く事業所と情報共有したら良いと思う

そこに該当する子どもがいない。

学校等との連携が取れている

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33%
このような助言や研修は本当に行なって欲しい

今のところない

今後の課題である

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67%
同じ会社の他施設との交流はあるが無関係な施設との交流はない。

今後の課題である

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 89% 11%
会議にはほとんど参加してないらしい。

責任者の積極的な参加を行っている

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 89% 11%
共通理解に努めている

全ての家庭ができてるとは思えないが送迎や面談の中で共通の意識が持てる様に話をしている。

保護者との意思疎通がある

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 67% 33%
家族行事はほとんどない

適宜、保護者との連携を行っている

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 89% 11% 連絡、面接を行なっている

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  89% 11% 保護者との綿密な連絡を行っている

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 89% 11%
モニタリングや面談を通して話をする様にしている。

適宜、保護者との連携をしている

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 89% 11%

定期的に心理師を招いて相談会を開くなどしたら良いのでは(相談内容が店舗の従業員等にわからない形で)
問い合わせがあれば対応している。

送迎時や電話などで､保護者から管理者によく相談されている様子を目にする。

保護者との連絡を密にしている

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% 保護者の声に耳を傾ける

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0%
さらに周知していく必要はあると思う

迅速に対応している。

ポップ等で注意喚起している

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11% ホームページにおいて、更新されている

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% データの管理がしっかりとしてある

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 89% 11%
おやが考え込まない様にトラブルがあった時には言葉を選んで伝える様にしている。

マカトンサインや気持ちを伝えられるカードを作り、言葉の出ない子供に寄り添い気持ちの会話ができるようにしている

保護者との打ち合わせを行っている

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11%
水防と消防の訓練はしている

年に2回しっかり行なっている。
ポップ等の掲示を行っている

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 89% 11%
しっかり行なっている

消防訓練など実施している

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%
服薬のある子どもたちは薬の種類などを確認できる様にしている。

保護者からの告知がある

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0%
アレルギーの子に対して表を作り気をつけなければいけないことを見える化している。

アレルギー対応表やお菓子をその子用に別にするなど対応している

保護者からの告知してもらっている

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11% 避難訓練を行う中で動きの確認もしている。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 78% 22%
お友達とぶつかって少し赤くなったなど些細なことでも親御さんに伝えている

保護者との連携を図っている

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 89% 11%
事故の共有はある　ヒヤリの段階で共有すれば事故は減ると思う

どんな事があったかなど定期的に確認している。

随時開催するミーティングで共有している

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 研修だけではなく対応している職員同士で確認している。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 89% 11%
気をつけて取り組んでいる。

保護者と連携が取れている

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド126南宇都宮店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 13% 88%

部屋が狭い

室内のスペースが狭すぎる為、高学年の児童が多くいると危険な様子が見られる。

子供15人入るととても狭く、子供たちもストレスになっています。利用定員は、各事業所の広さに応じた方が良い。それか最低限の広さを決めて、 建てるべき。怪我の危険もあり得るから見直すべき。
ホールが狭いにも関わらず、個室も狭い。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25%
男女の比率をもう少しどの店舗も近づけた方がよい。女性しかいない店舗に、高校生が暴れてしまった時のリスクが高すぎるので、男性職員はどの店舗にも2人以上は配置するべき。
支援が多くかかる児童が多いが、スタッフが少ない。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 25% 75%
店舗によって差がありすぎる。狭い上に人数も多いと配慮もしきれない。

ガラス張りが危ないので無くした方がいいと思います。

床が盛り上がってきていたり、トイレに行く段差でつまずく子がいる。また、スタッフが使用する冷蔵庫や電子レンジやウォーターサーバーなども児童の手の届くところにあり、危険。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 63% 38%
上記同様、活動に必要なスペースが狭すぎる

狭い店舗だと収納スペースや掲示するスペースが少ないので、困る。

清掃は毎日行っているが、複数のドアの下や横などが隙間が空いており落ち葉やゴミなどが入ってくる。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 50% 50%
部屋が３つ(そのうち１つはトイレ、もう一つは狭い面談室)しかないので、クールダウンしたり子どもから話を聞いたりするのに適していない。
普段は必要に応じて使用することが出来るが、契約や見学がある際には子どもが癇癪を起こしクールダウンをしたくても個室が使用出来ずなかなかクールダウンが厳しい。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13% 振り返りはなかなか行えていないため、改善が必要

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 50% 50% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% 普段からスタッフが意見を言えるようにしている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 支援者会議を必ず行っている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 特に常勤の方々がたくさん工夫してると思う。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% 活動予定表を作成し、スタッフ間で話し合っている

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 88% 13% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 63% 38% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 25% 75% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 63% 38% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 38% 63% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 38% 63% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 88% 13% 面談までしたことがないため、改善が必要

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 13% 88% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 88% 13% 以前保護者に迷惑をかけたことがあったと思う。今後、同じ事などないようにしていきたい。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 25% 75% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 13% 88% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 88% 13% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 88% 13% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド130甲斐店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 80% 20%
児童が目で見て1日の流れ等がわかりやすくしてる
利用人数が多く、従業員が足りないと感じることがある

キッズとメソッドをおもちゃまできっちりと分けている点

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 0% 100%

職員不足を感じることがあり、何らかの工夫が必要

従業員が足りず、時間を割けない部分が多い

改善が必要だと思う点、従業員の人数が少ない時でも受け入れ人数が多く、大変なことが多い。特に幼児の利用があり、小学生でも支援の必要な子供が来る金曜日の定員を10人とかに減らして欲しいと思う。
時々職員の人数が少ない時がある。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 100% 0% ただ、個室がキッズの部屋にしかないため、メソッドの子は個室がないため、部屋の中でマットを建てたりして仕切る必要があるためパーテーションなどがあれば良いのでは？

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 80% 20% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% 常勤の方は何が変わったかその場で話ができるけれど、非常勤には伝わっていない時がある。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 80% 20% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 80% 20% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 80% 20% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 80% 20% LINEで共有内容が届きます。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 80% 20% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 80% 20% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 80% 20% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 80% 20% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 80% 20% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 80% 20% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 80% 20% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド131新潟空港通り店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33%

パーテーションなどで遊ぶ区画を区切っているが、15人いるとスペースがかなり狭く感じる。
もう少し窓があってほしい、広さもあった方が良いと思う

必要に応じてパーテーションを設置して、十分なスペースの確保に努めている点

音のうるささが改善できるとよいと思います。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 17% 83%
職員に欠勤があった場合、手がかかるお子さんを預かった時は、職員が少ないと感じる時がある

複数人で遊ぶ物を増やしているが、人数が増えれば喧嘩の原因になる事があり、職員が必ずつかなくてはいけないため、15人子どもは多いと感じる。また日によって子どもたちの気分も変わるので個別対応ができる余裕が欲しい。
個別対応が必要な児童が多いと、人手が足りないこともあるため、2.3人は個別についても十分な職員数であると良いと考える。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33%
掲示物など、子どもに分かりやすく伝える工夫はできているが、建物がそもそも換気が十分にできない、エアコンの効きが良くないなどある。

必要以上にボードに書かないようにしたり、支度の手順やその日のスケジュールを分かりやすように掲示している点。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 67% 33%
空気清浄機などを使用しているが、窓を開けて空気の入れ替えが不十分と思う

活動の切り替え時には、机を除菌シートで清潔にしたり、床が汚れている様子を発見したら速やかに掃除をするようにしている点。

掃除が毎日できている点が良いと思います。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 67% 33%
使える個室がない。パーテーションなので区切っているが限界がある。

体調がすぐれない時、1人で落ち着きたい時など、必要に応じて個別の部屋に入れるようにしている点。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33%
出来ている職員とそうでない職員がいると思うため工夫が必要

定期的に行われるミーティングにて、「こうしたらこういう点がよかった」や「こうしてみよう」など、よりよく業務を行えるように考えを共有して改善しようと努めている点。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 定期的なミーティングで、誰でも自由に気になったこと、さらに良くするための提案などを発言できる点。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 83% 17% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% ミーティング時などで職員間で共有してよりよい療育に努めている点。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 様々な活動の場面をよく見たり、職員間で情報共有したりして、子どもの状態やニーズ把握に努めている点。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% ミーティングや朝礼時など、適宜共有を行なっている点。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% いつでも児童の支援計画を読むことができ、更新時には、ミーティングなどで直接情報共有も行っている点。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月、担当を決めてその日その日の活動の準備をしていて、活動の詳しい内容もお互いに相談し合って決めている点。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
繰り返し行う事が大切だと思うので、ある程度の固定は必要だと感じる。

似ている活動でも、ルールや道具を変えたり、チーム形式にしたりして、新鮮でワクワクする活動になるように工夫している点。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 83% 17% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 毎朝の朝礼時にその日の活動と翌日の活動の詳細の共有、ならびにその日の担当児童についても確認している点。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% その日中にはできないことも多いが、気になる点はすぐに共有し、今後どうしていくかを全員で検討している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 学習支援においては、「何ができたか」「どんな問題に苦戦していたか」などを記録し、学習サポートの改善につとめている点

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33%
まだ誰も卒業していないので不明

今までにそのような事例がありません。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 交流はほぼないが、就労施設との交流はある

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% hugにて、その日あったことや子どもの様子をしっかりと伝えるよう心がけている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド133厚木及川店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25%
利用者同士の距離感が保てられる様にスペースの範囲を工夫しています。

肢体の不自由の人が横になると、他の児童の遊べるスペースが狭くなる。出来るだけ邪魔にならないように隅っこで過ごせて居るのは他の児童が上手くスペースをあけてくれているから。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25%

状況に応じて声を掛け合い利用者の安全配慮を常に意識しています。

現在、利用者の人数が増えていき、様々な特性のお子さんに対応しないといけない状況で送迎やスタッフの休みの関係で一時的に一人で6.7人、多い時は10人近くを見なければならず、また特性によっても専門性がないと対応が難しいお子さんもいるた
め、専門の職員(特に特別支援)をもう少し増やしていかないと中々難しい状況です。
障がい者の度合いによっては、トイレ介助も必要がある場合は職員は不足の時も有ります。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 88% 13%
掃除などは常に丁寧に行っています。

バリアフリーはなく、現在立って歩けないお子様も利用しているため、今後が心配です。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 空気を常に清潔にするために月一のエアコン掃除はフィルター・蓋・プロペラを毎度掃除しています。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 88% 13%
勉強の支障が出る場合は個室を使い環境保護を行なっています。

子供が何かあったときクールダウンさせる部屋がなく、個別に対応しなければならない際に基本多くの子供がいる前や、面談する部屋を借りたり、管理者がいる部屋に呼んで対応するしかならず、スペースが足りてない状況で、利用者の子供達やスタッフ

が落ち着いた環境でお話し合いやクールダウンが難しい状況であるため、専門の部屋を設けていただきたいです。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 毎月の会議では一人一人のニーズに合わせる為に職員全員で意見を出し合う

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%
職員会議で一人一人意見を出していきます。

時折一部のスタッフにしかお子さんの細かな様子を共有されない場合があり対応に困る場面があります。子供の学校やお家での様子や対応の仕方を常時気軽に行えるようなスタッフ同士の関係性や適度な距離感になって欲しいです。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 現在、時間があるときに動画を見る形になりますが、動画だけでは身につけるのが難しく、特別支援学校の先生や専門支援の方から実際に教授をいただきたいです。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% アセスメントシートや個別支援計画書をしっかりと作って共有しています。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% お互い苦手意識がある、勉強の得意不得意をみてその利用者への適切な支援を行っています。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 一つ一つの共有することはすぐに全職員に伝えるよう心がけています。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13%
支援計画書を定期的に見て、会議でも議題として出し意見を出し合っています。

スタッフ同士のことになりますが、一部の仲の良いスタッフにしか子供の情報が行き渡らない事がここ半年間増えていったため、残りのスタッフに情報が行き渡らない時が増えてきている。そのため、いつでも情報共有が気軽にできる人間関係や環境に

なって欲しいです。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 職員同士共有して場所取りや電話対応などを行っています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 一つ一つのレクリエーションのルールを変えていきより充実した活動プログラムを使っています。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 苦手や難しいと言った利用者には別の活動プログラムを用意して補っています。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 88% 13% そのようなことはしていません。突然指示が変わったり、一部の仲の良いスタッフにしか情報伝達されていない時があるため、できれば毎朝スタッフ全体で今日の利用者の対応をどうするか話し合って統一させていける機会が欲しいです。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% 個別個別ではありますが、送迎の関係上、全員で行うのは難しい状況です。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要事項は、気づいた時点もしくは５分前に連絡するよう心がけています。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 88% 13% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  88% 13% 夏休みや冬休み期間は一切なくなるため対応に工夫が必要です

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 利用時に起こったことや気になったことはすぐにお伝えするようにしています。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% ヒヤリハットが起こったりした場合すぐに管理者に報告し全職員に報告しています。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



135 135
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド135篠ノ井店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 60% 40% 放デイと児発が一緒になる時に部屋がとても狭く感じます。また、それぞれが行っていることがきになってしまうこともあるので、カーテンが欲しいです。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 40% 60%
個室を使用した際に人員が足りなくなる点は改善が必要

送迎が大変です。少しシートベルトを抜け出してしまう子等にはやはり添乗が欲しいです。ドライバーの採用検討お願いいたします。また午後に放デイのお迎えが重なると事業所に1人しか残らないこともあるので、少し大変です。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 80% 20% 見学対応・児発・子どもの状態等により個室を使うと部屋数が足りない点

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 80% 20% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% 支援会議・モニタリングをした後にその情報共有がないので、自分がどのように支援したら良いのか分からない時があります。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 80% 20% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 80% 20% モニタリングや支援会議の情報共有がなく、改善が必要

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 80% 20% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 80% 20% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 80% 20% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 80% 20% 最近は所長が決めることが多いため、全員で考える工夫が必要

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 80% 20% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 80% 20% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 定期的に行っているが情報共有がないです。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 80% 20% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 80% 20% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 60% 40% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 20% 80% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 20% 80% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 40% 60% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 40% 60% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 60% 40% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 60% 40% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 80% 20% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 80% 20% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド136古河旭町店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
おもちゃのスペースがない

トイレや洗面所の数が不足。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25%
１年2年が多く、送迎がまわらないため工夫が必要
職員数に余裕があると、急な休みに対応できる。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 床にテープを貼るなどの工夫を行っている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% こまめに掃除消毒を行っている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 75% 25% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% スタッフ間の話が、共有されるようにしたい。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 共有が不十分なのは、児童発達支援管理者の力不足。今後考えていく。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
88% 13% 一人ひとりに合った計画を立てているつもりだが、不十分かも。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 75% 25% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 88% 13% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 75% 25% 担当の時には、事前に職員に連絡して、同じ姿勢で支援に当たってもらっている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 88% 13% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 一部実施している

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% まだ、卒業はない。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 25% 75% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 50% 50% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 88% 13% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド139岡本店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 90% 10% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 90% 10% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 90% 10% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 90% 10% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 90% 10% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 80% 20% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 80% 20% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 90% 10% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 80% 20% 感染症拡大等の観点からかあまりそういった対面の会はこのご時世で開催しづらいが、リモートや少人数希望制などなら実現可能なようにも思える。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 70% 30% SNSの運用を考えてみたい。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 70% 30% 子どもの安全が保障される、また地域住民の方々が快く受け入れてくれるような条件であれば地域交流にも挑戦してみたい。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド140上越店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 70% 30%
放課後デイでいっぱいの場合や、活動によって児童発達の支援室を使い、身体を存分に動かしたり、小集団で落ち着けるようにしている。

人数によってスペースが狭く感じるときがある。パークの部屋が空いている時にはそこを利用し、人数を分散させることによって活動しやすいようにしている。

パソコンの部屋もあり充実している。ボール遊びをすると狭く感じる。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50%

特に夏休み等の長時間子供を預かる期間に、子供がいっぱいかつ職員が少ない場面が多く、職員の疲弊だけでなく、子供の安全の確保も難しい。

配置数だけで考えれば問題ないが、職員の能力の差や子どものイレギュラーな動きがあったりすると、職員が足りない！と思うことは多い。

個別対応が必要な子が多く、職員の手が足りていない。

利用される方の特性に合わせた人員配置の工夫が必要だと思われる

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 動きやすいように入室から着席までの流れを明確にしている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 玄関ドアの隙間から虫が入ってきたり、壁やドアノブ、ホワイトボードが劣化・破損している箇所がある。修繕等が必要だと思う。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。 30% 70%

パーテーションや机の配置を工夫している。

基本的に1人になれる他の場所はない。子どもが落ち着くことができる方法を提供している（マットを出してくるまる、パーテーションを出す等）。
クールダウンする部屋がない。周りの子供達への負担が大きい。

注意散漫や感覚過敏、音過敏な子供など知覚認知特性が様々なので個室が数部屋あると良い

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 90% 10% 職員会議等で「こう支援していこう！」と話は出るが、職員全体がPDCAサイクルとして認知しているかは分からない。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 職員会議やスキマ時間を使って意見交換している。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 70% 30% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 100% 0% 担当表に沿ってプログラムを作成している。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 管理者が関係者会議に出席してくださるため、定期的に子どもの様子や情報、保護者の要望が入るため、よりニーズに沿った計画が作成されていると思う。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 自発的に内容を見るようにしている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 60% 40%
翌日の朝礼や職員会議で検討するよう工夫している。

次の日に共有事項があれば共有している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% HUGシステムを利用して細かい記録を記入することができる。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 90% 10% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 90% 10% 該当者がいないため、行っていない。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 80% 20% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 地域の公園や複合遊具施設へ外出機会を作っている。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 80% 20% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 連絡帳や送迎時に活動時の様子を伝えている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。 60% 40% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 30% 70% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 70% 30% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド141錦店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド142小新店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 0% 100%

活動スペースが少し小さいと感じる

収納をどうにか工夫しています。子供達の大きさ、人数に対して広さが足りません。

室内が大きいと良い。

15人の利用者がいると、狭いと感じます。
ホールの面積や個室の数・面積で活動が制限されて子どもの支援が難しい場合がある。移転が可能なら移転も必要だと思います。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 33% 67%
支援を手厚くするには人を増やさないとだと思う

もう少し職員が多いと良い。

職員の入れ替わりが激しく、人材育成ができていない。人手が足りていない。人材育成

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 50% 50%

トイレの数や部屋数が足りないので、イベントによってはプライバシーを守れない。

こどもにわかりやく構造化されていると思う。しかし、設備等では、トイレや洗面台の狭さを感じる。防犯カメラが全室にある分、着替えるスペースがない。

ホワイトボードを活用した予定の掲示など、子どもたちが見通しをもった生活など工夫がされている。トイレが家庭用なので、発達特性のある子が利用することを考えると不便が出ている。

トイレが狭く1つしかない。水場も1つしかないため、汚れ物が洗えない。監視カメラがついている部屋しかなく、着替えなどでプライバシーが守れない。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17%
掃除を頑張って行っている

室内の広さを理解した上で、活動を行っている。もう少し広ければ活動の幅が増える。

掃除が行き届いていると感じる。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  33% 67%
個室がないため、使い方の工夫が必要

ほぼワンホール、汚してしまって着替えたくてもカメラがある環境のため、工夫が必要

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 83% 17% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 83% 17% 活動プログラムが固定化されつつあるので、新しい活動も考えていく必要がある。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 83% 17% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  83% 17% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 83% 17% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 83% 17% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 83% 17% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 83% 17% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 83% 17% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



143 143
（別紙５）
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環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド143平松本町店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 50% 50%
工夫している点…運動フロアと学習フロアを分けている点。

バリアフリーな所が良い　壁の耐久性が低い(直ぐに穴があく)

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50%
職員はもう一人でも多ければ目も多くなるし、欠員が出た時もカバーができる。送迎も回すことができる。

日によって、個別対応が必要な児童に対して職員の人数が少ない気がする。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% フロアがフラットになっている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日店舗内の清掃をしたり、定期的に洗車をしたりしている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  75% 25% いつでも使えるフリーな部屋はあるが、見学対応や契約対応の際は利用している児童たちが使えなくなる。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 75% 25% 毎日午前中に昨日の振り返りと今日の活動についてミーティングをしている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 75% 25% 中途採用の人への研修が、もれなく行われるような工夫が必要

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 75% 25% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25% 病院との連携は少ない。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  75% 25% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 50% 50% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド144新西川田店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 17% 83%

個室の部屋があるといいです。

部屋が狭い　個室が無い

ブラインドをいじる児童が多く、手などの怪我が心配　ガラスにかこまれているため、蹴飛ばしたり、なぐったりで出来たキズがのびて危険を感じている　夏の暑さ対策で、窓に模造紙をはり、外にサンシェードをつけた

狭い方と思うので、拡張出来れば良いと思う。

個別対応できる個室が必要だと思う。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
利用する児童により、目や手が足りないと感じる事もありますが、都度気をつけてみなけるばいけない子や注意すべき事など共有をしている

スタッフの人員に余力がないので増員出来ればと思う。

個別対応が必要なこどもの利用が重なった日には、職員の配置が増やせるとよいと思う。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 33% 67%

玄関がバリアーフリーになっていない

窓ガラスが多いため危険。子どもの手の届く範囲は壁にして欲しい。

個室がないため、パニックになったり、落ち着かず周りへの危険がある場合には、事務室や収納部屋で落ち着くのをまつ　個室があると良いなと思っています

絵、図により表示している。

療育室の2面がガラス張りで、ひび割れが日毎に伸びていくことに恐怖心を抱いている。こどもが体当たりしていくことで怪我の恐れも感じている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 50% 50%

ガラス張りで危ない　ブラインドに手を入れて、手を切ってしまう心配等あります

害虫が入ってくるので、隙間テープなどを貼って対応している。

トイレ利用後の汚れ等は常に意識して、常に清潔をこころがけている

人数が15人になった場合は、運動する時は手狭に感じる。
やってはいけないこと(ブラインドに手や顔を埋める、くつ箱や机の上に乗りトランポリンのようにジャンプするなど)が多い環境下で活動に集中できないことがある点。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  0% 100%
個室が無いため事務室を使っている。

個室がないため、収納部屋や事務室を必要性がある場合には個室代わりに使用する

事務所を代替としている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33% 店舗としての実施がほぼないため、工夫が必要

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33%
常にスタッフ間で共有をしている

評価表を確認したことがない。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% スタッフ会議、または、お話ができる時間にスタッフの意見ーだしあったり、改善にむけての話し合いを進めている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 83% 17% LINE等を使用して参加しやすくしている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 83% 17% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 67% 33% 事前に決めて支援している。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 67% 33% 緊急と思われないものは定例な会議にて共有している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 67% 33% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 33% 67%
まだ学校を卒業している者がいない

まだ卒業生が居ません

実績がない。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 店舗としてはそのような機会を設けていることは無いため、検討が必要。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 17% 83% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 83% 17% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド145加須店FUN (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33%
学習室を使っていないときに個別の遊びやボール遊びで使っている

学習室が独立している

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 67% 33% 現状ギリギリで運営していると思う

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 83% 17% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% こまめにミーティングをおこなっている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 83% 17% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 常に情報を共有している

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
83% 17% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 83% 17% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  83% 17% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 67% 33% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 83% 17% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド146結城店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
工夫しいる点はパソコンと活動する場所が仕切られており、伸び伸びと活動出来るスペースがあるところ。

子供たちがやりたい事に対して、スペース確保が必要であった場合には、机を寄せるなどしている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
子供の数が多いとこに対して職員2人配置したり、交代交代で子供を見るように心がけている。
特にトラブルなど問題が起こりやすい児童がいる場所には、必ずすぐに止められるスタッフがいる。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
物をできるだけ活動スペースに置かないようにしている。

基本ワンフロアで段差もなく、扉の開閉以外はスムーズな環境。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
毎日使った場所はキレイにしている

おやつ前後は常にテーブルを消毒したり、子供たちにも手洗いを促している。活動で机などが汚れてしまった場合には、すぐにきれいにしたりしている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  89% 11% 壁の色を青くしてクールダウン出来る部屋にしている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 話しやすい環境が作れている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 89% 11% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  89% 11% 私自身が、実際ペアレントトレーニング入門講座に参加しております。仕事に活かせるように学んでおります。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 78% 22% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 全職員が分かるように、記載されています。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド148水戸平須店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 78% 22%

クールダウンの所がない

15人マックスで来ると一つの長机に4人になってしまい窮屈。かと言って、机を増やすスペースもない。
【工夫している点】明るい室内で楽しい気持ちになる。広々としたスペースで活動しやすい。【改善が必要な点】建物の関係で1本たっている柱が危ない。スタッフ子供何人かぶつけたのを目撃しています。また、各々部屋の上部分が少し空いているため
声が響きやすく音が苦手な子を隔離したり、気持ちが高ぶった児童のクールダウンがトイレしか無いので改善して欲しいです。また、パソコンも15人の定員にも関わらず12台しかなく、活動の中で工夫はしていますがやはりできない子も中にはいます。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
【工夫している点】理学療法士や心理士、保育士、児童指導員がバランスよくいます。【改善が必要な点】バランスよくいるはずなのに各々の仕事は全員一緒で役割がほとんどないです。役割を持たせたらもっと円滑に現場が進むのではないかなと思いま

す

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 78% 22%
声が響いてしまうため、何らかの工夫が必要

先程も言ったことが重なりますが、音が苦手な子や気持ちを落ち着かせたい児童のクールダウン部屋が一部屋でもあるといいです。どの部屋も上は空いているので声が届いてしまいますし、1人が興奮して声を荒らげてしまうとほかの児童も釣られてしま
い活動がスムーズに行えない場合がある。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日の掃除は欠かさずやっています。また、スタッフの中に元用務員さんの方もいらっしゃるのでエアコンの掃除や外の目が届かない場所もしっかり清潔にしていただいてます。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  56% 44%
静かに過ごせる場所が無い

他店ではあるスヌーズレンルームのような個室が無いため、クールダウンできる場所の確保が難しい。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 56% 44% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 78% 22% ないです。基本的に共有が遅く保護者から伝えたものもスタッフ全員が伝わってない場合があります。スタッフ含め保護者の意見をしっかり把握しないと今後の支援に繋がらないと思うので見直したいです

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11% それぞれ意見が言えるような空気感や言い合える環境作りがあってもいいのかなと思います

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  89% 11% 忙しいと共有されずに、担当した職員のみが支援を行う状況になっており、改善が必要

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  89% 11% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 89% 11% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
89% 11% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 89% 11% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 78% 22% 個別活動の機会を多く確保することが難しい。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 78% 22% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 89% 11% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 89% 11% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 78% 22% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 78% 22% さらなる連携ができれば、なお良いと考えている。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 56% 44% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 44% 56% まだその機会はないため、知識と準備が必要。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 78% 22% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 11% 89% 今は交流の機会がないため、市町村と連携して機会を作っていきたい。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 44% 56% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  56% 44% 保護者向けはできていないため、改善が必要。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 89% 11% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 11% 89%
父母の会や保護者会を、保護者から強く求められてはいないという現実もある。

今後保護者会のようなこともできたらいいと思っている

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 78% 22% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 22% 78% まだ地域連携できていないため、検討していく必要がある

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド149さくら店PLUS (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド150小名浜店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 運動系などのレクリエーションは、隣の児発の部屋を使って行なっています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% マンツーマンで付かなければならない利用児がいた場合、職員数が足りないと感じるときもある。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 視覚からも分かりやすいように言葉掛けだけではなく、イラストや表示なども使い分かりやすくしている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日綺麗に掃除をしたり、空気清浄機を使いきれいを保っている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 気持ちの切り替えが難しい児童には静養室を使い、気持ちの切り替えがしやすいようにしている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 88% 13% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 毎月スタッフ全員に案を募っている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% 学校の先生などと情報共有し、児童をサポートしている。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 都度対応しています

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 88% 13% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 通勤途中で災害にスタッフがあった場合のマニュアルについて検討が必要

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド151今市店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 75% 25% ワンフロアーしかないので、どうしても相性が良くない子同士の距離をとることの難しさがある

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  75% 25% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 75% 25% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 75% 25% アセスメントや知識の共有は行われている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 75% 25% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 次の日になる事はあるが行われている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 25% 75%
まだ対象児童がいない

対象がまだいない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 25% 75% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 75% 25% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 25% 75% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 25% 75% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 75% 25% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 25% 75% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 75% 25% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 75% 25% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド153つくば学園南店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 78% 22%

仕切りを用意できたが、何か静かな所で話す際の場所がほしい

アコーディオンカーテンを設置して、ワンフロアを仕切れるようにした。

定員15名だと手狭な気がします。座って遊ぶ子と、動いて遊ぶ子が交わる場面が多い。
カーテンを使った間仕切りで、学習時に遊ぶスペースと別けている。

状況に合わせて部屋を区切ることができる。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 56% 44%

もう一人、常勤スタッフがほしいです

送迎の時間帯、職員がいつでもついて支援が必要な子供が数人いる中でスタッフが1人しかいないということがあり、それぞれの子供が走り回ってしまったりおもちゃをひっくり返したりと1人では対応が難しいと感じることがありました。
15名で職員が少ない場合は足りていないと感じる。
配置人数だけでなく、配置位置も意識するよう指導がある

常に子どもが1人にならないように人員配置を徹底している。
利用人数に対して職員数が適切でないことがある。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
バリアフリーはできている。

いまはなんの時間かホワイトボードに貼ることによって可視化を義務付けている。

色々な障害のある児童が混在しすぎてると感じることがある

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
トイレなどもきちんと清掃できている。

衛生面は徹底して気をつけています。

毎日、終業後に必ず床ふき、掃除機をして綺麗な状態を保っている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
必要に応じて面談室を使えます。

利用人数が最大の時は、スペースが足りないと感じる。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 78% 22%
目標と振り返りをしています。

常勤と非常勤で共有事項の差がある。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 朝礼で共有しています。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 89% 11%
放課後のときは、毎回朝に打ち合わせをしている

朝礼で共有しています。

文書でも確認できるようにしてほしい。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 時々、違う部署の方が来られて管理者の方とお話をしている風景をよく見ます。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
講習は受けています。

月に1度、動画を見て児童とかかわるときに必要な知識を新しく学ぶ機会があります。
毎月の研修はいいと思う。文書でもほしいとは思う。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  89% 11% 個別支援計画の共有が課題となっている

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 89% 11% 専門的加算においてどこを伸ばしたかどこが不十分か分析するようにしている。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  67% 33%
検討の機会を設ける必要がある

シフト制であるため非常勤との連携、共通理解のための時間確保が難しい。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 67% 33% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 78% 22% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
78% 22% 地域支援連携については不十分なため、工夫が必要

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 89% 11%
LINE等で共有
来月はどのようなレクをしたら良いか話し合いやSNSを参考にしながら取り組んでいる。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 89% 11%
エクセルにて、乱数にて作成している

日替わりで担当者が代わりレクリエーションを実施。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 89% 11% 個別活動については、その都度担当者を決めてその児童に関わっている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0%
朝礼でしています。

児童が来る前に今日のレクリエーションの概要や書類の受け渡しなど必要事項を確認している

毎回その日の活動内容についてはLINEで共有。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 78% 22%
翌日以降に実施

今日起きた出来事などどのように対処したか、またはするべきだったかを振り返っている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 忙しくて記録するための時間確保が難しい。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%
抜けてしまうときもあったが工夫している

モニタリングはしています。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 89% 11% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0%
自由時間の遊び道具やレクの選択肢をあるようにする場合がある。

こちらが活動を提案するのではなく、児童が何をやりたいかの気持ちに沿うようにしている

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 89% 11% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 67% 33% 連携先は、現時点では学校関係くらい。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 89% 11% 学校であった出来事など送迎の際に先生と確認している

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 89% 11% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 56% 44% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 56% 44% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 56% 44% 事業所としてではなく、個人的に研修に参加している。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%
送迎時にしています。

送迎の際に会話を交わしている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  44% 56% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 78% 22% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 89% 11% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 89% 11% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 44% 56% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 89% 11% メッセージを通じて保護者が気兼ねなく出来事を報告できるようにしている

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 78% 22% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0%
注意しています。

児童の前でほかの児童の情報を話さない

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 常に相手の話を聞いています。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 78% 22% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 78% 22% 実施はしているが定期的ではない。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%
情報共有されています。

服用している薬の把握は行っている

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 食物アレルギーの共有はされています。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 89% 11% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 78% 22% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%
LINEにて直近のものも共有
事務所に毎月情報共有されています。

付箋で共有

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 研修を受けました。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 研修を受けました。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



154 154
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド154加須騎西店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 月２回の職員会議を開催している

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 86% 14% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 送迎ミスが多いため、注意が必要

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 86% 14% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 86% 14% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 86% 14% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 86% 14% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 86% 14% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 86% 14% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 86% 14% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド155南与野店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
利用者により危険性が高まる際には扉を外したり適宜対応できているのは良い

利用人数に対して、十分なスペースが取られている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13%

欠員が出る際は新上大久保より応援スタッフが来れるのは良い

もう少しスタッフがばらけてお子さまだけの状態を作らないようにする必要がある。

週5日勤務のシフトの方の体調不良でのお休みでシフトの調整の工夫が必要な時がある
職員の人数は最低限確保されている。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 88% 13%
運動スペース、学習スペース、活動スペースに分けて活動している為自動の切り替えがしやすい

児童が事務所に入ってはいけない決まりだが、言葉を話すことができない児童は「これがほしい」と口頭で言うことが不可能。視覚的に分かりやすくする必要があると思う

こどもたちが過ごしやすい環境が作られていると思う。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 50% 50%

掃除をやる方により清潔さにかなりの差が出ている

アイロンビーズが端に落ちていることがある。食べてしまうことはないと思うが危険を感じる

扉の付近にテーブルが来ているなど、配慮が必要だと思う。

もう少し各所の清掃にも力を入れたい。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  88% 13%
児童とスタッフと二人きりになるのは良くない為せめてドアを開けるなどの対策を工夫した方が良い

気持ちの切り替えや学習タイムの時間に入れるようになった。

メインで使っている部屋のほかに、別で使える部屋が用意されている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 63% 38%
個別支援計画に沿って支援をすすめなければいけないがスタッフがパソコンを開いて支援計画を読んでいれば良いが、意識して読んでいない方はどのように支援していくのがわかっていない為日々確認する時間があると良いと思う

スタッフミーティングはあるが、情報の共有が足りないと感じているため、工夫が必要

改善点は広く共有されていると思う。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
日々ラインを使って保護者の意向などは共有しているので保護者が何をもとめているのかなどは周知出来ていると思う

モニタリング等で意向を確認している。

保護者の意向は支援に強く反映されている。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
あまりそれが出来ていなかった為、9月のスタッフミーティングでは改善点など色々意見を出し合った
職員会議時にスタッフが話しやすい環境が作られており、そこで出た内容に他のスタッフが意見出すことで方針が決まる。

職員間での意見交換は積極的である。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25%
改善できるところは改善したい

まだ詳しくはわからないが、言いたいことは言えているように感じる

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0%
自己研鑽のために研修を希望しましたら受講させていただけました。とても良かったです。

職員に不足した能力や知識があれば、その都度研修を受けることができる。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0%
毎月プログラムの作成担当がかわるためバラエティにとんだプログラムが行えていると思う

支援プログラムの作成は、適切に行われている。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
特にS S Tに力を入れたい保護者、学習に力を入れたい保護者には学習をとニーズにあった支援を提供できるように心がけている
保護者のニーズと、職員が支援の中で感じたことを織り交ぜて次の支援につなげている。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
児発官だけてなく現場のスタッフが日々活動の様子をラインなどを通して共有できている

モニタリングの際に児発管だけではなく、1番身近にいるスタッフを横に置き詳しい状況を伝えられるようにしている。
職員はみな、こどもにとって利益になる過ごし方ができるように努めている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13%
モニタリング後にスタッフ間でどのような支援に取り組むかなど共有した方が良いと思う。

計画を見て、日々の支援の参考にしている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13%
日々の支援と安全面などフォーマル、インフォーマルは使い分けている

こどもの適応行動への評価は、共通認識として職員全員が持っておけるように共有している。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
75% 25%

地域支援、地域連携面はできていないため、改善が必要

地域支援・地域連携の点については、不明なことが多い。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13%
毎月作成担当者がかわりますが作り終えた時点でスタッフ全員の了承をとるような体制である

レクなどのプログラムは職員が相談して作成している。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
毎月作成者がかわるためプログラムは固定化していない

同じことが繰り返されないよう、工夫している。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 88% 13%
個別活動はなかなか行えていない

こどもごとに適したアプローチがあるので、活動内容に変化を加えている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 38% 63%
送迎変更などの確認はするが管理者がお願いしたい事などがある際個々のスタッフに頼むため全員が把握できていない

なんとなくの動きは確認しているようだがレクの際にどう立ち回ったらいいかわからなくない時がある。

その日に行う活動については、さらに共有して職員全員で準備したほうがよい。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50%
スタッフの帰宅時間もばらけているため支援の振り返りはなかなかできていない

必ず時間が作られてるということはないが起きたことをそれぞれが話すことはあるように感じる。

情報共有はされているが、打ち合わせという形ではないので、活動のフィードバックをする時間があればさらによい。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% 保護者連絡のサービス以外に記録を取ることはあまりないため、工夫が必要

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%
モニタリングは適宜行えている

定期的にモニタリングを行っている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0%
自立支援、体験活動、主体的に参加できる活動はおこなえているが地域交流などは出来ていない

４つの基本活動については、すべて不足なく組み合わさっている。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 88% 13%

スタッフがおしつけるのではなく子供の選択を促すようにしている

まずは本人がどう思ってるかを聞くようにしていると思う。

スタッフにより答えを先に教えてしまい、考える力を養えていない場合が多々ある。

こどもに判断をゆだね、指摘や注意ばかりにはならないようにしている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13%
児童発達支援管理者は適宜学校訪問などを行おうとしている

基本的に児発管が参加している。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 50% 50% 地域の機関との連携についてはあまり認識していない。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 88% 13%
子供下校時刻など不明があれば学校に問い合わせして確認している

下校時間や行事などに不明点があれば、学校に連絡している。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25%
不明な点があれば管理者が確認を行なっていると思う

初期の支援計画は、他事業所等から引き継いだ情報を参考にしている。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 50% 50%
新施設の為未だ経験がない

あまり前例がない。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 38% 63%
動画を使った研修はあるもののスーパーバイザーが来ての研修などは経験がない

地域の児童発達支援センターとの連携については不明。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 38% 63% 児童館との交流はしたことがない。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 38% 63% 日々の送迎で対応しきれないことが多く、参加はしたいができない状況にある。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%
送迎時にお伝えするよう心がけている

保護者から求められることもあるため、そこにあった情報を伝えられているように感じる。

送迎時、保護者と簡単な一日の振り返りという形でお伝えしている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50%
管理者の方で行っているかもしれませんが、わかりません。

家族が活動に参加することは無かった。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 88% 13% 管理者の方で説明していると思う

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0%
ラインなどを通して周知できていると思う

保護者からの意向や情報提供は、職員間で共有している。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0%
説明後デジタルサインで了承をえている

同意をきちんともらっている。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0%
適宜面談を行なっている

ご家族からの悩みは、幅広く受け付けている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 38% 63% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0%
すぐに対応できるよう心がけている

苦情があった場合は迅速に対応している。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 38% 63%
毎月本部の方から通信が発送されている

あまり活動の発信は行っていない。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 88% 13%
個人情報には十分配慮しているつもりである

住所や写真などが職員のスマートフォンに残っているので、個人情報の扱いについては検討したほうがよい。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0%
送迎時になるべく中の様子を伝えるよう心がけている

何かあればすぐに共有される状態になっている

配慮はなされている。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 25% 75% 事業所の行事に地域住民を招待することはない。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 75% 25%
年に2度ほど消防署と連携して行っている
訓練は年に数回行われている。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 63% 38%
年に２回行っている

訓練は年に数回行われている。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13%
周知できていると思う

アセスメントに書かれているため、すぐ認知できた

こどもの服薬や持病については、職員が熟知できている。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 75% 25%
アレルギーに関してはスタッフ間で共有しキャビネット裏にも掲示している

アレルギーはきちんと対応されている。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 88% 13%
月1で研修があり感想など提出している
安全な環境での支援を心掛けている。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0%
感染面の安全面は手洗い、消毒、デスクの消毒などできている。

ご家族にもお伝えしている。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0%
月２回のミーティングで共有を行っている

事故やトラブルは、報告・対策されている。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%
スタッフの不適切な行動などあれば管理者に報告できる環境にある

虐待防止の観点では、しっかり対応されている。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0%
研修にて何度も行っている

身体拘束の前例はないが、事前に相談がされている。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド156新ひたちなか店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 88% 13%
少しでも広く使えるように随時、レイアウトを調整している。

15人利用などの時は、パソコン室なども利用して､２部制にして活動をして行う

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25%
多機能なので児発と放デイを行き来してもらっているが、療育手帳A判定の方が増加傾向にあり、安全確保に問題が生じる恐れがと、療育内容が多様化しているので、スタッフも疲弊していることがある。
少し職員数が多い時もまれにある

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 事務所の配置が奥になっており、オープンカウンターのような造りであって欲しい。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 88% 13% 随時、改善している。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  88% 13%
個別の多様化で、個室が少ないと思われる。

利用者がクールダウンする部屋があると良い

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 50% 50%

毎日のミーティング等でで意見具申していただいている。

計画だけ任され実行、反省がないことがよくあります

経験の浅い職員が子供たちの活動を進める際に、何を目的とするかを考えられていないケースもある気がする。又、活動を担当として回す人以外が子どもの行動に寄り添えないケースも見られる時がある。

1日の業務会議がいつも午前にあり、パートには、伝わらない

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 75% 25%

意見具申しやすいように、管理者から声掛けを積極的に行っている。

hugやLINEなどで頂いた意見を共有し活かしたり改善案を出したりして寄り良いサービスに出来るようにしていると思う。
職員への知らせが、回数的に少ないため、工夫が必要

保護者からの伝達にたいしても、正社員のいる時間帯にしていて、パートには伝わらないため、何らかの工夫が必要

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 63% 38% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  88% 13% パートによる支援プログラムを計画、実行する時間の確保が難しい

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  75% 25% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 63% 38% 個別支援計画を見ている職員を見たことない。管理者から閲覧を求められたこともないため、改善が必要

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 88% 13% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 75% 25% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 75% 25% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 63% 38% 朝礼の中で行っているが、必ずではないケースもある。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50%
保護者の就労時刻以下も何でも許可しているので反省する時間など作ることが難しいため、検討が必要

終了後はバタバタしていて振り返りが出来ていない。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 88% 13% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 88% 13% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13%
現在、対象児がいないが、将来的に行う。

まだ放課後等デイサービスを卒業して障害福祉サービス事業所等の移行をするという実績・機会がまだない。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 実施があれば参加する。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 88% 13% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% いつでもお話していただくことができるように、日々のコミュニケーションを大切にしている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 38% 63% 保護者会はないため、検討していく

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% ラインを利用している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 諸種類は原則事務所ロッカーに保存。個人がわかる書類でいらなくなったものは、早急にシュレッダーにかけている。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 事業所行事に招待等はしていないが、地域の行事等に敷地内の駐車場の貸し出し等をしている。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% マニュアルはスタッフが行き来しているところに設置している。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 服薬等があれば、保護者に再確認している。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 88% 13% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 88% 13% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド157新栃木店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 67% 33% 利用者にクールダウンが必要な際に落ち着けるスペースがないため、工夫が必要

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  67% 33% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 67% 33% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド158境町店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
運動ができるスペースを設けている

1.2歳時の午睡室をわけているが夏の間暑いので改善が必要とおもわれる。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 92% 8% パークの職員も両方対応できている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 何をする場所かを明確に分けている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 92% 8%
清掃を徹底している

トイレや個別の部屋の鍵が壊れているため、改善を行う必要がある

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 何をする部屋なのかが明確になっている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 92% 8% 職員会議を必要に応じて行っている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 92% 8%
職員会議などでそれぞれが意見を述べやすくしている

非常勤から常勤への意見交換はあまり行われていない。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 83% 17%
相談支援事業所や園、学校などと情報共有

この4月にオープンしたため、これから行われるものと思われる。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 毎月研修が行われている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  92% 8%
毎月レクレーションカレンダーなどを作成配布

対象児の対応方法が分からない時があり、改善が必要

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% モニタリングや電話連絡、送迎時に様子を伺う

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  92% 8%
１日の振り返りなどを終了後に行う

対応方法の報連相がもう少し欲しい。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 92% 8%
毎日の振り返りの中で支援方法を確認している

詳細は理解できていないので、一人ひとりについてきちんと理解できるように共有していきたい。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 92% 8% 評価ツールを使用している

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% モニタリングや他機関連携を図っている

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 92% 8% レクレーションカレンダーの作成時に職員間で共有している

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 季節に応じた行事を入れる

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 本人の成長度合いや変化に応じて対応している

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 92% 8% 時間を設けてより充実させていく

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 92% 8% 時間の管理が必要である

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 個人ファイルの作成を行っている

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0%
保護者との連絡ツールにて情報の共有を図っている

上記の質問がほとんど常勤職員が中心に行うと思われることであり、常勤職員間では行われていると思うが、自分を含む非常勤職員までの周知は厳しい状況である。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 92% 8% 好きな活動を入れるようにする

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 自発的な選択ができるよう場面を設定している

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 改めて会議の場を設けて実施することが難しい場合もある

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 92% 8% 定期的ではないが極力他期間連携に努めている

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 92% 8% ミスは起こり得る事を前提として確認を徹底する

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 92% 8%
電話や送迎時に確認している

上記全ての回答として共通で、管理者が電話、S N S、面談、見学等のあらゆる手段を利用して適切に行われていると思う。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33% 同じ店舗なので職員間での共有を図っている

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 75% 25% 研修などによりスーパーバイズを受けている

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 58% 42%
今後イベントに参加させていただこうと思う

現時点では、これらのことを行うのは厳しいと思う。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50%
情報の共有がされていない

自分自身は、全く理解できていないが、管理者は参加している。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 電話、連絡ツール、モニタリングなどで共有している

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33%
必要とおもわれる保護者様にお伝えしている

前述同様に、とても大切なことだが実践するのは厳しい状況だと思う。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 送迎時や連絡ツールで利用日ごとにお伝えしている

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% 連絡ツールで確認お伝えしている

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 連絡ツールやお電話などで確認している

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 電話やモニタリングなどの機会を設ける

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50%
機会を設けていないため今後検討中

兄弟の交流はできていると思うが、父母の会の支援は厳しいと思う。職員が足りないと思う。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 意見や要望として取り入れてている

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17%
レクレーションカレンダーなどを配布

ハグを利用して丁寧に対応している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 83% 17%
個人ファイルを使用し、保管している

個人のスマホでどこでも情報(ハグ)が見られるため、注意が必要。
重要書類（個人情報記載の）の破棄を速やかに行なっている。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 意思疎通を図るツールとしての連絡手段をアプリ等で図っている

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 67% 33%
機会を設けていない

今の現状として厳しいが改善は必要。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 92% 8%
定期的に実施している

非常勤職員は、動画研修を受けたのみで訓練には参加が難しいため、工夫が必要

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 92% 8% 定期的に実施している。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 書類等を提出いただいている

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 必要に応じて薬を保管管理している

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 訓練や研修を定期的に行っている

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 92% 8%
必要に応じて前もって保護者様に連絡し協力いただいている

管理者により行われていると思うが、自分個人としては行えていない。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 92% 8%
ノート作成して共有している

個人として記入するように心がけているが、全職員間での共有や防止への検討が行えていないと思う。行える時間を設けるための時間配分を職員間で考えたい。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0%
研修やチェックシートで確認している

チェックリストを使用して防止の意識を高めている。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 92% 8% 身体拘束に至る状況や時間など企業全体に周知し共有している

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド161牛久田宮店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 89% 11%

テーブルを片付けて部屋を広く使ったり、利用人数によって2部屋に分かれて活動をしたりして、部屋のスペースを有効に利用している
15人に対してスタッフも充実している。保育室が2部屋あることで、児童のその日の組み合わせ次第で部屋を分けることも可能。
利用児童12人を超えてくるとメインルームが手狭になり、密集し過敏な子は落ち着かなくなることが多い。サブルームに座れるテーブルを用意し、場面や利用児童の特性に応じ部屋を静と動に分けることで安定してきた。トイレに関しては、1つしかない
ため非常に困っている。こまめな声かけをしているが難しく、対策を常にスタッフ全員で検討している。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 89% 11%
指導員の人員も専門的指導員の人員も充実している。バランスの良い環境。

有資格者の配置基準をスタッフ全員で意識しているが、急な休みなどでの欠員が出ると危ういと思う。安定した有資格者が増えれば助かります。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 89% 11%

ロッカーや下駄箱に毎日利用児童の名前を貼り、混乱が少なくなるように工夫されている。

手洗い等のプライベートが確保されるべき空間の鍵が、爪であけられる形状なのは改善すべき。何度か児童が爪を使って鍵を開けてしまう場面が確認されている。国道沿いに児童の送迎車を置くしかないため、児童の飛び出しに細心の注意が必要。柵や

塀、門扉などの設置や十分な乗り降りスペースの確保などで対策できないものでしょうか…

目に入ると気になる玩具や物は収納したり、布などで見えないようにして本来の集中すべきことに意識が向けられるようにしている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 基本は満足ですが、改善点をあげるのであればこの人数に対して、御手洗が1つということ(せめて男女又は子供と大人 で2つは必要)

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
基本は満足ですが、改善点をあげるのであれば保育室が2部屋、相談室、事務室、手洗いの部屋構成のため、落ち着かない児童や体調の悪いための静養室の役割を果たせる環境がない
ルールを決めて利用することは可能になっている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% HUGや電話、対面などでお話を聞く機会が設けられている。また、送迎時にも声かけしている。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
非常に意見を伝えやすい風通しの良い職場だと感じています。管理者さんの人柄が素晴らしいです。

普段からミーティングや日常的な会話で相談やアイディアを出し合って、試行錯誤しながら改善できる環境である。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 定期的に子どもとの関わり方に関する共有事項を書面化されています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 毎日のミーティングで子供の情報を共有している。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 計画を共有する時間を確保している。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎日のミーティングで当日の活動プログラムについて話し合っている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 毎月のプログラム計画を内容が重ならないように作成している

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 翌日のミーティングで必ず前日の支援について情報共有している

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 89% 11% 卒業生はまだいないが、情報提供ができる体制がある

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 44% 56% 児童発達支援センターとの連携はまだない

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 児童クラブとの併用で利用している利用者が複数人いる。他の子どもと交流する機会はないが、保護者からの要望があれば検討していく

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 44% 56% 協議会への参加の機会がまだない

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  33% 67% 保護者からの要望があれば、実施を検討していく

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% 父母の会はないが、保護者からの要望があれば、検討していく

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 89% 11% HUGにて行事などの連絡をしたり、必要に応じて写真を送付してお子さんの状況がわかるとうにしている。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 33% 67% まだその機会を設けていないため、今後検討が必要

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 89% 11% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド162宇都宮みどり野店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 43% 57% メインフロアは広いため、子供全員がその中にいれば安全に見れるが、パソコンの時間や、暴れてしまう子どもが増えると、それにスタッフが取られてしまうため、人数はもう少し余裕が欲しいなと思う場面が多々ある

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 86% 14% 事務所に入ることが習慣になってしまった子どもがいて、事務所のパソコンを触ってしまうことがあるため、改善が必要

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% なってはいるが、時間帯や状況によっては使えないこともあるため、工夫が必要

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 71% 29% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 71% 29% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  86% 14% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 86% 14% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 86% 14% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 86% 14% 毎日は行っていないため、改善が必要

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 子ども達がそれぞれ目標を設定して、頑張るファイルを作成して活用しています。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 86% 14% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 86% 14% まだそのような子供がいない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 57% 43% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 57% 43% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎などで保護者様とお会いしたときに1日の状況を出来る限り伝えるようにしています。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  71% 29% 個人的に、保護者同士の交流を深められるような機会があればなと思う事が多々ある

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 71% 29% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 57% 43% 先程と同様、自分自身もきょうだい児であることから、利用してる子供だけでなくその保護者、きょうだいの交流、意見交換も大切なことだと考える。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 86% 14% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 71% 29% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 86% 14% 家族には周知していないため、周知していく必要がある

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% アレルギー有りの利用児童のおやつは、保護者の持参したものを提供しています。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド163新潟山木戸店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%

軽い運動用にジョイントマットが敷いてあるエリアがあること

死角になる場所があるのでスタッフの目が届くようデスクの位置やスタッフの配置を工夫している。

遊びの内容に合わせて床、机、マットと場所を分けている

マニュアルなどがあり分かりやすい

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 29% 71%
建物自体が入口に段差があるためバリアフリー対応は難しい

トイレの横幅が狭く介助が必要な児童が今後来た場合に介助しにくさがありそう

玄関の段差が大きい

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 柱が２本あるので、運動レクには向かない

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  86% 14%

個人に応じてパーテーションで区切るなどしている

パーテーションを準備して、必要に応じて簡易的に個室のような空間を作ることができる

必要に応じて相談室で対応している。

パーテーションの利用

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% よく話し合いをしている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 1月開所でまだ保護者の評価表がないため、これから行っていく

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 57% 43% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 71% 29% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 86% 14% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 86% 14% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 71% 29% 必ずではないが気付いたことは話をしている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 86% 14% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 地域交流がないので、買い物体験など活動にいれていく。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 下校時間表の共有をしてもらっている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 57% 43% 必要に応じて情報共有を行う。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 71% 29% まだ、学校を卒業した子がいないため、今後そうしていく

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 43% 57% 外部研修を受ける機会がないので、機会があったら積極的に参加を行う。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 14% 86% 今後、交流の機会を設ける必要がある。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 43% 57% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  43% 57% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  86% 14% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 14% 86% 保護者同士の交流がないので必要に応じて交流会の検討を行う。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 43% 57% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 14% 86% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 86% 14% 保護者からの情報しかないので、必要に応じて医師からの指示書の提示をしてもらう必要がある。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 86% 14% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド164太田店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% レイアウト変更なども適宜行い十分な広さを確保している

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 86% 14% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  71% 29%
クールダウンできる部屋がない。

クールダウンに使うには専用の場所はなく、工夫が必要

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 86% 14% 非常勤の方の意見ももっと吸い上げられるような体制を築きたい

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 71% 29% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 86% 14% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 多職種にて閲覧もしくは作成するシステムをもつ

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントについては共有確認の機会がある

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 業務内での話し合いにて意見交換をおこなう機会がある

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 71% 29% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 86% 14% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 71% 29% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 86% 14% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 86% 14% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 86% 14% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 71% 29% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 86% 14% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 86% 14% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 86% 14% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 86% 14% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 71% 29% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 57% 43% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 86% 14% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  86% 14% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 86% 14% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 71% 29% 保護者会は開けていないため、今後検討が必要

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 86% 14% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 86% 14% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 86% 14% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド165新鴻巣店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% パソコン室、学習室、運動場とそれぞれを充分に活かした活動ができる

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%
事故が起きやすい部屋や活発に動きがある部屋に職員の配置を増やしている

無資格の方が定員として数えられていない場合があるみたいですので、改善するところがあると思います。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 次の予定を書いたり、こどもが移動するときは声掛けをしたりしている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日の掃除、ウェットティッシュなどすぐ取り出せる場所に置いてある

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 86% 14% ミーティング、レクの流れや支援の注意点等の情報が分からないことがあるため、改善が必要

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% ミーティングがないのであまり意見交換が出来ないため、改善が必要

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% アルバイトにも開示していけるよう工夫が必要

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 86% 14% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 71% 29% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 71% 29% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 86% 14% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  86% 14% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 86% 14% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 71% 29% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 86% 14% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 86% 14% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 86% 14% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例を付箋に書き、ホワイトボードに貼りつけることで情報共有が出来ている。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド166郡山静西店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
レクカレは必要ないと思う。その代わりに個別でのカレンダーがあったらどうだろうか。

仕切りがあるといいと思います

パーテーションなどを活用している

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 絵カード、スケジュールを活用している

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  75% 25%
個室を都度活用している

スペースが足りないため工夫が必要

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 63% 38% PDCAサイクルが全く取り入れられていないと感じる為、改善が必要

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% 極めてわずかであるため、改善が必要

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13%
極めてわずかであるため、改善は必要

スタッフミーティングなどを実施しているが、やや回数が少ない

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 88% 13% もっと機会があってもいいと思う

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 88% 13% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
88% 13% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 意見を出しやすい雰囲気がある

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 固定化されたスタッフ以外にも意見を出せる関係作りが必要

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 88% 13% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 63% 38% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 75% 25% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 75% 25% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 88% 13% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 13% 88% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  63% 38% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 63% 38% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 88% 13% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 75% 25% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 75% 25% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 88% 13% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



167 167
（別紙５）

事業所名
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グローバルキッズメソッド167前橋青葉店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 88% 13%
学習室とプレールームを分けて環境設定できたので子供の気持ちを切り替えられている。

15人利用者がいる時は職員の数も合わせるとフロアの広さ的に窮屈な気がする

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 職員同士、声を掛け合って対応できる職員数が配置されていると思う。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 個別に対応した教材を用意したり、教具が出しやすいように整理したりできている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 埃が溜まりやすいところや衛生面に気をつけて清掃を行い、環境を整えている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 子供の状態に合わせて職員が配慮し、対応するようにしている。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 毎日振り返りを行い、気がついた点や改善点は共通理解できるような場を作るようにしている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 送迎時やアセスメントの機会に保護者の話を受け止め、成長について思いを共有するようにしている。また、それを職員間にも伝達している。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 児童の支援について意見を出し合える場を設けたり、何気ない日常の中でも思いを伝え合いながら業務改善に努めている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 他の事業所の職員とも交流をしながら他者の目に気がついたり、アドバイスを参考にしたりしている。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 教材研究をしたり、発達支援の研修動画を見て学んだことを伝え合い、更に掘り下げていける機会を作っている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 児童にとって必要な支援をみんなで意見を出し合い、まとめたものを回覧してもう一度、共通理解を深められるよう工夫している。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 意向を汲みつつ、何が今1番必要かということを職員間でも話し合い、適切な計画が作成されている。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 色々な角度から子供の姿を捉え、児童に関わる職員の意見にも耳を傾けて、共に考えられた計画が作成されていると思う。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% いつでも閲覧できる場所に書類があり、大切なことはすぐに伝えられたり記録で確認し合えているので、みんなで同じ方向を向いて支援できていると思う。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 子供の行動傾向を共に把握し記録に残すようにしている。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれの項目に沿って支援を吟味した上で、ふさわしいものが設定できていると思う。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 季節や子供たちに体験させたいことなど案を出し合い、立案する場を作っている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 多くの楽しい体験を通して、子供の色々な一面を引き出していきたいと考えているので、地域も活用しながら工夫している。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 個性を大切にしながらも他者との関わりの中でも成長できる場面を作っていけるよう、バランスを考えながら作成し、支援している。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 日々、子供の成長に変化があるので、昨日を踏まえて今日はという積み重ねができるよう毎日、共有する場を大切にしている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% エピソードを交えながら子供の様子を振り返り、支援が適切であった、他にできたことがあったかという話し合いをするよう努めている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 気づきを職員間で共有できるよう、振り返れるようメモは必ず、とるようにしている。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 職員の思い込みだけではなく、今のありのままの姿を客観的に見つめ、見直せるようにしている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 活動に偏りが出ないよう配慮している。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 職員の決めつけではなく、子供自身の思いも聞きながら、意見を提案し一緒に考え、最終的には子供自身が決めるようもっていっている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 他の職員からも子供の様子を聞いたり現場に入って関わりを持ち、支援した上で参画できている。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% レクリエーションを計画する上で、そういう場に触れられる機会を設けるようにしている。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 送迎や担当者会議の時に情報を共有したり様子を伺ったりしている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 気になる点がある時は尋ねるようにしている。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% 今後、そういったケースが出てきた時は対応していきたいと考えている。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 繋がりを大切にし、相談できる環境を整えたいと考えている。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 63% 38% レクリエーションで交流できる場を検討して関わりを持つ機会を作っている。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 63% 38% 機会があれば参加したいと思っている。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎時やお会いできる機会に良い点や成長していることを互いに伝え合えるよう努めている。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  75% 25% 家族、保護者も含めての支援はとても大切だと思うので情報を得て学んでいる。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% 分かりやすい言葉で大切な事をお伝えし、質問に答えるようにしている。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% 意向を十分理解し、受け止めていけるよう努めている。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 可視化して理解を得られるようにし、分かりやすい言葉で丁寧に説明している。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 不安が少しでも解消されるよう、時間を作り向き合うようにしている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50% 機会があれば行ってみたい。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 謝罪した上で、保護者が何に対して不満に感じているのかしっかり話を聞くようにしている。また対応も迅速にとれるよう努めている。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 活動に期待が持てるようお知らせを発行している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 書類の保管に配慮し、情報も必要なことだけその都度、把握するようにしている。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 相手に応じた言動に配慮している。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 63% 38% 機会があれば行ってみたい。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 的確に行動できるようマニュアル化や周知できる場を作り、訓練を行っている。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 想定した上で訓練や振り返りを行い、備えている。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さんの状況を共有し、把握した上で関わるよう徹底している。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% おやつや食事を摂る時のお子さんの配置に配慮し、十分、注意をはらっている。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 共通認識が持てるように作成され、話し合いも行なっている。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 文書でお知らせしてあり、直接、内容についても伝達してある。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 危険を予知し、そういう場面についても話し合い、対応についても職員同士で考えるようにしている。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待について学ぶ場を大切にし、不適切な対応が起こらないよう声を掛け合っている。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 的確な言葉で表記してある。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド168南船橋店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 75% 25% 児発放デイ合同にして全スタッフが全体を見れるようにしている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 88% 13%
清掃が行き届いており、備品の配置転換も状況により臨機応変に対応できている。

椅子が高く姿勢が悪くなるため工夫が必要

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
静養室等の部屋が設けられている。

個別療育の部屋では児童によって適切なお勉強ができる様に整理して教材が置いてある

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 50% 50% 目標設定や実施はしているが、その後の振り返りや改善があまりできていないから改善は必要

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 88% 13% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 63% 38% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 88% 13% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  88% 13% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 75% 25% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 75% 25% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
75% 25% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 88% 13% 施設スタッフで考えて実践し、その後の改善点などを話し合って修正まで努めているから出来ていると思う

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 88% 13% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 63% 38% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 50% 50% 振り返りが後手に回ってしまうことが多々あるから改善は必要

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 88% 13% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 75% 25% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 88% 13% 名札や写真を用いて遊びたいおもちゃを選択したりしているが、まだ不十分さがある

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 88% 13% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 88% 13% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 63% 38% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 63% 38% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 38% 63% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 50% 50% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 88% 13% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  38% 63% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  88% 13% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 個別に保護者からのご相談・問い合わせに、電話等で時間を取って対応している。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 25% 75% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 50% 50% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 25% 75% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 75% 25% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 63% 38% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 88% 13% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 88% 13% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 75% 25% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 63% 38% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 63% 38% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 88% 13% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



169 169
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

グローバルキッズメソッド169鐺山店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 71% 29%
空間をなるべく広く使えるように、定期的に模様替えをしている

テーブルや椅子の配置を変えながら、児童対応しております。

ロッカーが高すぎずいいと思います。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 急な休みになるスタッフがいる為、あと1人自由に動けるスタッフがいたら安心して送迎表を作成できる。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 71% 29% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  86% 14% 個室がもう一つ欲しかったが、部屋の使い方に工夫が必要

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 71% 29% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  100% 0% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 100% 0% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド170本庄店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
運動部屋、学習部屋、個別部屋など、用途に合わせて使用できるスペースがあり、子ども達が安全に活動できるよう工夫されている。

児童それぞれに合わせた指導を行っている

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13%
職員間で役割分担を行い（レク係が職員配置を確認し指示する等）子ども一人ひとりの様子を把握できるよう努めている。半面、職員の人数が多く安心してしまうのか、安全確認が疎かになる点がある。

児童に目が行き届くよう職員の休憩をとる

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 88% 13%
学習・運動あそび・おもちゃあそび等、目的に応じて空間を使い分けている。また、物の配置や掲示などについても、こども達が見通しを持って行動できるよう工夫している。

児童に合わせた1日の流れが時間で区切られたものになっており、検討しても良い

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 88% 13%
日々の清掃や整理整頓を行い、環境を整えている。

おもちゃや床の消毒を行っている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0%
個別部屋があり、体調不良など子どもの状態や気持ちに応じて、静かな場所で過ごすことが出来る。また、集団では学習に集中しにくい子どもの個別学習として使える等、環境が整っている。

学習時に集中できない児童への配慮を行っている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 日々の支援や活動について、職員間で子ども個別目標や課題を共有し、振り返りや提案を出し合う時間を設けている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
管理者より、保護者とのモニタリングでの情報内容や要望などは都度、LINEや口頭で共有され、把握できるようにして頂いている。
見やすい場所にファイルの保管を行っている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングや職員間の情報共有などを通して、気づいた事や意見を共有できるようにしている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 月一度の研修や、外部研修など、必要な知識や技術を学ぶ機会がある。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 管理者（児童発達支援管理責任者）により、保護者と定期的にモニタリング等を行い、保護者の要望を踏まえて子どもの課題を分析、計画を立てていただいている。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 児発管以外の職員からも、子ども一人ひとりの成長の様子や課題について、意見や情報を共有していただいている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 支援の方向性を職員間で共有し、日々の支援に反映できるよう取り組んでいる。半面、より注意の必要な子に多く時間を割く状況があり、送迎などの関係で職員人数が足りず、十分に一人ひとりの子どもの療育ができていないため改善が必要。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% レクなどの活動については、職員の案を取り入れながら作成いただいている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 運動、製作、集団ゲーム、季節の行事、外出など、様々な活動を取り入れている。半面、より子どもの支援、療育につながるような活動になるよう、職員の意識や改善が必要と思う。そのための研修などがあるとありがたいです。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 開始前に、昨日の子どもの個々の様子やレクの振り返りを行い、本日出席の子どもの課題、支援内容をざっと職員間で共有している。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 終了後ではなく、翌日の開始前に時間を取り、共有している。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 職員それぞれ、子どもと関わりながら支援を行ってはいると思うが、支援の検証、改善までは、時間が取れていない。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 安全第一で、できる範囲で子ども自身が選択できる場面を設けている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 88% 13% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  88% 13% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド171新潟大野町店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
利用者の人数が多い時はグループを分け、余裕のあるスペースで活動をするようにしている。

狭くは無いが、ピッタリといった印象。利用人数に合わせてテーブルや椅子、物品も増えてくると場所が狭くなる懸念。また、利用児の特性に合わせて選択できるスペースがもう一つあると嬉しい。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 25% 75%
利用者の特性によっては個別での対応が望ましい場面があり、職員の数が増えるとより適した支援ができると思う

休憩をズラすなどの対策がなされているのが良い。土曜日、祝日になるとやや少ないと感じるが回っている。突発や長期休養がでたら対応検討必要。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 配慮ももちろんあるが、問題が生じた際のリカバリーや調整が柔軟に行えている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 清掃の時間以外にも、適宜消毒を行っている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% いつでも個室を使用できるよう、個室の環境を整えている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%
朝礼で話し合いをしている

各々の感覚から、業務の効率化に向けて発言よく聞かれている。業務改善を円滑に行う為の優先順位が明確だと感じている。個人的には、風通しを良くしている事がとても良いと感じる。もっと目標設定を個人レベルで言語化し内省していくとより、活発

な環境になりそう。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 書類を拝見すると、保護者との連携は密にとっていると感じる。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
朝礼で話し合いをしている

決まった時間は設けていないが、職員それぞれで積極的に意見や感想が飛び交っていると思う。業務への応用は個人レベルな印象。やる人はやるし、やらない人はやらないだろうなと言うような感じ。いい意味で一般スタッフ主導の現場。ただ、自店舗の

スタッフを見ていると活発に意見が飛び交っている様子である為、特別に時間を設ける必要がないのかな？と感じている。人員が増えた時、お子さんのバリエーションが増えた時、法律改定があった時などにどのような現象が起こるのかとても楽しみ。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 75% 25% 朝礼で話し合いをしている

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 内容や経過を見ればもっとできそうな事はある。ただ、個別性の高いプログラムで実施していると感じる。今後の課題は、それを保護者へ伝えきれていない事。もっと、自分たちで取り組んでいる物をアピールして、保護者を能動的にしていきたい。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0%
同上。ニーズを明確にしながら、適宜情報共有を積極的に図っている。課題感は、前項目で書いた内容でもあるが、どこか一方的になっている。保護者に向けて、事業所の内容や個別性高く行っている事を伝えきれていない。その為、ルーティンのように

なってしまう。もっと今やってる事を個別性高め保護者へ伝えて行き能動的に動いて貰えるように進めていくことでより高い療育になると考える。個人としては送迎時に、できる限り保護者へ今日の事を明確に伝えていく事で達成して行きたいと考えてい

る。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 必ず共有があり、みんなで意見を出し合う場が設定されている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 必ず共有があり、みんなで意見を出し合う場が設定されている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 必ず共有があり、みんなで意見を出し合う場が設定されている。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 75% 25% やや課題。各々が独立している印象がある。もっとチーム的に巻き込んで情報共有をしていかなければ、子供が混乱しそう。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% もっと頻回かつ簡単にやっていきたい。現状、回数が少なく、密度の高い物になっている為、子どものために何かを改善するにも大掛かりになりがち。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% もっと頻回かつ簡単にやっていきたい。現状、回数が少なく、密度の高い物になっている為、子どものために何かを改善するにも大掛かりになりがち。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 25% 75% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 25% 75% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ネガティブな保護者は自身の子供に対しても、かなりネガティブな印象を持って話すことが多い。もっと全体的に、できているところに目を向けて貰えるような支援も必要だと考える。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 75% 25% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



172 172
（別紙５）

事業所名

チェック項目 はい いいえ 工夫している点・課題や改善すべき点
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グローバルキッズメソッド172守谷店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 中高校生が増えてきた分、以前より空間の狭さを感じます。また年数が上がるにつれ荷物も増えているので、物置のようなスペースがあるととても有り難いです。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 80% 20% 加須エリア内で送迎や子どもの状況に変化等があった際、共有や連携できていている環境だと思います。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% クローゼットや物置のスペースがないため、個室が十分に確保できません。そういったスペースを設けて頂けたら、大変有り難いです。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%
私自身が上手くPDCAを活用できていないため、オリジナルな形でも改善したいと思います。
毎朝ミーティングやモニタリング後に子どもの課題を共有している

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  80% 20% 作成時に他の職員の声を聞けるようにしたい

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 80% 20% 大まかな課題は伝えているが支援計画は見ていないため、計画を見るようにしていきたい

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% できている日とない日があるため、工夫が必要

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% その日ではなく翌日に行っている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 80% 20% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 80% 20% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 60% 40% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 60% 40% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 20% 80% トラブルになる可能性があり、交流は控えています。その代わりにGKM加須エリア内の放デイ、児童発達支援での交流する機会は設けています。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 40% 60% 機会があれば参加したい

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0%
個人課題として、さらに理解を深めてお伝えすることができるように、専門知識を養う必要があると感じています。

送迎時などに行っている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  40% 60% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 実際に悩みやご相談を受けることはありますが、私自身が適切にアドバイス等をお伝え出来ているとは思っていないため、今以上に視点を変える等して現状脱却したいと思っているのが現状です。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 40% 60%
保護者同士での交流はないため、悩み事を経験した保護者からアドバイスを受ける等の機会は作りたいと思っています。

今後検討していく

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 80% 20% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 60% 40% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 80% 20% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 60% 40% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド174新郡山静西店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
スペースを有効活用している

パーティションの利用、机の配置などの構造化や環境調整をしている。段差をなくしたり、静養室か欲しい。

省スペースで運営出来るように物品もコンパクトになるものを採用している。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 71% 29%
足りないときはヘルプを呼ぶなどしている

ギリギリの配置でも必要な支援ができるよう、レクなどの活動を工夫している。

従業員の増加が必要だと感じることもある

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 86% 14% そうなるように環境調整を心がけている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% こまめな掃除や消毒を行っている

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  71% 29% 部屋がないのでパーティションで仕切ったり、テントの活用を行っている

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 86% 14%
定期的に管理者主導で勉強会をしている。

今後PDCAサイクル自体の周知も含めて話し合い・評価の場を定期的に設けていく。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 保護者様からのご意見があれば職員全員で共有、対策を行っている。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 常にミーティングをして話をしやすい環境を作っている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 86% 14% これからの予定。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 支援に支障がないように行っている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% ミーティングをして職員全体の意見を反映している。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 常に勉強をし、アセスメント力の向上をはかっている。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% ミーティングを行っている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 常に情報を共有している。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 書式を用い、気づいた点を常に書き込めるようにしている。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% ガイドラインを常に読み返し、確認している。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 86% 14% 支援に支障がないようにミーティングしている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 86% 14% スタッフ全員で内容を検討している。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 86% 14% 常に観察し、適切な支援を行っている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 時間が取れない時も多い。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 時間外になってしまう時も多い。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 児発管だけに偏ってしまっているので改善が必要。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 状況によって、早めのモニタリングをおこなっまりしている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% ガイドラインを常に読み返し、確認しながら支援をおこなっている。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 支援を勉強し、自己決定を大切にしている。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 86% 14% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 71% 29% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 57% 43% まだ連携が取れてはいないため、改善が必要。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 57% 43% 今後参加していく。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  71% 29% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 57% 43% 今後ペアレントトレーニングも含めて設定していきたい。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% hugの活用を行っている

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 棚には施錠している。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 71% 29% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 86% 14% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド176伊勢崎宮前店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 50% 50%

児童が男の子だけでワンパクな子タチなので、児童の人数を減らしたり、事業所の大きさが少し問題点だと思います。

クールダウンするための部屋がもう一部屋あると良い

１人になれるスペースがもっと必要

個室の数、スペースの確保が必要

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 50% 50%
職員全員が同じ力量でない為、日によっては職員不足を感じます。

新人職員への教育時間がもっと必要

送迎時間帯の送迎職員、店舗待機職員が必要

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 83% 17%
危ないものを職員しか入れない部屋に置いたりなどの工夫は出来ていると思います。

目視で分かるようにしている

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17%
毎日の清掃によって清潔な環境が整っていると思います。

荷物を整理して置ける場所、棚があると良い

フリースペースが欲しい

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  67% 33%
個室が1部屋しかなく、お客様の面談時などは使用できない状態です。
個別の部屋が一つなので、利用したい時がかさなってしまう事がある。もう一部屋あるとも良い

相談室を増やしたい

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 67% 33%
午前中子どもがいない時間などに会議をしたりしています。

情報共有会議時間を作っている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 83% 17%
管理者が発表しています。

定期的な伝達会議の開催をおこなっている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 67% 33%
職員が自主的に発言しなければ行けないので、月に一回ほどそのような時間があればいいと思います。

伝えやすい環境作りをおこなっている

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 33% 67%
月に一回外部評価を集計できればと思います。

第三者外部評価がどうなっているのかが、そもそも分かりません

外部の視点をつくる

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 83% 17%
確保されていると思います。

系列店での研修だけでなく、外部への研修も増やした方がいいと思う

定期的に開催されている

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% 見える化している

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 児発管を中心にした会議を開催している

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 伝達会議の定期的な開催をしている

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 施設内回覧板の設置をおこなっている

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 必要時に実施している

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% 見直しの頻度の増加が必要

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 83% 17% 全員協力輪番制をおこなっている

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 職員間の熱量の違いはあるため、工夫が必要

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% 問題点の共有をおこなっている

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 50% 50% 出来ない日も多々あるため、工夫が必要

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 83% 17% 毎日の振り返りを行なっている

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 83% 17% 日々記録を残し、蓄積している

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 83% 17% 児発管に任せてしまう事が多い

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 多重課題を意識している

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 決めつけない、押しつけない

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 経験豊富な者が行く

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17% 連携するまでには至っていない

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 83% 17% 情報共有を行なっている

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 連絡してみたい

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 67% 33%
出来たばかりなので学校卒業する子供がまだいない

まだ卒業者がいない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 67% 33% 調べて行きたい

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 67% 33% 系列店とは行えている

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 67% 33% 参加希望はあるので、行動してみたい

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 正確な説明を心がけている

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  67% 33% まだ適応者がいない

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 67% 33% 目視可能な状態としている

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  83% 17% 親への、子どもの権利の伝達を行う必要がある

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 83% 17% 口頭説明を心がけている

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 83% 17%
相談を受けていてもその情報や対応の共有がされていないことが多い

その日にでも行なっている

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 50% 50%
保護者交流会などは開催されていない

調べてみたい

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 心がけている

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 83% 17% 店舗では行っていない

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 徹底している

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% 決めつけないようにしている

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 50% 50% 店舗では行っていないため、検討していく

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 見える化している

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 新人への伝達の仕方を工夫していく必要がある

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% 支援ソフトへの打ち込みによる見える化が必要

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 医療職をリーダーとして伝達している

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 83% 17% 共通認識化の必要がある

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 83% 17% 見える化している

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 施設内回覧板の設置を行っている

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 83% 17% 日々伝達講習を行なっている

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 拘束したことはない

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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グローバルキッズメソッド177新中今泉店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
2階フロアの使い方を考える必要がある
2階の利用について、先延ばしになっている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 40% 60%

人員基準を取れる人数が不足している。送迎や児童対応のみを頼める非常勤さんが欲しい。また、せっかく2階があるから使用したいが、スタッフ配置に無理があるため使用できない。
基準をとれるスタッフがそもそも足りていないので、15人受け入れられる体制が取れていない。
非常勤スタッフがいないため、送迎がキツキツである。

スタッフが理由があって一時的にその場を離れる時は、離れて大丈夫か確認し他のスタッフに声かけをしてから離れている。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 80% 20%

掲示物にて見える化すべき事項が多い。また、2階があるが危険が多く使用できていない問題を改善出来る未来像が浮かばない。
掲示物等で可視化し、分かりやすく伝わるように工夫している

掲示物を視覚化している。

学習やおもちゃなど、スペースを分けている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0%
毎日清掃当番を決め、隅々まで清掃を行っている

曜日別で掃除担当のスタッフを決めているため、今日は誰が掃除するのかわかりやすい。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  80% 20%
個室でクーリングタイムを行いたい児童が居ても、フロアのスタッフ配置の関係で対応できないことが多い。

おもちゃ部屋などをクールダウンの個室として使える環境にはある。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 40% 60% レクの内容を次の日に振り返りを行うなど、より良い支援にしていくためにはどうすればよいかを話し合い改善しようと努めている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 80% 20% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% 児発管がモニタリング前に聞いておきたいことを他の職員にも伝えている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 80% 20% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 80% 20% 翌日の午前中に行なっていることもある。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 80% 20% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 80% 20% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 80% 20% 連携がまだまだ取れていない部分があるので、相談支援事業所と連携を図っていきたい

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 60% 40% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 80% 20% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 40% 60% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 40% 60% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  40% 60% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 40% 60% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 40% 60% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 40% 60% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名
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グローバルキッズメソッド178市名坂店 (放デイ)
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 71% 29%
もう少し体を動かせるようなスペースがあればいいなと感じた

天井が高く、圧迫感を感じない事業所のため、利用人数に対して狭さを感じない。ガラス貼りのため、安全面を考える必要があると感じる。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 71% 29%
個別対応に職員が1人入ると現場が足りなくなったり、突然の欠勤が出た際に送迎車が間に合わなくなりかける点
子どもが一人で過ごすことがないようにスタッフ同士で声掛けをしている。

子どもに関わったことのない方の子どもの関わり方や知識を得る研修が必要だと感じる。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 14% 86%

別の会社と建物を共有するのは疑問がある。隔てている壁の高さが足りないため、ボール遊びができない。隣の会社の方から当事業所の玄関が丸見え。

隣の店舗との仕切りが中途半端なため、常に何かしらの音が聞こえてくる点

部屋が一つしかないので、子どもたちが落ち着くための空間が無い。パーテーションで仕切るなどして空間を分けた方が良いと感じる。

他会社と同じ空間のため、音が敏感な子は利用が難しいかと感じる。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 71% 29%
広々とした環境にたいして、安全や地域への配慮の観点から、ボールなどの遊具を使った遊びを制限せざるを得ない点

汚れに気がついたらこまめに掃除をしている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  43% 57%
個別の部屋やクールダウンできるような部屋がもう1部屋あればいいなと思った
感情爆発が起こった子どもがクールダウンするための個室スペースが、安全配慮の観点から用意することが難しい点

相談室を使用して個室を利用できるが、スタッフの休憩室や面談の部屋も兼ねているので使用しづらい。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 改善案に対してできる範囲、できない範囲の前提が共有されている点

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 86% 14% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 71% 29% 職員同士で話し合える関係性が築かれていると感じる。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 14% 86% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 71% 29% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 86% 14% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 57% 43% 不十分だと感じる為、改善が必要

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 勝手に判断して支援する方がいるから、チームであまり連携はしていない。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 86% 14% いつの間にか振り返りの時間が失われているため、改善が必要

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 71% 29% ガイドラインの確認方法が曖昧な点には改善が必要

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 86% 14% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 86% 14% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 71% 29% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 57% 43% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 57% 43% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 29% 71% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 14% 86% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 86% 14% 連絡が取りにくい保護者とのやりとりに検討が必要

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  43% 57% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 86% 14% 保護者の相談をうかがう機会が少ない点は検討が必要

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 14% 86% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 57% 43% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 14% 86% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 86% 14% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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サカフル宇都宮店
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 88% 13% 限られたスペースの中でも　その時々で工夫している

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 88% 13% 児童数に合わせ、スタッフが必ず目を配れる人数になっている

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0%
居抜きなので必要のない自動ドアがあること

部屋の目的、何をする空間か子供達が把握しやすくなっている。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日の清掃、整理整頓、衛生面では消毒を怠らない。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% 無駄な物を置かないように工夫している

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 情報共有と振り返りを定期的にしている。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 保護者からの要望や意見があった時は管理者から指摘を受けている

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% スタッフ会議などで共有し、常に改善対策をとっている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 88% 13% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 研修は参加している。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% 個々の児童についての様子など常に共有している。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% それぞれの個性に合わせた支援を行っている。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% マンネリ化を防ぎ児童達が興味を持てるよう話し合っている。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 朝の時点で送迎の見直しをしたり　児童の人間関係など共有している

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 75% 25% 就学前は現在はご利用がない

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 88% 13% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 88% 13% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 88% 13% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 75% 25% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  88% 13% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 38% 63% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 38% 63% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 88% 13% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 88% 13% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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サカフル小山店
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0%
大まかにボールを使えるスペース、ゲームをやるスペースと区切っている。モニタリングをする際などに使っている個室があるが、壁で限られていなくてパーテーションで隠してるだけなので他のスタッフの話し声で保護者の方が聞こえないので、完全な

個室がほしい

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 風邪気味の児童がいたらスタッフ間で共有して体調の様子をこまめに見ている。キャンセル待ちの児童がいても連絡を怠っている時があるため、改善が必要

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 67% 33% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% 基本活動を考慮した上でレクリエーションを設定しております。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 83% 17% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 83% 17% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  83% 17% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 83% 17% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 83% 17% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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サカフル古河店
公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 100% 0% 法令に遵守したスぺ―スを確保しています。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0% 教員や保育士資格のある職員を配置して、人員基準を満たしております。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100% 0% 必要に応じて職員がフォローを行なっております。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 100% 0% 毎日、清掃を行っております。環境設定に関しても小まめな話し合いを行っております。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0% 定期的に会議を開催して話し合いを行っております。

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% アンケート結果や、直接のコミュニケーションから保護者さまのお声を頂戴し、改善できるように努めていきたいと思います。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0% 日々のミーティングで、共有、検討、改善に努めております。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 全体研修のほかに、研修動画の視聴による知識向上に力を入れております。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0% レクレーションカレンダー作成の際、スタッフで療育内容の確認、見直しを行ない、公表しております。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% アセスメントを行い、保護者さまからのご意見やお子さまの様子をお伺いし、計画を作成出来るように努めております。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0% お子さまの最善の利益を考慮し検討の上、非常勤職員を含む全ての職員に共通理解ができる様、情報共有しております。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 情報共有を行い、計画に沿った支援を行っております。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 20% 80% アセスメントツールを年齢に応じた適応行動の参考として活用しております。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% それぞれのお子さまに合った支援をふまえながら、検討しております。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0% 毎月職員間で考案し、充実した活動プログラムになるよう設定しております。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0% 改善が必要な場合、内容を見直して反省点を組み込むようにしております。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0% ご要望に応じて、個別対応や集団での関わり方や支援方法等を計画書に取り入れております。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 出勤時間が異なることが多い為、常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 退勤時間も同様に異なることが多い為、同様に常勤職員を中心に情報共有出来るよう、記録や口頭によるコミュニケーション等で確認に努めております。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 客観的に分析できるように事実と意見を分けて記入するように努めております。また、モニタリングの際は日々のケア記録を参考に次の目標を考えております。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% お子さまの状況や必要性に応じて適切な見直しを行っております。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 0% 100%
情報共有からしっかりとやりたいと思います。

情報共有が不足していると思うので改善したい

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% 様々なレクリエーションを通じて、自己決定を尊重した支援を行っております。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% お子さまの状況をより理解している職員が参加出来るように努めております。

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 100% 0% ご要望に応じて、対応させていただいております。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 必要に応じて適宜連携しております。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 100% 0% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 0% 100% 新しい事業所のためその年齢の子がいない

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 100% 0% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 100% 0% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0% 100% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 送迎等の際にお子さまの様子をお伝えさせていただいたり、電子記録を提供させていただく等して共通理解が持てるように努めております。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  0% 100% こちらでの対応方法等を『本日の様子』として日々情報発信し、ご家庭での支援にご活用いただけるよう細かくお伝えしていきたいと思います。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 20% 80% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% ご契約の際に説明させていただき、また、ご不明点に関してしては随時ご説明させていただいております。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 80% 20% ご希望に応じて適宜、ご相談に応じております。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 0% 100% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 各事業所の苦情窓口を設定すると共に、各事業所にご相談しづらい内容は、総合受付窓口にて相談できるように整えており、お声を頂いた際には迅速に対応しております。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0% 月ごとに活動予定を発信し、また、毎日ブログを作成し、活動の様子をご確認いただける取り組みを行なっております。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 入社時に誓約書にて確認し、個人情報の保護や漏洩防止に力を入れております。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% より円滑にお伝え出来るように努めております。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 0% 100% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% 定期的な訓練に加え、業務継続計画（BCP）の策定を検討いたします。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0% お子さまのご状況については事前に確認しております。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 一覧表を作成し職員が一目で分かるような工夫をしております。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% 事例集ではありませんが、些細なことでも記入をし、事業所でヒヤリハットを適宜共有しております。また、他事業所の管理者とも共有する体制を整えております。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止委員会を設置するとともに、定期的な全体研修を行ない、虐待防止に努めております。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 切迫性・非代替性・一時性を満たしている場合とし、身体拘束を行った場合には記録を行っております。また、計画書にも反映しております。

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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公表日 2026年10月31日

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 50% 50%

活動場所・スペース等広さが欲しい、壁で限られているクールダウンスペースが欲しい

クールダウンのスペースがあると良い

利用人数に応じたスペースを確保し、安全に活動できる環境を整えている。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 100% 0%

利用人数に対してスタッフが平均5人程度いられるよう勤務調整している

現在の職員数は適切であると思います。

利用人数やこどもの様子に応じて、必要な職員を配置している。

3 生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 67% 33%
開けた形で活動内容等がわかるよう玄関入り口からホワイトボードが見えるようにしている

こどもが分かりやすく安心して過ごせるよう、環境面に配慮している。

4 生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 83% 17%

活動後に清掃等を徹底している

もう少し広い空間が欲しい。

清掃や整理整頓を行い、活動に合わせて安全に過ごせる空間を整えている。

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境になっているか。  33% 67%

個別の部屋が一つしかない。

必要に応じて、落ち着いて過ごせる場所を確保できるようにしている。

児童がクールダウンに必要な個室がない為、療育部屋の角などでクールダウンをせざるを得ない状況

6 業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか。 100% 0%

問題等が起きた際に話し合いをする機会を設けている

職員間で意見を共有しながら、日々の業務の振り返りや改善に取り組んでいる。

サービス提供時間外に職員同士で情報の共有を行っている

7 保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
要望等を適宜聞き取り、チーム内で共有・検討している

保護者からの意見や要望を確認し、必要に応じて支援や業務の改善に活かしている。

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。 100% 0%
フィードバックの機会等を設け、改善に努めている

職員同士で意見を出し合う機会があり、業務の見直しや改善につなげている。

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 83% 17% 現在、第三者による外部評価は実施していないため、今後必要に応じて検討していく。

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 100% 0% 研修などを通して、職員が学ぶ機会が設けられている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  100% 0%
個別支援計画に基づき、各スタッフから日々の活動内容を検討している

支援内容や目的を整理した支援プログラムを作成し、公表している。

12 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 100% 0% こどもの様子や保護者の意向を確認し、ニーズや課題を踏まえて計画を作成している。

13 放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  100% 0%
活動のメニュー等を決める機会に参画している

支援に関わる職員間で情報を共有し、意見を出し合いながら支援内容を検討している。

14 放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか 。 100% 0% 計画内容を職員間で共有し、目標や支援内容を意識しながら支援を行っている。

15 こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 100% 0% 日々の活動や関わりの中でこどもの様子を観察し、状態や変化の把握に努めている。

16
放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な

項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
100% 0% 本人支援を中心に、家族や関係機関との連携なども踏まえて必要な支援内容を設定している。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 100% 0%
各専門職の視点から活動内容を決めている

職員間で意見を出し合いながら、活動内容を検討している。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 100% 0%
日々の活動内容の記録を保存しており、そこから活動内容が固定化しないようにしている

こどもの様子や課題に合わせて、さまざまな活動を取り入れるよう工夫している。

19 こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 100% 0%
利用者様の状況を適宜共有している

こどもの状況や目標に応じて、個別での関わりと集団での活動を取り入れている。

20 支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。 100% 0% 支援前に職員間で活動内容や役割を確認し、連携して支援を行っている。

21 支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 100% 0% 支援後にこどもの様子や気付いた点を職員間で共有し、次の支援に活かしている。

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげているか。 100% 0% 日々のこどもの様子や支援内容を記録し、その後の支援に活かしている。

23 定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 100% 0% 定期的にモニタリングを行い、こどもの状況や変化を確認しながら計画の見直しを行っている。

24 放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。 100% 0% こどもの状況に合わせて、さまざまな活動を組み合わせながら支援を行っている。

25 こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定をする力を育てるための支援を行っているか。 100% 0% こども自身が選んだり意思を伝えたりできる機会を設け、自己決定につながるよう支援している。

26 障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 100% 0% 児発管もしくは管理者、専門職員が参加している

27 地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 83% 17%
学校や相談員と定期的に連絡をとっている

必要に応じて関係機関と情報共有を行い、連携しながら支援できる体制を整えている。

28 学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。 100% 0% 学校と下校時刻や送迎時の対応など、必要な情報共有や連絡調整を行っている。

29 就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 83% 17% 併設する児童発達支援事業との情報共有を積極的に行なっております。

30 学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか。 100% 0% 移行が必要な場合には、関係機関と必要な支援内容や情報を共有できるようにしている。

31 地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 50% 50% 問題があった際には情報交換を行います。研修の機会があれば積極的に参加させていただきます。

32 放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会があるか。 33% 67% 機会があれば参加していきたいと思います。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 17% 83% 機会があれば参加していきたいと思います。

34 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について共通理解を持っているか。 100% 0% 日頃から保護者とこどもの様子を伝え合い、成長や課題について共有している。

35 家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。  50% 50% 必要に応じて保護者へ支援に関する情報提供や助言を行っている。

36 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 100% 0%
契約時等に必ず行なっている

利用開始時などに必要な内容について説明を行い、理解していただけるよう努めている。

37 放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。  100% 0% こどもや保護者の意向を確認し、それぞれの希望や状況を踏まえて計画を作成している。

38 「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 100% 0% 計画内容や支援方針について保護者へ説明し、確認・同意を得ている。

39 家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 100% 0% 保護者からの相談に応じ、必要に応じて面談や助言を行っている。

40 父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。 33% 67% ご要望に応じて、対応させていただいております。

41 こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 100% 0% 相談や苦情に対応できる体制を整え、必要に応じて迅速に対応している。

42 定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。 100% 0%
事業所のインスタグラムがあり、そこから情報発信を行なっている

SNS等を活用し、日々の活動や必要な情報を保護者へ発信している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 100% 0% 個人情報の管理や取り扱いに十分注意している。

44 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしているか。 100% 0% こどもの特性や状況に合わせて、伝え方やコミュニケーション方法を工夫している。

45 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っているか。 17% 83% 今後検討していきたいと思います。

46 事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 100% 0% 各種マニュアルを整備し、職員間で共有するとともに必要な訓練を実施している。

47 業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 100% 0% BCPを策定し、災害時に備えて定期的に避難訓練等を実施している。

48 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 100% 0%
契約時に必ず確認している

利用前に服薬や発作など、支援に必要なこどもの健康状態について確認している。

49 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされているか。 100% 0% 食物アレルギーについて事前に確認し、必要に応じて適切に対応している。

50 安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 100% 0% 定期的に行っております。

51 こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 100% 0% 必要に応じて周知を行っております。

52 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしているか。 100% 0% ヒヤリハットを職員間で共有し、原因や対応について確認し再発防止に努めている。

53 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 100% 0% 虐待防止に関する研修を実施し、職員間で適切な対応について確認している。

54 どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。 100% 0% 契約時に必ず行い、モニタリング時等にも行なっている

〇この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。




